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    はたらく妖精さんたちの、べんちゃーびじねす
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    　ある日、妖精さんたちが、野原でどんぐりラグビーをプレイしていました。


    「わぁい……」「どりゃー……」「せんちゅりー……」


    　遊んでいるはずなのに、なぜか落ち込んでいるようです。


    「……たいくつ」


    　どんぐりをぽてっと落として、ひとりの妖精さんが漏もらしました。


    「むなしい……」「かわいそうなぼくら……」「ものたりないかんじ……」


    　妖精さんは、人間さんと密接な関かかわりがないと元気が出ません。


    　いつだって玩もてあそばれたいのです。


    「……はた、らく？」


    　妖精さんたちがパッと顔をあげます。


    「はたらく？」「ろうどー？」「しゅーかつだ」「りれきしょだ」「えんとりーえんとりー」「おーびーほうもんだー」「さがせー」「すてきなぶらっくきぎょう、いずこー？」


    　玩ばれたい妖精さんたちにとって良い会社とは、ブラック企業だけなのです。


    　どこからともなく分厚い求人ファイルを引っ張り出し、妖精さんたちはさっそく職探しをはじめました。


    　そして高給保証やら完全週休二日制やら福利厚生完備やら残業ナシやらの好条件を全すべてスルーし、劣れつ悪あくな環境で働かされること確実の求人票ばかりをチェックしていくのでした。


    「ここはー？」「ざんぎょうだい、でちゃうって」「あー、ざんねん……」


    「けいさぎょうは、らく？」「けいさぎょうは、じゅうろうどう」「まあまあかなー」


    「おきゅうりょうのみばらいじっせき」「りしょくりつ、さいてい50ぱーせんといじょう」「さいていげん、つき５００じかんろーどー」


    　どうかしてました。


    　そうやってみんなで探していると、求人票の中にそれはそれは素晴らしい（妖精さん基準）募集を発見したのです。


    「こ、これはー……！」


    



    



    　クスノキの里を貫つらぬく広くて長～い道。


    　それは町中から郊外までずっと続いているのです。


    　そんな道を、畑仕事を終えたＮ氏がゆったりと歩いてきました。


    　Ｎ氏は道ばたに見慣れないものを発見します。


    「やあ、これはいったい何だろう？　昨日まではなかったはずだが」


    　かなり大きな段ボール箱でした。


    　大人より背が高く、形は垂直に立てた長方体。


    　前面の一部が小窓のように切り抜かれており、透とう明めいなセロファンで密閉されています。そしてその向こうには、細こま々ごまとした物品が陳ちん列れつされていました。


    　もしかしてこれは自動販売機のつもりなのだろうか。Ｎ氏は首を傾かしげます。


    　本物の自動販売機は、こんな世の中でも行くところに行けば見ることくらいはできます。大昔のそれが、遺跡として土の中から出てくることもあるくらいです。


    　ただ貨か幣へい制度のない現在では、あまり意味のない機械ではあります。


    　しかも段ボール製とは、まるで子供の紙工作です。


    　商品を眺ながめてみました。


    　朽くちた写真、どんぐりや葉っぱ、石ころ、錆さびた釘くぎなどが並んでいました。特にその中のひとつ、きらきらと輝かがやく王冠に『オススメ！』というポップ広告が掲けい示じされています。


    「……いらねー」


    　Ｎ氏は興味を失い、とぼとぼと段ボール自販機の前を離はなれていきました。


    



    



    『今月の売り上げ目標　コインチョコ五〇〇枚！　現在……〇枚』


    　でかでかと掲かかげられた張り紙の下で、椅い子すにふんぞりかえった社長妖精さんが言い放ちました。


    「なっとらんのー。わしのわかいころは、やったった」


    　スーツ姿の妖精さんたちが、困った様子で顔を見合わせます。


    「でもしゃっちょ、げんじょーのらいんなっぷ、だめかとー」


    　ひとりが前に出て、勇ゆう敢かんにも告げました。


    「だめかー」


    　現状のラインナップが未来の収益を決めます。


    「こきゃくまんぞくど、ひくいかとー」


    「ひくいかー」


    　顧こ客きやく満足度こそ企業の生命線です。


    「そきゅうりょく、たりないかとー」


    「たりんのかー」


    　訴そ求きゆう力りよくは大事です。


    「きめたった！」


    　社長妖精さんはデスクの上に飛び乗ります。


    「しゃっちょめいれい。しんしょーひん、かいはつするです？　あしたまでに！」
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    「しかしながらしゃっちょ」


    「なにかね？」


    「したうけ、しぬです？」


    　社内がシーンと静まりかえりました。


    　下した請うけは兄弟、下請けは家族。


    　互いに助け合うことで、この世せ知ち辛がらい衰すい退たい世界で生きていける……。その大事な大事な下請けが、過労死してしまうかも知れないのです。いったいどうしたらいいの？


    　沈ちん黙もくを破る、社長の一言。


    「……それをやらせるのが、きみのしごとでは？」


    



    



    　何人死んだかは知りませんが、新商品が完成しました。


    　それは翌日の自販機に陳ちん列れつされたのです。


    「ふふんふんふ～ん♪　新しい～毎日ケセラケラ～♪」


    　うららかな日差しに頰ほおを紅こう潮ちようさせながら、道をひとりのギリギリ少女と呼んで良い年とし頃ごろの娘が歩いてきました。金髪で巻き毛の少女でした。


    　そして、出くわしました。段ボール自販機に。


    「こ、これはいったい……？」


    　少女は知らぬことでしたが、陳列商品は一新されていました。


    　人間さん（クスノキ調ちよう停てい事務所現所長）ブロマイド、大粒のどんぐり、選えりすぐりの葉っぱ、上質の石ころ、錆さびてない釘くぎ、などのラインナップ。


    　少女の目がギラリと光りました。


    「まあまあまあこれはこれはこれは」


    　少女は一つの商品に、特に興味をひかれたようです。


    「これはいわゆるアレかしら。コインを入れれば物が出てくる飽ほう食しよく時代の遺物……」


    　商品窓の下部に、何かを入れるためのスリットがありました。


    　ここに何かを突っ込めばブツが出てくる。エルゴノミクスの観点からそう判断できるデザインになっているようでした。


    　少女はきょときょと周囲を見渡します。


    「こういう場所の地面を掘るとたいていは……」


    　場所に目星をつけると、腰にさげていたゴツいナイフを抜いて、地面を掘りました。


    　余談ですがこの少女は、お人形さんのような外見でありながら、ゴツい刃物とかがとても好きなのです。軍用ナイフとか、最高。たくさん所持しているので、時代によっては犯罪者です。


    「出てきた！」


    　土中から古こ銭せんが出てきました。


    　実際、コインはそこらじゅうに埋うまっているのです。使い道がないですからね。


    「これを入れて、と」


    　コインをスリットにスリッと入れます。


    　すると……自販機のルーレットがぺかぺか回転しはじめます。


    「あれ？　商品を選べるのでは……？」


    　実は、選べません。商品ごとのボタンがついていません。


    　そう……ランダム自販機なのです。


    　ガタン、と音を立てて商品が下部の取り出し口に落ちてきました。


    　少女はおそるおそる商品を取り出します。


    　おめでとう。上質の石ころ、ゲットです♪


    「…………えい」


    　巻き毛の少女は、とてもレアな上質の石ころを無言で遠投しました。


    



    



    『今月の売り上げ目標　コインチョコ五〇〇枚！　現在……〇枚』


    　椅い子すにふんぞりかえった社長妖精さんが言いました。


    「だめやん。しんしょーひん」


    「しかしながらしゃっちょ、にんげんさんはきまぐれです？」


    「……だからこそ、ええんやないの」


    「……そーですなー」


    　わがままでない人間さんなんて、人間さんじゃない！　退たい屈くつ！


    　そんな空気がオフィスに漂ただよいます。


    「あとー、ものほんのこいんでも、しょーひんでちゃいました」


    　チョコレートのコインでなければ意味がありません。


    「だめだめやんけ」


    　憤ふん慨がいした社長妖精さん、デスクの上に飛び乗ります。


    「しゃっちょめいれい。もっとええもん、ぷりーず。あとちょこいがいきんし」


    「しかしながらしゃっちょ」


    「なにかね？」


    「したうけ、もういないです？」


    　社内がシーンと静まりかえりました。


    　本当に良い仕事をしてくれた下した請うけ。頼たよれる盟友だった下請け。忘年会ではたいへん盛り上がりましたね。しかし彼らはもういないのです。悲しむべきことに……。


    　沈ちん黙もくを破る、社長の一言。


    「……あたらしいの、さがせばええやないの？」


    



    



    　道をひとりの国連職員の女が歩いてきました。


    「こんな時代でも」


    　彼女は考えにふけっているようで、歩きながらぶつぶつと呟つぶやいていました。


    「イラストを趣しゆ味みで描く人間はいる……そういうものをネットワークを通じてアップロードできるようにして……アップしたイラストをみんなに見てもらえる仕組みを作る……。コメントなんかもつけられるようにして交流を促進しつつ……ランキングを導入して、イベント感を煽あおる……うん。行けるかな？　そのための機材を各自が用意するのは難しいけど、それはカフェのような場所に機材を導入すればいいし……」


    　彼女はどうやら、趣味の仕事について思いを巡らせているようでした。


    　それは世が世なら会員数一千万人以上を集めそうな画期的なネットワークサービスのアイデアでした。


    　残念。思いつくのがちょっと（数百年かことによっては数千年）遅おそかったですね。


    「もし実現できたら、個人情報も集め放題だし、人も動員しやすくなるし、新しい才能を見つけやすくなるし、私の実績にもなるし、一生食いっぱぐれないよな……」


    　空を見上げながら、雲を摑つかむようなことを考えていますと、道ばたに見慣れないものを発見しました。


    「お、自販機？　いや、段ボールか……はいはい妖精さんね」


    　自販機が妖精さんの仕し業わざだとすぐに見抜きました。関係者なのでしょうね。


    「どれどれ気になる商品はっと……」


    　うきうきとしているようで、実はしっかりプロの目つきで陳ちん列れつ物ぶつをチェックします。


    　缶入り真空空間、精せい巧こうにつくられた毒どく蜘ぐ蛛も型文ぶん鎮ちん、外灯型卓上電灯、切手自作機。


    　どうやら女性の好みとはちょっと違ったようです。


    「ふーん。こういう文化系オサレグッズはあいつの領分かな。土産みやげに持ってってやるか？」


    　道ばたに落ちているコインを拾い、スリットに入れます。しかし。


    「……コインチョコしか受け付けないのね。ふむ」


    　女はあっさりと諦あきらめて、道を歩いていきました。


    　そして三〇分後、大量のコインチョコを抱かかえて戻ってきました。


    　彼女は自分の興味ある分野に限っては、ハンパない調達力と動員力を持っているのです。


    「コンプリートしてから後こう悔かいする。これ大人のコレクション道における極ごく意いな」


    　そして彼女はそれを実行したといいます。
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    『今月の売り上げ目標　コインチョコ五〇〇枚！　現在……二三〇枚』


    　社長妖精さんは上じよう機き嫌げんです。


    「およろしいのではー？　このちょうしなのではー？」


    「ところがしゃっちょー」


    「なんだねもー」


    「きゃくさんから、こんなようぼうしょがー」


    　社員妖精さんは、自販機に貼はり付けられていた要望書を社長に手渡します。


    　こう書かれていました。


    



    ・要望書


    商品のインパクトが足りない、もっとバーンって感じにすべき（よりキャッチーに！）


    空を自由に飛ぶ道具は不可能だろうか？


    里は今、空前の引っ越しブームだが、もっと楽にできないだろうか？


    健康診断がめんどくさいので家庭で手軽に済ませたい


    （提案！）コインチョコの規格を統一することで、新たな事業スキームを構築することが可能。そうすることで貴社のみならずコインチョコ製造業者、ならびに仲介業者なども含めたインタラクティブな収益構造が生じる。当方、コインチョコ製造業者との強力なパイプあり！


    これらの注文を実現できるのであれば、来月は二〇〇枚のコインチョコを約束できる


    



    「……これは……きゃくさんちゃう……くらいあんと！」


    　オフィス全体に戦せん慄りつが走りました。


    　クライアントとは、神に等しい存在。


    　逆らうことは許されないのです。


    　このクライアントの発注は、会社が傾かたむくほどの無む茶ちや振ぶりだと思ってください。それを報ほう酬しゆう二〇〇枚で受けるかどうか、ということです。


    　会社の達成目標は五〇〇枚。しかしクライアントの提示額は二〇〇枚。足りません。


    　でも安定収入です。足りませんけど。


    　クライアントを蹴けって五〇〇枚を目指すか、それとも目先の二〇〇枚に飛びつくか。


    　企業人の判断が問われる一いつ瞬しゆんです。


    「しゃっちょ、どうするです？」「よーぼーいっぱいすぎ？」「あたらしいしたうけ、しぬのでは？」「さっきしたうけ、みにいったら、すでにこあらのですまーち」「えらいこっちゃ」


    「しゃっちょ、どうするので？」


    　社員妖精さんたちは社長妖精さんに詰つめ寄ります。


    　社長妖精さんは皆に背を向けて後ろ手を組み、重々しく告げるのです。


    「……わたしのあいどくしょ、みるです」


    　社長妖精さんは愛読書を机に放ほうり出します。


    　それは東洋のコミック本（出土年代不明）の写本でした。


    　タイトルは直訳するなら『チーフアイランド・コーサク』というものでした。コーサクという東洋人が、チーフアイランドという島国で、交尾しながら立身出世していくというストーリーです。


    　そのコミックによると、自分の信念に従って仕事をすることが大事なのです。


    「つ、つまり？」


    「しんねんにしたがって……このしごと、うける！」


    「しかしながらしゃっちょ、それではしたうけが……！」


    　社内がシーンと静まりかえりました。


    　納期に余裕がないのに、安いギャラで引き受けてくれた新しい下した請うけ。本当に助かりました。笑いの絶えない楽しい打ち合わせでしたね。もう仕事だけのつきあいじゃない。友達のような関係なんです。出会いって本当に素晴らしいことですよ！


    　沈ちん黙もくを破る、社長の一言。


    「……つぎのしたうけも、いいひとたちだとよいです？」


    



    



    「……またコインチョコですか」


    　調ちよう停てい事務所のうら若い所長が、自分宛あての手紙を読んでそう嘆なげきます。


    　先代所長の代替わり、まだまだ若い新所長です。噓うそか真まことか、妖精さんを自在に使役できるとか。


    「何か事件でもあった？」


    　所長さんの同期で同どう僚りようにあたる女性が言いました。


    「事件というわけでもないんですけど、最近、里の人たちからチャリティーとかバザーとか会合とかで出すためのお菓子を作るようやたら依い頼らいされるんです」


    「お菓子作り名人としての名が売れてきたわけだ。良かったね」


    「……それが全部、コインチョコなんですよ」


    「コインチョコいいじゃない。食べやすいし、もらって嬉うれしい。いくらだって作ってあげればいい」


    「……みんな同じ注文なのが不自然すぎるんですけど」


    「コインチョコのパッキングマシンを持ってるじゃん。あれ使えば一いつ瞬しゆんなんだろ？」


    「楽とか手間とかを言いたいわけではなく……みんながみんな、同じものを同じタイミングで要求してくるのが不自然だと言ってるんです」


    「そんなこといちいち疑ってたら、ボタンが取れた時も犯人捜ししなきゃいけなくなるね」


    　所長さんは言いくるめられた形で、黙だまります。


    　コインチョコのパッキングマシンとは、材料をぶちこめばコインチョコを自動で製造してくれる便利な機械のことです。


    「……なーんか、あやしいんですよね」


    「疑ってばかりでどうすんのさ！　あんたはこの事務所の新しい所長さんだろ？　里の人たちと仲良くやっていく必要があるわけじゃん！　怪しいとか怪しくないとか、些さ細さいなことだよ。見なよこの青い空を！　つまらない疑ぎ惑わくなんてどうでも良くなるからさ」


    　調ちよう停てい事務所の三階の窓からは、雄大な風景が見渡せました。


    　その青空を、背中から飛行用ローターを生やしたおじさんが、首根っこで吊つられた猫みたいな姿勢で横切っていきました。


    「…………」


    「…………」


    　よく見ると、飛行しているのはおじさんだけではありません。他ほかにもローター飛行している住人が大勢います。


    「やばいなー、デートに遅おくれちゃうよ」若者。


    「今日の畑仕事はしんどかったわ、帰って一杯やるぞ……」働き盛りの男性。


    「きゃーん門限過ぎちゃう～、急がなきゃー！」女の子。


    　急いでいる人だけではありません。


    　所長さんがふと顔を横に向けると、そこで三人の中年女性がホバリングしながら井い戸ど端ばた会議をしていました。


    「奥さんねえねえ聞きました？　三丁目に引っ越してきた新しいご家族の噂うわさ！」


    「知らないわ、どうしたの？」


    「それがねぇ聞いて！　あの家の奥さん、バツイチなんですって！」


    「んまーそうなの！　じゃあお子さんは連れ子？」


    　最近、里では空を自由に飛ぶ道具が流は行やっているのでした。


    「……どう考えても、妖精さんの道具ですよね、あれ」


    「そうとは限らないんじゃないか？　何事も早計は良くないと思うな、ウン。あんたはもうここの所長なんだから、里の人々のすることをおおらかな気持ちで受け入れることも大切だと思う。その寛かん容ような精神こそが、これからの里を……」


    



    



    　背負うと空を飛べるリュック、光をあてるとどんな大きなものでもポケットサイズに圧縮できるランタン、貼はり付けると健康診断をしてくれるワッペン。


    　この三種類の道具が里から多数、押収されるに至りました。


    「あなたの仕し業わざでしょ？」


    「……うん」


    



    



    『今月の売り上げ目標　コインチョコ二〇〇〇枚達成！』


    　社長妖精さんは以前は地味な色の背広姿だったのですが、今は金色に輝かがやくスーツを着るようになりました。ぴかぴかです。


    「わがしゃ、ちょーあんたいでは？」


    「しゃっちょのゆーとーり！」


    　社員妖精さんたちも皆、それぞれにゴージャスな装よそおいです。


    　着ているものだけではなく、社内のインテリアも全体的に金ぴか。


    「つくってもつくっても、とぶようにうれます？」


    　社内の金庫には、食べきれないほどのコインチョコがうなっていました。


    　今までの妖精生活で、こんなにも大量のお菓子が手に入ったことはありません。


    　もうこれはごっこ遊びではない！


    「しゃっちょのおくるま、のーしゃされます？」


    「おーきたかー」


    　社長妖精さんがビルを出ると、そこに超高級車が停車していました。


    　有り余るコインチョコで買い求めた新車でした。ま、ラジコンカーなんですが。


    「しゃっちょ、こちらのしんしゃ、おかいもとめ、ありー」


    　ディーラー妖精が媚こびへつらう感じで近寄ってきました。


    「うむー。ごくろー」


    「おねだん、にひゃくまいになります？」


    「はらったってー」


    「はいしゃっちょ、とっぱらいー」


    　秘書妖精さんが、コインチョコ二〇〇枚の袋包みをディーラー妖精さんに渡します。


    　社長は高級車に乗り込みました。


    「じゃーまー、はつのりー」


    　ラジコン高級車が勢いよく発進しようとしたその時。


    「クスノキ税務署です。税務調査です。逮たい捕ほです」


    　突然現れた白衣の人間さんが、ラジコンカーをひょいと持ち上げてしまいました。調ちよう停てい事務所の所長さんです。


    「きゃ─────！」


    「脱税の容疑で没ぼつ収しゆうしまーす」


    「や─────ん！」


    「ビルも折りたたんじゃいますねー」


    　所長さんとともにやってきた黒服の女性が、オフィスとして使われていた段ボールビルを手て際ぎわ良く解体していきました。この手つきは……プロです！


    「とーさんとーさんとーさ──ん」


    　妖精さんたちは森の奥に向かって、散り散りに逃げていきました。


    「ここまでせんでも……」


    　妖精会社と癒ゆ着ちやくしていた調停官さんが、申し訳なさそうに言いました。


    「こっから加速度的に大おお事ごとになっていくんですから」


    「ベストタイミングの介かい入にゆうでしたね。さすがです所長さん」と黒服さん。


    「あー、私の野望がー」


    



    「責任とって報告書は全部あなたが書いてくださいね。穏おん便びんなやつを！」
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    「うへーい……」


    「妖精さんたちもいい退たい屈くつしのぎにはなったでしょう」


    　こうして里に平和が戻ってきたのです。


    　ま、最初から平和のままでしたけど。


    　ここんところしばらく、クスノキの里はこんな感じです。

  


  
    はたらく妖精さんたちの、食品玩具


    



    



    「きんろー！」


    　妖精さんはいつだって唐とう突とつに勤労意欲に目覚めます。


    「どーしたん？　いきなりさけんで」「おかしくなった？」「はーとのびょういん、いく？」「はーと、かうんせりんぐうけなきゃなおらんもんね」


    　一いつ緒しよにどんぐりビリヤードを楽しんでいたお仲間たちが、わりとひどい言葉を投げかけました。


    「はたらきたいきもち、まっくす」


    「はたらく？」「めいあんや！」「やるー？」「かにこうせん？」「のっとく？」「かにこー」「かにこー」「れっつかにこー！」


    　無む駄だに行動力のある妖精さんたちです。


    　あっちゅう間に就職先を見つけ、みんなで働きはじめたのです。


    　大好きな人間さんに尽つくすため、妖精さんたちの勤労精神が爆ばく発はつします。


    



    



    　時間は少し巻き戻ります。


    「キャラバンにちょーおもしれーもんがあったので、貴重な配給券を使ってゲットしといたぜ。ほら、おまえらの分も。トクベツにおごりな」


    　ＡＢＣは三匹の子供です。


    　以前、ちょっといろいろありました。


    　それは続き物小説で言うなら七巻あたりに収録されていそうな出来事でした。


    　あれからちょっとは背も伸びているようです。


    　三匹とも親元を離はなれて自活しているせいか、ほんのわずかな変化ですが、野生動物的なたくましさも身につけつつありました。


    　今では誰だれもが忘れ去ってしまったけれど、まだ廃止されていない社会制度をうまーく活用しながら、ぼちぼち平和に暮らしているようです。


    　生活保護制度、万ばん々ばん歳ざいですね。


    「面おも白しろいもの、何よこれ？」と紅一点の少女Ｃ。


    「いいか、中身を見てみろよ！」


    　少年たちはそれぞれ紙箱を指でこじあけました。


    「ん、キャラメルかいこれ？」


    　少年Ｂが薄うす紙がみに包まれた一粒を、目の前に掲かかげます。


    「そう。ちょーうまい。けどただキャラメルが入ってるだけじゃないぞ」


    　紙箱はシガレットケースほどのサイズで、キャラメルは八個入りでした。


    「あまーい」


    「勉強途中の糖分補給にうってつけだ」


    「キャラメルはこのココア味が最高なんだよな～」


    「バカね、一番はメロン味でキマリじゃない」


    「ぼくは前に一度だけ食べたヨーグルト味が……」


    　三匹はキャラメルをニギニギと嚙かみしめました。お菓子は何だって大好き。


    　そして、箱に入っているのはキャラメルだけではありません。


    「このキャラメル、二つの紙箱がドッキングしてるんだけどさ、上の方の箱に……ほら、おまけが入ってんだよ」


    　逆さに振られた紙箱からＡの手のひらに、ちっちゃなヌンチャクが落ちてきました。


    「なんだいこれ？」


    「お、武器シリーズだな。当たりだ」


    「武器なのこれ？」


    「ヌンチャクって東洋の武器だ。ミニチュアだけどな。全八種類のうちどれかが入ってる」


    「なるほど。コレクション性があるんだな」Ｂが感心したように言いました。「ぼくのには穴のあいたプレートみたいのが入っていたよ」


    「メリケンサックだ！　当たりだぞ！」


    「わたしのはケーキ形の消しゴムが入ってたわ！　いいわねこれ！」


    「そっちは女の子向きのやつだからな。いいだろ～」


    　三匹はおまけつきキャラメルを堪たん能のうしました。


    「で、ちょっと考えたんだけどよ、こういうのおれたちもやらねー？」


    　Ａがそんなことを提案します。


    「やってどうする？」


    「そうよ。意味あんの？」


    「日曜のフリーマーケットで出せば、配給券荒あら稼かせぎできるぜ。おまえ、前にレアな本が欲しいとか言ってたろ？　おまえも、料理器具が欲しいとか言ってたよな？」


    　ふたりは考え込みます。


    　生活はできても、そういう趣しゆ味み的てきなものに回す配給券はいつだって不足気味です。


    「プランはあるのかな？　まさか手作りする気じゃないだろう？」とＢ。


    「そのあたりは考えてある。でもそろえないといけないものがいろいろあって、ひとりじゃキツいんだよ。なあ、やろうぜ！　悪いようにはしないからさ」
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    　里の掲けい示じ板ばんに、以下のお知らせが張り出されました。


    『いらなくなったおもちゃはありませんか？　貧まずしい子供たちに寄付をしましょう。壊こわれていてもだいじょうぶです（こちらで直します）。回収できるおもちゃは手のひらサイズに限ります。以下の住所に設置された回収用バスケットに入れておいてください。期限は来週の土曜日までです！』


    



    



    　Ａの自宅で、三匹は回収した玩がん具ぐをチェックしていました。


    「けっこー集まったな」


    「でもがらくたばかりだ。修理が必要だね」


    「わたしたちで直せないのは？」


    「それは抜かす。使えるやつだけ詰つめればいいだろ。ゼンマイ仕掛けとかで直せないやつは、単なるフィギュアってことで本当に救貧院に寄付するさ」


    「……それで建前もクリアか」


    「あくどーい」


    「商売ってのはそういうもんだろ！　こっちは子供なんだ。たくましく生きるためには多少のズルは見逃してもらいてーな」


    　その意見に異論はないようで、ふたりは無言で玩具の選別に戻るのでした。


    　しかし思った以上に、使えるおもちゃがありません。


    　大きなぬいぐるみ（なぜかすっぱい臭においがする）とか、虫の抜け殻がらとか、抜けのあるトランプとか、そんなのばかりでした。


    「いやねぇ、これじゃほとんどゴミ箱みたいなものね」とＣ。


    「数が足りないんじゃないか？　全部で二〇〇個作るんだろう？」


    「う～～ん」


    「それに、おもちゃでないのも入ってる。ガラス製のウサギ、これなんて置物だろう」


    「あ、そういうのはＯＫ。用意した紙箱にも入るし」


    　Ａはすでに用意済みの紙束を持ち出してきました。


    　厚紙にイラストが印刷されていて、手順通りに折れば紙箱のできあがり。


    「よくできてるじゃない」


    　試しにひとつ作ってみて、Ｃはにっこりと微笑ほほえみます。


    「モニュメントにそういう型紙のデータいくらでもあるからな」


    「……あれを使ったのか？　よく君にアクセスできたな」


    「先生んトコのしゃべる電卓に手伝ってもらったから、楽勝」


    「あの性格の悪い機械ね。どうやって働かせたの？」
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    「下した手てに接したらすぐ手伝ってくれたぜ」


    「なるほどな。で、そのデータを持ち帰って学校の印刷機で刷ったのか」


    「あいつ味方につけたら何でもできるよ」


    「かもね。わたしは何でもやらされるような人生はごめんだけど」


    「でもキャラメルだけは君が作ってくれないと困る」


    　Ｃは黙だまり込みます。


    「そうだよ、キャラメルできたのか？」


    「……今作り方を教わってるトコ」


    「い、今から!?」


    「誰だれに？」とＢ。


    「……先生に」


    　最初はＣも、お菓子作りのうまい恩師に、全部やってもらおうとしたのです。しかし。


    『先生、わたしとってもキャラメル食べたいの！　先生の作ってくれるキャラメルってとにかく最高！　とってもロイヤルね！　だからちょちょいのちょいと……一二〇〇個ほどこさえてちょうだいな！』


    　最初はにこにこと話を聞いていた恩師は、途中からぞっとするほど表情のない顔で少女の目をのぞきこんできたのでした。まるで相手の噓うそを見抜こうとするみたいに……。


    　思い出して、Ｃはぶるっと震ふるえました。


    「もうちょっとうまく持ちかけろよ……バレたら止められるぞ、たぶん」


    「そうだね。先生はほどほどとか、ぼちぼちとか、なあなあが好きだから、やり過ぎは止めてくると思うよ」


    「どんなにうまくやったって、一二〇〇個も人に作ってもらうなんて無理があったのよ！」


    　Ｃの反論もごもっとも。


    　キャラメルは、一箱に六個入れる予定。最初の計画時点で多すぎたのです。


    「今から作り方習って、日曜までに間に合うか？　あさってだぞ？」


    「……正直、材料も足りないし、そんなに無理かも。包装紙にも包まないといけないし」


    「いくつくらいなら作れそうだよ？」


    　Ａが問うと、Ｃはしばし考えてこう答えました。


    「二〇〇個くらい、かしら？」


    「二〇〇個？　一箱に一つしか入れられないな」とＢ。


    「それじゃ玩がん具ぐ入りキャラメルじゃなくてキャラメル入り玩具だってーの」


    　三匹は腕を組んでうーんとうなります。


    「……ねえ、いっそのこと、屋台でレモネードでも売りましょうよ？　そっちのが手軽だわ。内職しないでもいいし……」


    　屋台でレモネードを作って売る、というのはフリマで子供たちが配給券を稼かせぐもっともポピュラーな方法なのです。レモネードは簡単に作れますし、一粒ずつ包装する必要もありませんしね。


    「レモネードは全然出ない。みんなやってるから目立たないし、商売になんねーよ」


    「う……駄だ目めかしら……」


    「おまけは数不足、キャラメルも足りない。駄目かもね、この計画」


    　Ｂは過か酷こくな現実を突きつけました。


    「ま、まだわかんねーよ、あきらめんなっ！」


    　その時、ドアをノックする音がしました。


    「へーい……ありゃ、誰だれもいねーの？　ん、何だこれ？」


    　Ａがドアを開けても来訪者の姿はなく、足下に黄色いバスケットだけが置かれていました。


    「回収し忘れ？　誰か届けてくれたのか？　ま、いっか」


    「誰だったんだい？」


    「よくわかんねーけど、バスケットがもう一つあった。やりー」


    　その謎なぞのバスケットを、Ａはさして疑問に思うでもなくひっくり返します。


    　床にばらまかれたものを見て、三匹の目が大きく見開かれました。


    



    



    　そして日曜日。広場でフリーマーケットが開かい催さいされました。


    　不用品を人にあげたり、交換したり、配給券と引き替えにしたりする、実用的で素そ朴ぼくなイベントです。最近では、里の外から来る人も多いとか。


    　広場の一角で、三匹は新商品を配っていました。


    「新商品のビッグベンキャラメルでーす」


    「本物の手て応ごたえでーす」


    「配給券と交換してまーす」


    　大きめの紙箱にはこの商品のトレードマークである時計塔のイラストが印刷されており、なかなかにそれらしく仕上がっていました。商品力がありました。


    　さすがにここまでやる出品者はいないので、目立ちます。


    　なにしろ、この区画では他ほかが全すべてレモネード屋台なので、ことさらでした。


    「な？　レモネードにしないで正解だったろ？」


    「そうね……赤あかっ恥ぱじをかくところだったわね……」


    　レモネード屋台を出している人たちは、ネタがかぶってしまって恥はずかしそうでした。


    　里には子供は少ないですが、まったくいないわけでもないですし、他からのお客さんは家族連れも大勢いました。


    　そういった子たちを狙ねらい撃うちにしよう、というのが三匹のビジネスプランでした。


    「キャラメルか。ひとつちょーだい」


    　第一号のお客さんは、箱をその場で開封します。


    　たった一粒のキャラメルしか入っていないことに「え？」という顔をしたのも一いつ瞬しゆん、次に転がり出てきたおまけに目を見張りました。


    「すっげー、トロルだ！」


    　トロルとは北欧神話に出てくる妖精の一種です。いろいろな姿があるとされますが、このおまけでは最もポビュラーなイメージである知能の低い巨人、という造形。


    　直立したカバのようなユーモラスな姿でありながら、血まみれの棍こん棒ぼうを手にして高い戦せん闘とう力りよくをうかがわせています。口のはしからは、今しがたたいらげたばかりとおぼしき、緑の三角帽子がはみ出ていました。


    　サイズこそ手のひら大でしたが、生きているように迫はく力りよくがありました。


    　キャラメルのことなど吹っ飛びました。


    「とんでもなくリアルだ！　噓うそだろ？　こんなの見たことない！」


    　この叫びが轟とどろいたことをきっかけとして、広場じゅうの子供が三匹のもとに集まってきました。


    「こっちはゴブリンだ！」


    「悪あく魔ま騎き士しってのが出た！」


    「やったー！　ドラゴンを引いたぞ！」
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    　おまけがあまりにもよくできていたため、キャラメルが一粒しか入っていないことなどまったく問題になりませんでした。


    　三匹は小こ躍おどりして喜びました。


    「おまけは本格モンスターフィギュアでーす」


    「全部で二七種類ありまーす」


    「ダブったらトレードしてくださーい」


    　子供たちは殺到しました。


    　ビッグベンキャラメルは飛ぶように捌さばけていきました。


    



    



    「完売ー！」


    「三〇分で売り切れてしまった……」


    「見て、このチケットの山。あたしたち、長者よ長者！」


    　あまりの嬉うれしさに、三匹は輪になって踊りました。


    　その晩、三匹は豪遊しました。


    　普ふ段だんはなかなか口にできない上質の食材をほおばり、これまた滅めつ多たに飲むことのできないコーラで乾杯をしました。


    「こんなにうまくいくなんてな！」とＡ。


    「あの最後のバスケットのおかげだよ。誰だれが置いていったか知らないけど……」


    　今日、子供心をがっちり摑つかんだあのフィギュアは、件くだんのバスケットに詰つめられていたものでした。


    「いいじゃない細かいことは！　まだお人形は残ってるわ、来週もやりましょう！」


    　Ｃがげっぷをしながら立ち上がります。


    　もちろんＡＢのふたりに異論はありません。


    　なにしろフィギュアはまだまだ大量に残っているのでした。


    



    



    「デラックスビッグベンキャラメルでーす」


    「リニューアルされましたー」


    「おひとり様、三個まででーす」


    　すでに近きん隣りんのちびっ子の間では話題沸ふつ騰とうとなっていたビッグベンキャラメルです。


    　三匹の屋台には、フリマ開始直後から長ちよう蛇だの列ができました。


    「押さないでください！　押さないでくださーい！」


    「キャラメルはたくさん用意してございまーす！」


    「今回より配給券だけではなく、高級食材、古書、衣類や調理器具などとも交換受け付けておりまーす！」


    　大盛況です。


    　買い求める中には子供だけではなく、大人の姿も見られました。


    　こういう上質の玩がん具ぐは、大人の心をも惹ひきつけるのでしょう。おかげで購入倍率はさらに跳はね上がってしまいました。


    「ねえ、ちょっと大おお事ごとすぎない？」


    　さすがに不安になってきたＣが、Ａに耳打ちします。


    「大だい丈じよう夫ぶだ。ブツはある。このチャンスをものにしない手はないぞ！」


    「そういう問題だけじゃなくて……」


    「ふたりとも、フリマの主しゆ催さい者しやの人が来てる」


    「えっ？」


    　Ｂの背後に、自由人風の中年女性が立っていました。


    「ハーイ、フリマの主催者よ。ちょっといいかしら？」


    　三匹は顔をつきあわせます。


    　その中から、ぶつかったビー玉みたいにＡが弾はじき出されてきました。


    「わっとと！　はーい……なんすかー？」


    「あなたが責任者なの？」


    「そうだけど……何？」


    　女性は困ったようにうーんとうなりました。言うべきかどうか、迷っているようでした。


    「……あなたみたいな子にこんなこと言うのはつらいけど、でも言わなきゃね。あのね、あなたたちが配ってるのって、事前の申請によるとキャラメルなのよね？」


    「そうさ。デラックスビッグベンキャラメル。リニューアルしたんだ」


    「実はね、来場した人たちにアンケート用紙を渡して書いてもらってるんだけど、ここのキャラメルについていくつか苦情が出はじめてるのよ」


    「え、苦情？」


    「おまけは入っているんだけど、キャラメルが入ってないって苦情」


    「噓うそだあ。ちゃんと入れたぜ？　今回は二個ずつ入れたんだ。間違いないよ」


    「でもキャラメルが入ってないって意見、いくつも出てるのよ。主しゆ催さい者しやとして無視できないくらいの件数がね。で、飲食物って申請出してもらったのに、配ってるものは違うもの……というのは良くないことなの」


    「なんでさ」


    「他ほかの出品者が同じことしはじめたら大変だからよ。古着を出します、と言って当日、いきなりケーキを配り出されると、こっちも困っちゃうの。ルール破りの前例になっちゃう……って言い方はわかるかしら？」


    　Ａは沈ちん黙もくしました。


    「ぼくが調べてみる」


    　背後ではらはらしながら会話を聞いていたＢが、キャラメル箱をひとつ開封します。


    「……ない。入ってない。おまけだけだ」


    　おまけである精せい巧こうなゴーレムのフィギュアはしっかり入っていましたが、二粒ずつ入れたはずのキャラメルは影も形もありません。


    「こっちもないわ！　ほとんどの箱からキャラメルだけが消えてるみたい！」


    　Ｃが言いました。


    「……どうやら、キャラメルを入れ忘れたということなのかしら？　そうだとすると、悪いけど配布はいったん中止にしてもらわないと」


    「えー」


    　三匹はいっせいに抗議の声をあげました。


    「ずっと中止しろとは言わないわ。ひとまず列のこともあるし、一時間だけ中断して、その間にキャラメルを入れ直したらどう？」


    「そう、するか……」


    「だね」


    「確かにキャラメル入れたのに～」


    『配布中止（再開時間不明）』の札ふだを屋台に貼はると、集まった客のブーイングから逃げるように屋台の陰に回り、三匹はキャラメルを再封入する作業に入ることにしました。


    　幸い、キャラメルの予備はまだ作り置きがあります。


    「絶対おかしいぞ。全部間違いなく入れたはずなのに、一つ残らずなくなってる」


    「君たちのどっちかがサボったんじゃないか？　ぼくはちゃんと入れたよ」


    「わたしはサボってないわよ。そっちこそ、ぼんやりして入れ忘れたんじゃない？」


    「言い争っている場合じゃない。とにかく入れ直そう」


    「くっそ～。せっかく好調だったのにな～」


    　箱を破らないように開け、キャラメルを放ほうり込んで、またのり付けをする。作業自体は単純で、慣れればかなりのスピードで処理ができました。


    「この分なら、あと一時間くらいで終わるな！」


    　Ａの読み通り、キャラメルの再封入は終わり、無事配布を再開することができました。


    「あれ？　キャラメル入ってないぞ？」「こっちもだ」「さっきもこんな騒さわぎじゃなかったか？」


    　お客さんからそんな声があがっていました。


    「なんで!?　入れたぜ!?」


    「は～い配布中止～」


    　主しゆ催さい者しやの人が来ました。


    「入れたって！　絶対入れたって！」


    「こ、これはおかしいな……何か妙みようなことが起きている気がする」


    「もう何なのホント？　わたしたち呪のろわれてるんじゃないの!?」


    　こうなったら人生経験の乏とぼしい三匹には、ひとつしか手は残されていません。


    　こういう時、頼たよることのできる相手は、ただひとり──


    



    



    「なるほど、箱に入れたはずのキャラメルが、魔ま法ほうのように消えてしまったというわけですか。さながら密室殺人……いいえ、密室つまみ食いとでも言うべき状況ですね。うーん、これは難事件ですね。実にミステリアスですので、ハッキリ申し上げて迷宮入りでしょう」


    　三匹の恩師でもあり、里の便利屋さんと名高い調ちよう停てい官かんさんは、せっかく登場したのにすぐに帰ろうとしました。


    「先生よう、待ってくれよ！」


    「本気で調べてくださいよ……」


    「やる気なさすぎ！　助けて！」


    　三匹にまとわりつかれ、調ちよう停てい官かんさんは低くうめきます。


    「……こういう催もよおし物があると、朝からいろんなトラブルに引っ張り出されてしまって……お疲つかれちゃんなんです」


    「見るだけでも見てくれよ！　ほら、これだよおれたちが作ったデラックスビッグベンキャラメルは！」


    「また無む駄だに凝こったパッケージを……」


    　三匹はここまでの事情を正直に説明しました。


    「ああ、告知を出して……そうしたら、差出人不明の精せい巧こうなフィギュアがバスケットいっぱいに届けられて……はあはあなるほど……それは……それはきっと……」


    　調停官さんはかすれた声で宣言します。


    「すごい技術を持った親切な人ですね」


    「先生、事件から全力で目をそらそうとしていませんか？」


    　Ｂが鋭するどく突っ込みました。


    「そんなことありませんよ。本当にわからないんです。お人形と一いつ緒しよに入れたキャラメルが自然になくなってしまうだなんて……あり得ない」


    　調停官さんはベンチに横たわって、合わせた両手を枕まくらに目を閉じます。


    「先生、ちょっと寝ますね。眠いので」


    「寝ないでくれよう先生！」


    　激しく揺ゆすられて、起こされました。


    「……うー。わかりました。じゃあ解決したいと思います。おいでなさい」


    　調停官さんは、三匹をともなって調停事務所に向かいました。


    



    



    「超小型隠かくしカメラです。これを箱に仕掛けて、中の様子を監視します」


    　調停官さんが倉庫から持ち出したのは、ボタンよりも小さな、精密機械でした。


    「昔の人はこういうものを使って、様々な犯罪行為にふけっていたんですよ」


    「……」「……」「……」


    　不都合な真実とまっすぐ向き合うことで人間はたくましくなる……という方針で調停官さんはやってます。


    「こうして取り付けて……と。送信された映像をプチモニで拾います、と」


    　お喋しやべりな電卓ことプチモニさんの胴体に、キャラメル箱内の映像が映し出されました。


    　三匹でその映像を凝ぎよう視しします。


    「で、フィギュアとキャラメルを入れます。フタをのり付けして、と」


    「暗いわ先生」


    「感度を上げます」


    「あ、見えた見えた」


    「これで箱の中で起きたことは全すべて監視できるようになりました」


    「すごい……これが科学の力なんだ。あとは監視を続けるだけですね！」


    　珍めずらしく興こう奮ふんしている様子でＢが言います。


    「よっし！　今夜は徹てつ夜やで監視だ！」


    「あ、もうキャラメル消えてますね」


    「早すぎ！　動き出すの早すぎ！」


    　映像の中で、キャラメルはすでに消しよう滅めつしていました。


    「……先生よう、なんもわかんなかったんだけど」


    「録画してますから、コマ送りで再生してみましょう。ふわあ……」


    　一コマずつ映像を進めていきます。


    　あるコマで、三匹は目を見張りました。


    　その直前までまったく変化のなかった箱内に、突然異変が訪れたのです。


    　カメラがとらえたもの。


    　それはフィギュアを脱ぬぎ捨てた何者かが、キャラメルを一いつ瞬しゆんでたいらげ、再び元いた場所に戻ろうとする瞬間でした。
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    　三匹はしばし声も出せませんでした。


    「マジかよこれ……！」


    「な、中の人だわ！　フィギュアには中の人がいたんだわ！」


    「せ、先生！　これはいったいどんな現象なんですか？」


    「うわーめっちゃ不思議ですねー先生びっくり」


    　中の人の動きは素早すぎて、カメラをもってしてもかすれた残像のようにしか見えません。そして次のコマでは、フィギュアは何事もなかったように元の姿勢に戻っておりました。


    　フィギュアには中の人がいて、キャラメルを盗み食いした。


    　それが事件の全容でした。


    「うわー！　えらいことだぜー！」


    「世紀の大発見だ！」


    「先生、わたしたちどうしたらいいの!?」


    　三匹の興奮とは裏腹に、調ちよう停てい官かんさんはリラックスしていました。


    　うんと伸びをしながら、気の抜けた口調で言います。


    「う～ん、世の中不思議なことでいっぱいですねぇ～。あ、そろそろ紅茶でも淹いれましょうか？　お茶ちや請うけは何がいいかしら。金こん平ぺい糖とうの残りがこのあたりにあったはず……」


    　三匹は血の涙でも流しそうな目で、恩師を凝ぎよう視ししていました。


    



    



    　さすがにそのまま放置、というわけにもいきませんで。


    「……先生よう、これで事件は解決すると思う？」


    　夕暮れに赤く染まる広場では、大勢の人々が時間を潰つぶしておりました。


    　あちこちからやってきた人々、誰だれかが飼っているのか羊やイタチといった動物たち、紙っぽい人たち、メカっぽい人たち、土地柄というやつでしょうか、そう目立ちはしませんがまあいろいろと混じっておりました。


    　ほとんどの屋台はもう店じまいをしており、こういう行事の時だけ臨時開店する酒場があちこちに看板を掲かかげはじめている頃ころ合あいでした。


    　どのお店でも一杯はサービス。おつまみも出ます。


    　人々はその一杯にありつこうと、こうして待機しているのでした。


    　そんな群衆の中で、ＡＢＣの三匹が、それぞれ手にアメリカンクラッカーを握にぎりしめていました。


    　中の人が潜ひそんでいる得え体たいの知れない人形を配ってしまった。死刑にされるかもしれない。そう怯おびえる三匹のため、調ちよう停てい官かんさんが渡したものでした。


    「そうですね。解決するとも言えるし、投げっぱなしエンドとも言えますが……まあ解決します」


    　調停官さんは矛む盾じゆんしていることを口にしました。


    「この際、丸くおさまるなら何でもいいです」


    「でもこんなクラッカーなんかで、ハッピーエンドを迎えられるのかしら？」


    　不安がるＢＣに調停官さんは言います。


    「ハッピーエンドではなくビターエンドでしょうね。苦い味わい。ま、ブラックコーヒーを好きという人もいますよ」


    「……おれ、コーヒーよりレモネードのが好きだなぁ」


    「初恋じゃあるまいし、そんな甘あま酸ずっぱい結末を期待しないでくださいな。あ、そろそろですかね。人も集まるだけ集まったし、やりましょうか？」


    　四人は今にも夜に染まりそうな雰ふん囲い気きの夕空に向けて、クラッカーを鳴らしました。


    　ちょうどフリーマーケットの終了で、主しゆ催さい者しやや出展者らもクラッカーを鳴らしはじめていました。


    　調停官さんたちのクラッカーは特別製。


    　なんと鳴らすと、中から砂糖菓子が飛び散る仕掛けです。


    　幻げん想そう的てきな夕刻の風景、広場にばらまかれた砂糖菓子。


    　この中に一種だけ、こういうイベントに弱い種族が混ざっていました。


    『ぴ──────────────────っ！』


    　里にあったすべてのフィギュアが、いっせいに動きはじめました。


    「なんだ、おまけが動き出したぞ！」「生きてる、この人形、生きてる！」「うわあ！　オイラの暗黒騎き士しが戦ってる！」


    　砂糖菓子を巡って、幻想世界の住人たちが熾し烈れつな争そう奪だつ戦せんを繰くり広げています。


    　樹脂状の武器でピタンピタン切り結び、勝者は砂糖菓子を手に入れます。


    　広場は一時、騒そう然ぜんとします。


    　テントを乗り越え、人々の足下をくぐりぬけ、小さな怪物たちの跳ちよう梁りよう跋ばつ[image: ]こ。思わず笑みのこぼれるような、不思議な出来事でした。


    「ああ、見るんだ！　フィギュアが帰っていく！」「幻想の世界に帰っていくのか」「すげえ、なんて幻想的な光景だ……！」


    　夕方だから幻想的でした。


    　冷静に眺ながめると、フィギュアを無くしただけなんですけど。


    　でも大衆は雰ふん囲い気きに弱いので、だまされました。


    　やがて盛大な拍はく手しゆが、あたりを満たしていきます。


    「……なんで？」とＡ。


    「楽しい出し物と思ってくれたんでしょう。お人形を持っていた人たちは、あとになってん？　って思うかもですが。まあいいじゃないですか。本物の手ごたえ、というのがあの商品のキャッチコピーだったんでしょう？　クレームが来てもそう言えばいいんですよ」


    「やったわ、じゃあハッピーエンドね」


    「そうかな。もうこの商売はできないってことだから、ハッピーとも言えないような……」


    「いや、おれはこれでいいや！　もうじゅうぶん稼かせいだ！」


    　三者三様の感想を残し、日曜の夜は更ふけていくのでした。


    



    



    「どーだった？　こんかいのあるばいと」


    　森の中で、妖精さんたちがくすねたレモネードで一杯やってました。


    「らくやったね」「おかしつきだったなー」「たいしょくきんでたです」「しげきはすくなかったね」「つぎのおしごと、さがさんとです」「もっとどれいっぽいのがええのー」


    　働く妖精さんたちのおかげで、今日も世界は楽しく過ぎていったのでした。

  


  
    過去からのメッセージ


    



    



    　ある日、里で謎なぞの石版が発見されました。


    　発見者は農家の方。


    　農作業中、畑から小さな石せつ棺かんのようなものが出土。石棺は樹脂のようなもので封が施ほどこされており、中身の保存状態は極きわめて良好でした。


    　箱に納められていたものは、小さな石版が六枚、親指大の神像と思われるもの、指輪やネックレスなどの装飾品数点。


    　発見者は歴史の知識などもなく、それがいつのものかもわからないし、石版を読むこともできませんでした。


    　ただ察するに、そうとうに古いものであることは確かでした。


    　ということでこの石版、調ちよう停てい官かん事務所に持ち込まれてきました。


    　退たい屈くつな日常に一滴の清涼剤を垂らすような、素す敵てきな出来事ですね。


    「おじいさんがここにいれば、狂きよう喜き乱らん舞ぶしていたでしょうに」


    　何気なくわたしが呟つぶやきますと、隣となりで悪友兼同どう僚りようのＹが、くっと目頭を押さえました。


    　謎の石版が持ち込まれるという噂うわさを聞きつけ、朝も早くから待機していたイベント好きな彼女です。


    　彼女は人の肩をがっしと暑苦しく摑つかんで、


    「今夜は……飲もうか！」


    「いや、飲まないです」


    　Ｙは事務所の元所長で故人とされている祖父が、実はあながち故人とも言いきれないことをまだ知らないのです。


    　や、説明はしました。


    　が、信じてはもらえませんでした。


    『私はリアリストだから、幽ゆう霊れいとかそういうのは自分で目にしない限り信じない。けど所長がいなくなって悲しいというのはよくわかる。とりあえず今夜は飲もう。妖精さん？　妖精さんは実在するから非科学的じゃないし』


    　と、おほざきになられておいででした。


    　自称現実主義者ほど迷めい妄もうなもの。彼女を説得することは諦あきらめてます。


    　さて、石版に話を戻します。


    　地道に資料をあたり、少しずつ真相を解き明かす楽しみは、クロスワードパズルの味わいにも似ています。


    　時間があれば没ぼつ頭とうしてみたい気もしますが、残念ながら他ほかの仕事が山積み。


    「だからここは妖精さんの力を借りまして、手っ取り早く解決しようと思ってます」


    　ぱちりと指を鳴らすと、資料室から助手さんが出てきました。


    　助手さんは現在、助手兼保管庫管理室長を兼任しています。


    　ちょっと出世しましたね。


    　保管庫管理室長は、おもに調ちよう停てい業務で回収した物品を管理するお仕事です。収集癖へきのある彼には向いているらしく、毎日イキイキと働いています。


    　妖精さんが勢いで作るないしょ道具は、ほったらかしにしておくとトラブルのもとなので回収・管理はとても大事な仕事です。


    　つまりあの保管庫は……ある意味、魔ま窟くつ。


    「こちらです姐ねえさん」


    　助手さんは手にしたトレイを恭うやうやしく掲かかげました。


    [image: ]


    　察しの良い彼は、我わが欲するものをすでに用意してくれていました。


    「カップゼリー？　やけに小さいね」


    　トレイには一ひと握にぎりサイズのカップゼリーが、一山ほど盛られています。


    「赤いのはイチゴ味、青いのはグレープ味、黄色はパイン味。お好みのものをどうぞ」


    「どうぞって言われてもな……」


    　Ｙは指先でゼリーの山をつつくだけでした。


    「心配することないですよ。ほんやく畑といって、妖精さんの作ったないしょの道具です。無味だったのでわたしが味付けをして完成させました」


    「だからこそ不安なんだけど、要するにどういうもの？」


    「食べると、対話した相手の本音が赤せき裸ら々らになります」


    「最悪だな」


    　最悪です。


    　でも、相手が心の中でだけ悪口言ってても読み取れます。神です。


    　もし世の中に広まったら世界戦争が勃ぼつ発ぱつしかねない、ある意味最終兵器ですが、用法用量を守ればたぶん平気平気。


    「これを食べれば相手の心が読めるってことか……なら」


    　Ｙは瞬しゆん間かん的てきにゼリーをちゅるりと食します。


    　邪じや悪あくに輝かがやく視線がわたしに向けられました。甘いんですよね。こっちの闇やみの魔ま術じゆつに対する防衛術は万全だというのに。


    　すかさず、わたしもゼリーを一つちゅるりと口に入れました。


    「な、何も読めないんだけど？」


    「ふふふ、お互いがゼリーを食すことで、相手の翻ほん訳やくを無効化できるんですよ」


    「……裏技ね」Ｙは舌打ちしました。


    「わたしの本音は秘密ですよ」


    　背後に竜りゆう虎こを背負って対たい峙じするふたり。


    　と、そんなアホなやりとりはさておき。


    「つまり、読み取る相手というのは人間に限らないわけで」


    「……あ、そういうこと？」


    　ゼリーを口にすれば短時間、未知の言語を読解できるのでした。


    　たぶん、仕組みとしては経口摂せつ取しゆするゼリー状の細菌のようなものではないかと。脳に寄生して、言語能力を更新するんでしょう。死し滅めつするまでの数十分間、我々は言語の達人になれるというわけ。


    「読めないぞ。あ、でも、ちょっとだけわかる感じがする。すごいな」


    「古い言葉だとちょっと集中が必要ですよ」


    「集中は得意だ」


    　ふたりで食い入るように石版とにらめっこでした。Ｙが石版から目を離はなします。


    「……うーん疲つかれる。任せるわ。内容教えてよ」


    　息をするように噓うそをつきますね、この人。


    　彼女の分も意識を石版にかき集めると、書いてある内容がふっと理解できました。


    「わかりました！」


    「なんて書いてあった？　古代秘宝のありかか!?」


    　石版に刻まれた文章をそのまま朗読してみます。


    「……最近の若い者はなっちゃいない。実に嘆なげかわしい。私の若い頃ころなどは（以下略）」


    　Ｙが苦虫をかみつぶしたような顔をしました。


    　若者は、若者論は好きじゃないんです。


    「他ほかのは？」


    　二枚目の石版を読み上げます。


    「今時の若いやつらはたるんでおる！　我々の世代が若かった頃は、目上を敬うやまい年長者の知恵を頼たよっていた。そうすることで世の中というものは（以下略）」


    「どうして同じ内容なんだ！」


    「わかりません……石版の記述者はそれぞれ違う人のようですから、たまたまネタがかぶったのでは？」


    「次行こう次」


    「私は最近の流行である世代論というのは嫌きらいである。世代ごとの差などないと思っているし、そんなことで議論するだけ時間の無む駄だである」


    「いいね！　その調子！」


    「……そのはずなのだが、今の若者全般に共通する異常性ときたらどうだ？　まるで昆虫のような無む慈じ悲ひ、無関心。とても同じ人間とは思えない。嘆なげかわしい！　いったい若者はどうしてしまったのか？　社会的な責任とはとても思えない。となればこれはもはや、今の世代にのみ見られる先天的な欠けつ陥かんとしか……」


    「あのなー！」


    　一言いいたい気持ちはよくわかります。


    　わたしもげんなりしてきました。


    「みんな似たような内容みたいですね。これは古代の文集か何かで、お題が決まっていたのかも。今時の若者について、とか」


    「ただのおっちゃん連中の愚ぐ痴ちをわざわざ石版に刻んで残されてもさあ…」


    　期待が大きかった分、落らく胆たんも少なくありません。


    　……手て間ま暇ひまかけて自力で調べないで良かった。


    　結局、石版は『年代不明／調査保留』という札をつけて倉庫に放ほうり込みました。遠い未来、誰だれかが真相を明らかにしてくれることを祈って先送り。


    



    



    　悠ゆう久きゆうの時が流れ、石版の存在がすっかり忘れられた頃ころ（二日後）。


    　わたしたちは、里の女子会に参加することになりました。


    　え、そんなものがあったのかって？


    　当然あります。一般に、女子が三人集まれば女子会開始と言われます。歴史はとても古いのです。


    　ブルボン朝時代にヴェルサイユ宮殿があるように、現代のクスノキにも『奉仕婦人会』という青年団が存在してます。


    　そんなものがあれば当然飲み会もありましてよ。


    　え、時代考証？


    　聞いたことはないですけど、あまりおいしそうなものではないですねぇ。


    　奉仕婦人会は、里の婦人は規定年齢に達したら自動的に登録されます。


    　わたしも気がついたらされていました。ある日、突然手紙が来て、自分がそこの一員だということを知らされるのです。


    　婦人の年齢範囲は一五～三五歳。


    　言いたいことはいろいろとあるんですが、ツッコミはこの記録をお読みになった読者諸氏にお任せしたいと思います。


    　え、そもそも女子会ってキャラじゃない？


    　知ってます。


    　でも出ないといけないの。


    　こういうのに出ないと、裏でいろいろ言われたりとか、裏でいやな感じに思われるとか、裏で手を回されたりとか、大変なんです。


    　……大変……なんです。


    　こっちは三人で参加となりました。


    　わたしと、Ｙと、国連工作員のＫさん。


    　手近なところで集めました。


    「私、女子会ってはじめてです～」


    　Ｋさんが言いました。


    「職場内で飲み会とかはしないんですか？　あの黒服の人たちとか……」


    「工作員は本名も人に教えてはいけない仕事ですし、互いの個人情報を詮せん索さくしないよう言われますから、部内の定例飲み会はお通つ夜やのような厳げん粛しゆくな感じになります」


    「つらいですねそれ」


    　どうして定例飲み会をやっているんでしょうね？


    「こういうプライベートな飲み会に混じるのははじめてなので、今日は仕事を忘れて楽しみますね」


    「誘さそっておいて何ですけど、楽しいかどうかは人によりますよ？」


    「そういうものなんですか？　楽しくない人、というのは？」


    「……そうですね、結論の出ない話を延々続けることが苦手な人、とか」


    「結論の出ない話？」


    　Ｋさんにはピンと来ない話のようでした。


    　ちなみにもうひとりの同行者はこんな反応です。


    「あー、めんどくさ。料理も酒も出るから行くけど、めんどい」


    　いかにも彼女らしいご意見。


    　この子のご立派なところは、表面的には周囲に合わせるところです。


    「ここはまだ素そ朴ぼくな土地柄だからましだね。土地によっては、やたら閉へい鎖さ的てきだったり高圧的だったりするからさ。上下関係が異様に厳しかったり、見えないルールが大量に存在してミスったら即死確定とか」


    「確かにどんどん人が集まって、活気づいてますねものね。こんな時代ですけどクスノキは発展するかもってみんな言ってますよ。ああ、私もここで落ち着けたらいいんですが……」


    「あー発展ねー……そーですねー……するでしょうねー……」


    　諸事情により、間違いなく土地の人口は増えていくと断言できます。


    　そして急速な発展にはトラブルがつきまとうもの。


    　となると忙しくなるのは、間に入ってわたわたするような仕事の人。


    　地元にはいろいろと顔をつないでおかなきゃ、なのです。


    「とにかく周囲が盛り上がったらですね、一いつ緒しよにキャーと黄色い声をあげれば、だいたいは行けますから！」


    　わたしの極ごく意いを純情そうなＫさんに伝授しておきました。


    「は、はあ……」


    「お洋服やお化粧は、目立たない程度、嘗なめられない程度ですよ」


    「は、はあ……」


    「素で愛されない人はキャラを作らないといけないので大変なんですが、それはそれでストレスがたまるしかえって信しん頼らいを得られなかったりするので、結局は素に回帰しますよ。素がわからなくなった人は、実家のお母さんと会話する時のテンションを思い出しましょう」


    「は、はあ……」


    　駄だ目め、Ｋさん、まったくわかってない。


    　まあこういう人は、もともと対人トラブルとは無縁なんでしょうけれど。


    「ぴぴぴぴぴぴぴぴぴ」


    　セットしていた時間になり、置き時計（妖精さん）がアラーム音を口で言います。


    「あ、もうこんな時間」


    「ぴぴぴ……ぴ」


    　時と計けい盤ばんを背に長針と短針を持って立ち仕事をしている妖精さんの頭を押して、アラームを解除。


    [image: ]


    「さ、仕事終わろう。準備しないと間に合わないぞ」


    　Ｙがファイルをパタンと閉じました。


    　今日はこの足で会場の酒場まで向かう予定です。


    「おでかけです？」


    　卓上でブックエンドをしていた妖精さんが、問いかけてきました。


    「女子会です」


    「えーのー」


    「参加資格は女子のみ。あなたは女子？」


    「…………どっち……かしら？」


    　お手洗いに身だしなみを整えに行きます。


    「完了」


    　見た目のイメージをなるたけ崩くずさないよう、品良く控えめな路線。おとなしめおとなしめ。出ない杭くい出ない杭。普ふ段だん着ぎ感のあるミモレ丈のスカートがしっくり。


    「こっちも終わった」


    　Ｙは逆に威い圧あつ的てきで隙すきのない、モードめな装よそおいで行くようでした。彼女は顔の印象がキツめなのでとてもマッチしてます。脱着式デキる女スタイル。


    　問題はＫさんです。部署の決まりでいつもの黒服にサングラス。


    「楽しみですねえ」


    　……ごめんなさいＫさん。


    　その格好は、確実にいじられます。目立ちます。質問責ぜめです。


    　でも結果としてこちらのマークはゆるむのです。


    　わたしさんって妖精さんを自由に呼び出せるって本当ですかー若くして所長さんって本当ですかー配給券も使い放題って本当ですかーえーそんなことないですよーむしろこき使われる方ですよー今度お茶でも飲みに来てくださいねー、みたいなのから。


    　心でＫさんに謝罪しつつ感謝です。


    「じゃ、行こうか。助手くん、あとはよろしく」


    　びしり、と敬礼して留守を預かる決意を見せる助手さんをあとに、わたしたちは妙みような迫はく力りよくをまとって出しゆつ陣じんするのでした。


    



    



    　結論から申せば。


    　今度の活動は奉仕婦人会で本を出すことになりました。わたしたち主導で。


    「どーしてこうなっちゃうんですかね？」


    「……ノリで」


    　ばつが悪そうにＹは言いました。


    　安易に煽あおった者の責任を、少しは感じているご様子。


    　過程について申せば。


    　女子会はとても盛り上がりました。それはいい。


    　問題は盛り上がりすぎて、話が変な方向に行ってしまったことです。


    　奉仕婦人会ですから、活動をしなければなりません。


    　活動内容は特に決まっていません。


    　清掃活動などのボランティアや演劇などの出し物、里の人々を招いてレクリエーションをやったりしています。


    　原則として自由参加。


    　だから今まではせいぜいが五人とか一〇人くらいの、ごく小さな活動だったそうです。


    　ところがここ最近、里に引っ越してくる人は増加傾向。


    　新しい会員も一気に増えました。そのせいで『こんなに人がいるんだから、何かすごいことが起こるんじゃないかしら？』感はじゅうぶんに高まっていたようです。


    　その飢うえた狼おおかみの鼻先に、肉の塊かたまりを差し出したのがＹでした。


    　女子会が終わったあと、こうして事務所で三人だけの反省会となりました。


    「楽しかったですねえ」


    　Ｋさんがほわわんと呟つぶやきました。


    　……わたしはこの人を尊敬します。


    　あれだけ根掘り葉掘り聞かれて、まったく気分を害することなくやんわりと受け流して、しかもそののほほんとした雰ふん囲い気きで全すべて許されてしまう。真ま似ねできません。


    　今回、女子会の参加者は三〇人ほど。


    　多いです。


    　場の女子ゲージはマックスで、そこにＹが同どう類るい誌しの話を持ち出したりなんかして、さあ大変。


    　私たちもみんなでやってみましょうさあ大変。


    　編集長は人の上に立った経験のある人がいいわよねーだったらこの子しょちょーだからしょちょー、いきなり無む茶ちや振ぶりさあ大変！


    「余計なことをやってくれました」


    「……うん。全部反省してる。酒が悪い」


    　してない、絶対反省してない。目があやまってない。


    「手伝うからさ」


    「手伝うだけじゃなくて、メインでやって欲しいです。どういうテーマで本作りするかも決まってないのに編集長って無理がありますよ。経験者なんだからあなたがやんなさい」


    「私がやると趣しゆ味みのカラーが強く溢あふれ出るけどいい？」


    「健全にしてくれるなら」


    「ならブルーランゲージもので行くことになる」


    「何それ？」


    「少年同士の関係性を必要以上に描いた作品群の中でも、特に本戦なし予選止まり、なおかつ明朗な内容のものを指す言葉。誰だれかが言い出して流は行やりだしたんだ。頭文字だけで略すことが多いね」


    「専門用語が多くてさっぱりわかりませんね」


    　でもこわくて意味まで突っ込めない……予選？


    「本戦というのは行くとこまで行く、という意味の言葉で」


    「もう結構」


    　そんなものを責任編集したら国際公務員の名声が汚けがれてしまう。


    「はあ、仕方ない……」


    



    



    　第一回奉仕婦人会編集会議。


    「……と申します。今回、編集長を務めることになりました。よろしくお願いします」


    　盛大な拍はく手しゆがわたしを包みました。


    「奉仕婦人会の次なる活動として、新雑誌を[image: ]刊するということで、微力ながら主筆をとらせていただきます」


    　ぱちぱちぱちぱち、と盛大な拍手。


    　笑みを返しながら、会議の参加者を見渡しました。


    「……若い。若すぎる」


    　一五～二〇歳くらいの娘さんが目立ちます。


    　この世で一番イガイガしている生物が、こんなにたくさん……。


    　五歳以上離はなれてるって世代が違ってきます。


    　わたしに彼女たちの手た綱づながとれるのでしょうか？　いいえ、今までの経験を活いかして、うまくコントロールしてみせなきゃ。


    「それで、わたしたちで作る雑誌の方向性なんですけど……」


    「ハイ編集長！　私はとにかく服とかの特集がしたいです！　かわいいワンピースの縫ぬい方とか、手袋の編あみ方、アクセサリーの作り方なんかを写真付きでキュートでポップにやってみたいです！」


    「素す敵てきな提案ですね。服、と」


    　ボードにチョークで書き付けます。


    　別の娘さんが手を挙げました。


    「編集長、発言させてください。私は今回の件で、ひとつとても残念なことがあります。それは今回の提案のあり方が、適切なやり方を欠いていると思う点です。この企画は先日の親しん睦ぼく会かいで提案されたと聞きました。一部の人間だけが集まり、会の重要な問題を誘ゆう導どうする行為は公平性を著いちじるしく欠いていると……」


    　会場がざわつきはじめました。


    「提案くらいいいでしょ！」


    「女子会に来ない方が悪いんじゃない！」


    「みんなすごく盛り上がったんだからケチつけないでよ！」


    　わっ、いきなり荒れ模様。


    「みなさんお静かに！　発言をする時には手を挙げて、指されてからにしてください」


    　念のため持ってきた、裁判ハンマーを叩たたきます。


    「ハイ編集長！」別の娘さんが手を挙げました。「指してから喋しやべるということですが、これは大きなルール変更だと思います。ですからそのルールが導入される前の提案である、服特集という意見は一度消すべきだと思います！」


    　会場がざわめきました。


    「細かすぎるでしょ！」


    「そんなこと言ってたらルールが変わるたびに会議も最初からやり直しじゃない！」


    「時間の無む駄だだわ！」


    　発言者はいちいち反論していきます。


    「細かすぎませんー！　これが普通だと思いまーす！　ルール変更をするたびにやり直しでどんな問題があるんですかー？　言ってくださいー！　時間の無駄ってそもそもボランティア活動だって無駄なんじゃないでしょうかー？　全部の時間を効率的に使わないといけないなんてルールはないと思いますー！」


    「発言者は興こう奮ふんしないでください！」わたしはハンマーを叩たたき鳴らします。


    「私だけ注意ですか!?　あの人たちが煽あおってきたのが悪いんですけどー！」


    「野や次じるのはもちろん禁止です！　発言は手を挙げてから！」


    「ハイ！」「ハイ！」「ハイハーイ！」


    「ハイ編集長！」温和そうな娘さんでした。手はたくさん挙がってましたが、この娘を指したい。助けて。「わたしは～、おいしいもの特集を希望しま～す」


    「新しい提案より先にルールを決めましょうよ！」


    「ちょっと、野次は禁止って言われたばかりじゃない！」


    「どこからどこまでが野次になるの？　それを言ってよ」


    　があがあがあがあ。


    　かわいらしい娘さんたちがガチョウの群れに見えてきました。


    「……いったん提案はナシにして、先に話し合いのルール作りをします」


    　わたしはハンマーを叩きます。


    「ハイ編集長！　それなら言わせてください」最初の娘さんでした。「そもそも会議というのは皆で話し合うことを言います。会議がもし一部の人間によって牛ぎゆう耳じられていたら、皆で話し合う意味はありません。ですから公平性というのはとても大事なんだと思います。この会議は最初の段階から不公平なわけであり……」


    「……ちょっと良いですか？　別に本を出す、と決まったわけじゃありませんよ？　反対なら反対でもいいんですから」


    「そういうことじゃなく、本を出すという提案が遊び半分の飲み会みたいな場所で行われたことが問題だと言ってるんです。そういうことはあってはならないことです。これは絶対に良くないことで……」


    　野次が飛びました。


    「そもそも論はやめてよね！」


    「不公平不公平言うんなら自分が代案出しなさいよ！」


    「あなたは人のミスを指摘したいだけなんじゃないの？」


    　わたしはハンマーを叩きます。


    　このハンマーに、人々を沈静する効果があると信じて。


    「ハイ編集長！」別の娘さんが手を挙げました。「私は本とかやめて、清掃活動がいいと思います。実は最近、広場の汚よごれが目立ってきています。外から来る人も増えたのに、これは恥はずかしいことだと思います」


    「新しい提案はちょっと待ってください！」


    「反対です！」


    　別の娘さんが、そうとだけ発言しました。


    「……何に対して？」


    「最初の服特集という意見に対してです！　私は小説を書くと聞いてます！　そのつもりで来てます！　ですからそれ以外の提案全すべてに反対します！」


    　人それぞれの意見がありすぎます。


    　みんなもっと無個性になれないんですか！　と叫びたい気持ちを必死で我が慢まんしました。


    「編集長として決めます！」力ちから業わざで話をまとめにかかります。「まずここで一度、本を出すか別のことをするかの多数決をとります！」


    「反対です！　この会議は一部の人の意見が最初から強いのに、多数決をやっても既き定てい路線に乗るだけではないでしょーか！」


    「そんなのどうしようもないじゃない！」


    「あなた何がしたいのよ!?」


    　があがあがあがあ！


    「不公平という意見もありますが、多数決をとります！　みなさんお静かに！」


    「納なつ得とくできません！　不平等な多数決には参加できません！　失礼します！」


    　娘さんは椅い子すを蹴け立たてて会議室を出て行きました。


    　……正直、ちょっとホッとしてしまった……。


    「では多数決の結果、本を出すことに決定します！」


    　ぱちぱちぱちぱち。


    　やっとスタート地点にたどり着きました。


    「それでは本の内容について、改めて意見出しをお願いします」


    「編集長！　私は文学誌を提案します！　文化的な活動の方が会の権けん威いも向上するんじゃないでしょーか！」


    「反対！」


    　誰だれかが叫びました。


    「たったら恋愛小説がいいです！」


    「待って。そんなウブいのはいやよ、私はゴシックホラーが好きなの」


    「えーＢＬやるんだとばかり思ったのにー」


    「反対ねっ！」


    　誰だれかが叫びました。


    「皆さんちょっと待って！　板書が追いつきませんから……ここまで出た意見は服と……」


    「編集長！　多数決前の意見は一度リセットしてください！　そういう話だったと思うんですけど……」


    「いちいちうるさいわね！」


    「面めん倒どうだから私が再提案しとくね。編集長ー、服特集とかどうですかー。ハイこれで平等っと」


    「あんたはホラーって言ってたじゃない！　二重提案はやめてよね！」


    「……え？　二重に意見出したらいけないの？」


    「いけないに決まってんでしょ！　ひとりひとつよ！」


    「別にイデオロギーの主張をしてるんじゃないと思うし……意見はたくさんあった方が良くない？」


    「この状況で意見がたくさんあってもこんがらがるだけでしょ！」


    「勝手に話し合わないでー！　手を挙げてくださーい！」


    　ガチョウの世話がこんなに大変だったなんて思いませんでしたー！


    「そもそも奉仕婦人会の理念からして、ふさわしいのは料理特集とかじゃなくて？」


    「もっと扇せん情じよう的てきな内容でないと駄だ目めよ！　ゴシップよゴシップ！　一片の真実にあることないこと織り交ぜて、読者の屈くつ折せつした出で歯ば亀がめ根性を刺激するのよ！」


    　議場は完全に無む秩ちつ序じよ状態に陥おちいっていました。もういちいち指名を受けて発言している人はいません。めいめいが好き勝手に言いたいことを言っていました。


    「お洋服しかないわ！」


    「文学！」


    「ＢＬ！」


    「お菓子！」


    「反対！」


    　ホホホ。皆さん、言いたいこと言うモードになってしまわれて。


    「ちょっと、さっきから反対ばかりしてる子なんなの!?」「せめて小説か特集かくらい決めましょうよ！」「だいたいこの雑誌、どんな読者を対象としてるの？」「知らないわよ里にいる人全部よ」「ゴールはどこに設定されているのよ！」「編集長どうにかしてください！」


    「小説にするか、特集にするかを多数決します！」


    　激しいブーイングが起こりましたが強行します。


    「特集に決定しました！　以降は特集記事としての意見を出すように！」


    「やってられない、わたし帰る！」


    　何人かの娘さんが椅い子すを蹴け立たてて出て行きました。


    「特集記事としては服、文学、ＢＬ、お菓子が出てます！　他ほかに意見ある人は？」


    「もうこのくらいでいいわ！　投票で決めてしまいましょうよ！」


    「自分の意見が通ったからって！」


    「というか順番にやっていけばいいじゃない！　来月号とかで」


    「え、これ月刊なの？」


    「そういえば決めてなかったわね」


    「月刊反対！」


    　誰だれかが叫びました。


    「季刊でいいんじゃない？」


    「また適当に決める！　ちゃんと話し合うまでどんな意見も認めないからね！」


    　とある案件が解決しても、すぐに別の問題を掘り出して争う娘さんたち。


    　みなさんバイタリティが溢あふれてます。


    　この子たちはきっと子供をたくさん産む！　と思いました。


    「会議の名を借りた罵ののしりあいにはもううんざり！　サヨナラ！」


    　娘さんが椅い子すを蹴け立たてて出て行きます。


    「不定期刊行というのはどうかしらね？」


    「不定期刊行反対！」


    「あーもーイライラする！　さっきから煽あおってる子、いい加減にしなよ！　叩たたき出すよ！」


    「編集長！　恫どう喝かつです！　彼女は話し合いの場で示し威い行為をしました！　許せない行いです！　彼女を退席させてください！」


    「なんであたしが責められるの！　正しいこと言ってるでしょ！　もういい！　帰る！」


    　またひとり娘さんが椅子を蹴立てました。


    　わたしはひたすらハンマーを叩くのみでした。


    　若者の集団と竜巻は似ています。


    　どっちも去ったあとにはゴミがたくさん放置されるという点が。


    　ハンマーを叩き続けて、ふと面おもてを上げると……娘さんたちはいなくなっていたのです。


    「…………え？」


    　雑誌、あなたがたが出したかったんじゃないの？


    　意見を違たがえた程度で辞めちゃっていいの？


    　自分を大事にしすぎじゃないんですか？


    「思春期っておそろしい……」


    



    



    「ちゅーす」


    　妖精さんが勝かち鬨どきの声をあげました。


    「……ふむ」


    　わたしはしばし考え、鎧よろいを着た妖精さんを別のマスに移動させます。そこにはお城の着ぐるみを着た妖精さんが立っていました。


    「ちゅーす」


    　居場所を奪うばわれたお城の妖精さんは「ひーん」と泣きつつ、盤ばん外がいに転がり落ちます。


    「……うーん」


    　対とい面めんの助手さんは長考し、兵隊の格好をした妖精さんを移動。


    「ちゅーす」


    　勝利の雄お叫たけびをあげて、わたしの騎き士しを蹴けっ飛ばしました。


    「ひーん」


    「やっとそのポーンを動かしてくれましたね」


    　この時のために仕込んでいた僧そう侶りよ妖精さんを移動させ、兵隊さんを排除します。


    「ちゅーす」「ひーん」


    　ふふふ、これでわたしは一気に有利になりました。


    　負けた方が勝った方に肩たたき一〇分間。労ろう役えきを賭かけたチェス勝負も、いよいよ終局！


    「……なあ、所長さん」
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    　ＹとＫさんが心配そうな顔で、デスクの向こうに立っていました。


    「え？」


    「……結局、奉仕婦人会の活動ってどうなった感じ？」


    「……確か明日、ですよね？　まさかボイコット……とか？」


    　ふたりがものすごく気を遣った口調だったので、苦笑い。


    　会議の直後、わたしがちょっと荒れていたせいで、話しかけにくかったのでしょう。


    　でももう平気。心穏おだやか。


    「いいえ、それはもう決まってますよ」


    「決まったの？」


    「でなきゃ、こんなゆったりゲームしてないですよ」


    「そうか。なら良かった」


    　Ｙは安あん堵どしました。


    「自じ暴ぼう自じ棄きになって全部うっちゃったのかと思った。そうでないならＯＫさ」


    「あなたが心配してたのは、自分に余波が及ぶことでしょうに？」


    「いや、そんなことは……ほんの十割くらいしか」


    「安心するがいい。イベントは必ずや穏おん便びんに終わるであろう」


    「……なぜ魔ま王おうみたいな口調で言う」


    「あ、でも準備はしないとですね。そのくらいは手伝ってくれます？　言い出しっぺさん」


    「任せてくださいお姉さん！」


    　ＹとＫさんの間にいる巻き毛の女の子に一いつ瞬しゆん、視線がいってしまいました。
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    「……………………」


    　ものすごい目をしていました。


    　まるで地じ獄ごくから来た少女。


    　そういえば、なんだかんだで慌あわただしくて、まともに挨あい拶さつもできなかった気がします。悪いこと、しちゃったかも。


    　スルーしてしまった分、親しみをこめて軽口で接してあげましょう。それが優しさというものです。


    「はじめましてお嬢じようさん、わたしはこの調ちよう停てい事務所の所長で……」


    「仕事辞めて引っ越してきました」


    「……………………」


    　凄すさまじいタイミングの切り返しだった。正直、ヤツを舐なめていた。戦せん慄りつした。


    　後にＹはこの時のことをそう語りました。


    　あとあの時のあいつも、軽口とか言ってたけどたいがいえぐい物言いだったと思う。サディスティッな本ほん性しようを垣かい間ま見た。戦慄した。


    　追加でこうも語ったと聞きます。


    　実際〈巻き毛〉の主張内容が凄すさまじかったのは事実で、わたしはしばし言葉を失いました。スルー不可でした。


    「……辞め、たんですか……無職なのに……引っ越してきた、んですか……？」


    「やっと話せた」


    「そんなこと……普通しませんよ……？」


    「仕事を辞めたのは、じゅうぶんに検討した結果です。今はＹ先輩のもとでアルバイトをしています」


    「国連辞めて……国連でアルバイトしてるんですか……」


    「誤解をしないでいただきたいのです」


    〈巻き毛〉はびしりと手のひらをかざします。


    「決して軽い気持ちでここに来たのではないのです。ただ、わたしの勤め先よりクスノキの方が活気があるし、将来のこととかをいろいろ考えた結果なんです」


    　……投げ出してきたな。


    　なんとなくそう直感しました。だってこの子は……若者だから！


    　ああ、すぐに仕事を辞める若者たち！


    　きっといつの時代も若者はこうなのでしょうけど……いくら仕事がつらかったからって、わざわざ海を越えて引っ越して来ることはないでしょーに。自由すぎます。


    「いいじゃないですか、賑にぎやかになるのは」


    　Ｋさんが両手を合わせて、嬉うれしそうに言いました。


    　ま、いいんですけどね。


    「で、手伝うってどうしたらいい？」とＹ。


    



    



    　楽しい（はずの）日曜日がやってまいりました。


    　里の外れにある小高い丘に、里の娘さんたちが三々五々集まってきます。


    　事前に知らされていた、奉仕婦人会の活動日です。


    　会議の参加者もいれば、今日はじめてきた娘さんもいました。


    　会議参加者はさすがに頭も冷えたのか、気まずそうな表情をしていました。


    「おはようございまーす。それでは奉仕婦人会の地域活動をはじめたいと思いまーす」


    　メガホンで呼びかけます。


    「で、何をするんですかー？　私たち何も用意してないと思いますけどー。大自然のお掃除でもするんですかー？」


    　どことなく会議の悪い印象を引きずったような物言いを、誰だれかがします。生意気盛り一〇〇パーセントなのでしょう。……わたしは気にしません。


    　Ｋさんを見習って、大地の女神のように優しくほほえみかけます。


    「今日は皆さんにメッセージカードを作ってもらいまーす」


    「メッセージカード？」


    「はい。今お配りしているものに、好きなメッセージを書いてください」


    　助手さんたちが娘さんたちの間を巡って配っているのは、メッセージカードとペン。


    「書き終わったら、これをこの容器に入れまーす」


    　頑がん丈じようそうな化粧箱を用意してきました。


    「それで？」と誰だれか。


    「ここに埋うめまーす」


    「……何の意味が？」


    「メッセージのテーマですが、一〇年後の自分に向けたものにしてくださーい。一〇年後の自分に今の自分から、言葉を贈るということです」


    　全員きょとんとしていました。


    「つ、つまり？」


    



    



    「これはタイムカプセルというレクリエーションです。カプセルに埋めた今の気持ちを、未来の自分に届けるという気の長ーい遊び。だから一〇年後に掘り出します。そして当時……というのは今のことですが……を思い出して懐なつかしい気分に浸ひたるというものです」


    　娘さんたちの顔がぱっと輝かがやきます。


    「面おも白しろそう！」「素す敵てき！」「神！」「よくそんなこと思いつくわね！」「さすがね！」


    　素直に喜べないのは、あの会議でさんざん荒れ狂った子たちが混じっていたから。


    　だけどまあ……水に流してあげましょう。


    「Ｍさーん、持ってきましたよー」


    　Ｋさんと黒服さんたちが大きな台車を運んできてくれました。


    「お茶とお菓子も用意をしてきましたので、ティーブレイクと参りましょう。飲みながらゆっくりメッセージを考えてくださーい」


    　そこからは楽なもので、娘さん同士で勝手に盛り上がってくれました。


    　あんなにけんか腰だったのに、今は同じ卓を囲んで笑っていました。


    　本当、よくわからないったら……。


    「だいたい配はい膳ぜんし終わったし、そろそろうちらも書こうか」


    　カードとペンを渡されます。


    「自分が書くメッセージのことを忘れていました」


    「ありがち」


    　Ｙが笑います。


    　Ｋさんや〈巻き毛〉と一いつ緒しよに、お茶を楽しんでいると。


    「すごく好評みたいね、この活動は」「みんなで話し合った甲か斐いがあったわね！」「この成功はみんなの力と言えるわね！」「本当、雑誌に反対して良かったわ」「大正解よね！」「私たちのセンスも捨てたものじゃないわね」


    「……………………」


    　事情を知るＹとＫさんの顔が、はらはらした様子で娘さんがたとわたしの間を行き来します。


    「……気にしてないですよ、別に」


    　ふたりに言います。


    「責任者なのだから泥どろをかぶる。そんくらいのことはわきまえてますからね。ちっとも気分を害してなんていませんから。本当にまったく、ちっとも、寸すん毫ごうも。噓うそじゃないですよ。わたしはもともとそんな根に持たないタイプですからね」


    　ふたりの心配をとりのぞくべく饒じよう舌ぜつに語りながら、ペンを手に取りました。


    　そして自分用の蔓つる草くさ模様で縁ふち取どられたメッセージカードに、心のおもむくままに思い切り書き付けたのです。


    『一〇年後のわたしへ。憶おぼえていますか？　このカプセルを埋うめた時、本当に苦労しましたよね？　あなたはわたしなんだから理解してくれますよね？　いやもー、最近の若い娘さんって本当に何を考えているのやらカケラも理解できませんで──』


    



    （＊＊＊＊年　追記）


    　そういえばいつだかタイムカプセルを埋めたことを忘れていました。


    　あれからもう何十年も経たってしまったから、誰だれも憶えている人はいないでしょうね。


    　面おも白しろいから、放ほうっておきましょう。もしかすると掘り出した未来人を混乱させることができるかも知れないし。


    　それってとっても素す敵てきな楽しみだわ。あなた、そう思わない？

  


  
    妖精さんの、ないしょどうぐ『食器伝承フォークロア』


    



    



    　聖せい剣けんとか、好きですな。


    　魔ま剣けんなんかも、結構ですな。


    



    



    　ここは調ちよう停てい官かんさんのハウス。


    　今夜は助手さんを招いて、お食事をしています。


    「たまに食べるステーキっておいしいですね」


    　調停官さんは久方ぶりのお肉にご満まん悦えつです。


    　食べ物の豊富なクスノキの里。それでもチキン以外のお肉はそんなには出回らないため、ごちそうです。


    「……でも、マトンだからちょっと固いですね」


    　マトンというは大人の羊の肉のこと。


    　クスノキの羊は精神的にデリケートで、ショック死したり自殺したりすることがよくあり、口にする機会はわりと多いのです。羊たちはこの土地の支配種族という自負から来るストレスで、現代病に苦しんでいるのですね。


    　マトンは大人の肉であり、子羊のラムより癖くせが強く、ふたりは濃いめのソースでいただいていました。


    　だから赤ワインにとても合います。


    　調停官さんは、これまた贈答品の赤ワインを口に含みます。


    「なんというかこのワインは……芳ほう醇じゆんな……酸味……………………」


    　何か言いかけましたが、やめました。


    　調停官さんはワインのテイスティングをしようとして、断念したようです。


    　このワインには赤い果実を思わせる芳醇な香りがあり、その奥には一服の胡こ椒しようを沈めたような刺激の強さを感じさせて……みたいなことを言いたかったのでしょうね。


    　詩的センスはなくとも、お酒自体はわりといける口のようです。


    　一方、助手さんのグラスにはぶどうジュースが入っていました。まだほとんど飲んではいないようです。


    「……っ」


    　助手さんの手から、ナイフが弾はじけ飛んで床に転がります。


    　お肉が固めで、つい力みすぎていたのです。


    　拾いに行こうとする助手さんを、調停官さんが止めます。


    「自分で拾いに行くものではありません。給仕に任せるのがマナーです」


    　ということなので、助手さんは待ちました。


    　給仕なんて、どこから出てくるのだろう？


    　調ちよう停てい官かんさんが席を立ち、食器棚から新しいナイフを持ってきました。


    　礼を言って受け取ると、再びステーキを切り始めました。


    　しかしまたも、ナイフはすっぽ抜けます。


    「なかなか手て強ごわい肉のようですね」


    　また立とうとする調停官さんを制し、助手さんは自分で食器棚の前に向かいました。


    　引き出しには、たくさんの食器が詰つまっています。


    「…………？」


    　ナイフやフォーク、スプーンといった一般的な食器の中に、ひとつだけ妙みようにキラキラしたナイフを見つけました。


    　デザインも他ほかのとはちょっと違うようです。


    　少しだけ、豪ごう華かな感じ。


    　助手さんの目がきらりと光りました。


    　問題のナイフを手に、食卓に戻ります。


    　手強い肉に刃先を沈めました。すると。


    「助手さん……!?　お皿まで切ってしまうだなんて！　力みすぎです！」


    「…………～～～ッ!!」


    　助手さんのナイフは、あの固かった肉を皿ごと両断していたのです。
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    「……らっしゃっせーい」


    　助手さんは雑貨屋に入りました。


    　店主は禿はげ頭あたまの中年男性。こんなご時世ですから、趣しゆ味みの店です。


    　ただ最近の人口増加に伴ともなって、だいぶ繁はん盛じようしてしまっている様子。


    　だから商品の入れ替わりも激しいのでした。


    　助手さんは食器コーナーをチェックしました。


    　普通の食器ばかりですが、たまに逸いつ品ぴんがあるのです。


    　それは素人しろうとにはなかなか見分けがつかないのですが、助手さんにはわかるのです。


    　……ありました。


    　他のものとは違う、特別なナイフ。切れ味も耐たい久きゆう性せいも段違いの業わざ物もの。


    　言うなれば……伝説の食器です。


    「まいだりー」


    　助手さんは伝説級のナイフを求め、自宅に戻りました。


    「…………」


    　何か試し切りに適した、固いものはないのでしょうか？


    　ありました。


    　固くなってしまったパンです。もうペティナイフ程度の攻こう撃げき力りよくでは刃が立ちません。なにしろペティナイフの切れ味は五しかありませんから。


    　でも切れ味が一八〇もあるこのナイフなら──


    　刃先を入れると、ほとんど力を入れなかったにも拘かかわらず、パンは真っ二つ。


    「……強い」


    　助手さんは満足そうにナイフを見つめました。


    　持ち手の部分に小さく『れーばていん』と彫ほられていることに気づきます。


    「レーヴァテイン。北欧神話に出てくる伝説の武器……」


    　助手さんはこういうことに詳しいのです。その証しよう拠こに、冒頭の二行は助手さんの独白を記録したものです。


    　記き憶おくが確かなら、この魔ま法ほうの武器には、対ニワトリ特効が付与されているはず。


    　助手さんは台所に吊つりっぱなしになっていた、固くなってしまったスモークチキンに目をやりました。食材の管理がちょっと下へ手たなのでしょう。


    　助手さんはチキンを皿に移すと、鋭するどい一突きを打ち込みました。


    　すると、ジュッと肉の焼けるような音がして、スモークチキンは瞬しゆん時じに肉にく汁じゆうしたたる丸焼きチキンへと変わりました。あと八つにカットされて大勢でも食べやすそうでした。


    　助手さんは『れーばていん』に陶とう然ぜんとした視線を注ぐのでした。


    



    



    　それからも、助手さんは伝説の武器を探して里じゅうを歩き回りました。


    　とある農家で発見された、伝説のフォーク『ぐんぐにる』。


    　これで突くことで、なかなか火の通らない肉でもぐんぐん煮えて、おいしいシチューができます。切れ味一二五。


    　ゴミ捨て場に転がっていた伝説のナイフ『ぐらむ』。


    　これはメモリをいじることで、グラム単位で食材をカットできました。切れ味一六〇。


    　自分の家にたまたまあった『てぃるびんぐ』。


    　これは呪のろわれた食器で、切れ味は二五〇を超えるのですが、切った食材の味を劣れつ化かさせてしまうというマイナス効果があったのです。


    　どうりで最近、何を作っても不ま味ずかったはずです。


    　伝説の肉叩たたきハンマー『みょるにる』。切れ味三二〇。高い切れ味を誇ほこり、どんな肉でも柔らかく下処理できますが、これで叩たたいた肉は煮物にしか使えなくなります。


    　助手さんのコレクションもだいぶ増えてきました。


    　幸せでした。


    　今の助手さんに調理できない食材はありません。


    　胡桃くるみを食べたくなったら、どんな防具でも両断すると言われる『でゅらんだる』で、まっぷたつです。


    　腐くさった肉があれば伝説のフォーク『ろんぎぬす』で突けば鮮度がよみがえります。


    　いったい誰だれがこのようなものを作り、里に流したのでしょうか。残念ながらそれはわかりません。……噓うそです。妖精さんの仕し業わざだってことは、たとえサンタを信じてるお子様にだってわかることです。でもいいじゃないですか細かいことは。伝説の食器、素晴らしいじゃないですか。なんといってもコレクション要素がアツいのです。


    



    



    　とんてんかんてん。


    　どこかの裏庭に、金属を叩く音が響ひびきます。


    　かつて家主がＢＢＱ用に作った野外の煉れん瓦がオーブンは、今は妖精さんの鍛か冶じ工房でした。


    「つくるます」「うちなおします」「きょうかします」「しんかもおまかせ」「れあそざいをあつめて、でんせつのしょっきをげっつ！」
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    　家主は友達を招いてＢＢＱをしたかったのですが、そういう生活を夢見ていたのですが、結局一度も使われることなく引っ越していきました。有効利用です。


    　フォークを打つ手を休めず、頭だけでくるっと振り返った親方さんが言います。


    「えーしごと、しまっせー？」


    　きらきらと輝かがやく、肉体労働の美しい汗！


    　美しかろうが何だろうが、ここが今回の童話的災害の流出元でした。被害が表面化しなかったため、垂れ流された伝説の食器は里じゅうに蔓まん延えんしたというわけ。


    「つぎなにつくろーなー？」「すりけん！」「すとーむぶりんがー」「つらぬきまるは？」「あんこもんもふやさぬ？」「ろんそはきほんかと」「いたしかたなし、ふぁるかたなし」「そーどぶれいかー、ふれるとほかのしょっき、こわす」


    　やりたい放題！


    



    



    　助手さんはより強力な伝説の食器を求めて、旅（散歩）に出ました。


    



    　そして雑木林に入っていきました。


    　するとそこに、調ちよう停てい官かんさんが待ち伏せしていました。


    「あ、姐ねえさん……なぜここに!?」


    「あなたの行動は、数日前から筒抜けでした。でもあえて泳がせていたのです」


    　助手さんのあやしい動きを、調停官さんは把は握あくしていたのです。


    　世界設定的な事情によりステルス性がむやみに高い助手さんですが、調停官さんの目を逃れることは難しいようです。


    「……どうして、今まで？」


    「それは……妖精さんのないしょ道具を自分で回収するのが面めん倒どうだったので……」


    「ああ……」


    　いつもの調停官さんでした。


    「とにかく今回は数が多かったので、事態が発覚した時、回収は諦あきらめようかと思ったんです。でもその時すでに助手さんが暗あん躍やくしていることを知りましてね」


    　コレクターだけが発はつ揮きするあの異様なまでの収集欲なら、あるいは……ということだったようです。


    「そしてご覧なさい。あれが最後の伝説の食器です」


    　ずびしりと指さす先に、石に突き立ったナイフがありました。


    　豪ごう華かな作りのナイフです。今までで一番、見事な細工でした。


    「こ、これは……まさか……！」


    「伝説の食器『えくすかりばー』だそうですよ。研とぎ石に刺さってます。元の持ち主が研ごうとして刺さってしまい、抜けなくて捨てたのでしょうね。協力者を募つのって抜こうとしたんですが、資格がないと抜けないらしく……誰だれひとり成功しませんでした。助手さん、あなたならどうでしょうかね？」


    　助手さんは『えくすかりばー』に歩み寄りました。


    　その美しいつくり。絶対にゲットしたいと思いました。


    「じゃあそっちはよろしく。わたしはその間、危険物の違法投とう棄きを禁止する張り紙を貼はってますね」


    「…………」


    　露ろ骨こつに漂ただよう生活臭に助手さんのテンションはちょっぴり下がりましたが、気を取り直してナイフの柄つかに手をかけました。あっさり抜けました。おめでとう。


    　伝説の聖なるナイフ『えくすかりばー』。切れ味は貫かん禄ろくの五〇〇。特殊効果として、いつぞや調ちよう停てい官かんさんが漂ひよう流りゆう生活をしたあの島の正当な統治権を与えます。


    　助手さんは『えくすかりばー』を高々と掲かかげました。
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    　アイテムコンプリート、コングラッチュレイション！


    



    



    「……あれから二週間」


    　仕事の手を休め、助手さんはふっと思いを馳はせます。


    　伝説の食器シリーズを見事にコンプしたわけですが、まだまだ歴史に隠かくされた伝説の武具は無数に存在するのです。


    　しかし例の鍛か冶じ屋やさんが、


    『ナーゴ！』


    「あーん」「ぴー！」「やーん」「あしたにさよならー」


    　野の良ら猫ねこに襲おそわれてとうに崩ほう壊かいしてしまったことなど、魔ま法ほうを使えるでもない生身の人間である助手さんに、どうやって知り得たでしょうか。


    「次は東洋の神秘シリーズ……なんてのは、どうですかねぇ？」


    　伝説の食器シリーズ第二弾を、今でも助手さんは心待ちにしています。
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    おふたりさまで、業務活動記録


    



    



    　……視察です。


    　視察に来ています。仕事です。


    「おはようございます、姐ねえさん」


    　助手さんが助手です（当たり前のこと）。


    「おはようございます。え？　いえ、ちっとも待ってなんかいませんよ。服？　ありがとう。お菓子のお礼に、Ｋさんが仕立ててくれたんです。ちょっと派手なんですが、一度も袖そでを通さないまま季節をまたぐのも何ですしね。助手さんも今日はよそ行きですか。良くお似合いですよ。その郵便局員みたいな斜めにかける鞄かばんもカジュアルで素す敵てきですね。それにしても、今日はいい天気で良かった」


    　ここのところデスクワークばかりでしたから、お外での仕事は新鮮です。


    （あくまで仕事として）楽しみたいものです。


    　さて、第一の視察場所は、待ち合わせ場所としてよく利用されている池ミミズク像。つまりここ。


    　噴水池の真ん中に立つ鳥の像で、最近建てられたものだそうです。


    「ごめーん、待ったぁ？」「いいや、今来たばかりさ！（一時間前待機）」


    「すまない、君を待たせてしまうなんて僕はなんて罪深いんだ！」「いいのよ、今日のデートで埋うめ合わせてもらうから」


    「ハニー、今日もきれいだよ」「ダーリンこそ。今日もリーゼントがキマってるわ」


    「……ここカップルばっかりよ。私たち、なんて場所で待ち合わせしてしまったの？」「ご、ごめん、はやく移動しましょう……いたたまれなくて死ぬわ……」


    　周囲を見渡すと、何組かの男女（一部女女）が落ち合っているようでした。


    　その中に、顔見知りはいないようでした。


    「うん、どうやらミミズク像は問題なしですね」


    　わたしの〝視察〟結果に、助手さんもまったくです、と頷うなずきました。


    「そしてこの場所は、待ち合わせ場所としてはとても良いです」


    　池ミミズク像本体はかなり目立ちますが、場所はメインストリートから離はなれたわかりにくい場所にあるのでした。


    　人目につかずに待ち合わせしたい時には、うってつけのスポットでしょう。


    　と思っていたら、ミミズク像の口から魚の帽子をかぶった妖精さんがにゅるっと出てきてぎょっとします。


    「こんなところであうなんて、きぐーです？」


    「よ、妖精さん。そ、そうですね……どこにでもいますね……」


    　妖精さんはわたしたちと周囲のカップルを順番に見ていき、


    「……ぷらいべーと？」


    「いいえ、仕事ですよ」


    「ぷらいべーとかん、あふれてるのに……」


    「白衣を脱ぬいでいるだけで仕事中。視察ですから」


    「と、きょうじゅつしており」


    「妖精さん、お菓子あげます」


    「あわーい」


    　ゼリービーンズを一粒、贈与。


    「これもさしあげます」


    　帆はん船せん浮き彫ぼりチョコビスケットを一枚、贈与。
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    「だ、だぶるぞうよ……」


    「隠かくれて食べないと、誰だれかに横取りされちゃうかも」


    　耳元で囁ささやきました。


    「どくせんしなきゃー」


    　妖精さんはお菓子を両腕で抱かかえて、どこかに飛んでいきました。


    　人間の手法で再配列された甘味成分は、妖精さんたちにとって多幸感をもたらすごちそうなのです。人間によって糖が翻ほん訳やくされていることが重要で、人の手が介在しない単なるハチミツやフルーツには、妖精さんたちはあまり高い評価をつけません。


    　たとえるなら音のようなものでしょう。同じ音でも、雑音を耳にしてもどうとも思わないでしょうが、美しい旋せん律りつや褒ほめ言葉は嬉うれしく感じます。


    　ともかく妖精さんのことは、これで良し、と。


    「さあ、さっそく次の視察場所に向かいましょうか」


    



    



    　あれから、しばしの時が流れております。


    　所長としての日々にも少しは慣れました。


    　最近、クスノキの人口はもりもり増えております。


    　わたしがおばあちゃんになる頃ころには、高層ビルなんかが建ってたりして。


    　と、そんな風に時代は動いているわけで、ちょっと目を離はなすとすぐに新しい施設なんかもできちゃったりします。


    　その視察に来ている次第です。


    「第二の視察場所はどこにしようかなあ。この映画館とやらに行ってみますか？」


    　助手さんが異存ありませんと頷うなずきました。


    　そうして映画館とやらにたどり着いてみると、それは廃ビルの地下にありました。上の方、崩くずれてなくなっちゃってます……。


    　野外に置かれた長テーブルの向こうに、おばちゃんが座っていました。


    「映画の人？　おひとり様、配給券一枚ね。あい毎度。そっちの下り階段行って。あと一〇分くらいで上映だから好きな席に座って待っててな。あ、ポップコーンとアイスティー、そこにあるからひとり一セットずつ持ってきなー」


    　山盛りのポップコーンとドリンクを手に、地下に。


    「……昔の核シェルターですかね、ここ」


    　飾り気のない通路を歩いて行くと、明らかに気密扉をくぐり抜けて、それなりに広い空間に出ました。


    「おお、これが映画館ですか、なるほど」


    　奥にスクリーン。並べられたたくさんの椅い子す。四〇人くらいは入りそうです。


    　椅子は適当に集めたのか、ひとつひとつ形が違いました。


    　お客さんの入りは半分くらい。なかなかの繁はん盛じようと言えます。


    「ここに座りましょう」


    　二人並びの空席に座ると、


    「……よう、相棒」


    　隣りん席せきがＹでした。


    「……なぜここに」


    　つとめて冷静を装よそおい、問いました。


    「この映画館は私がプロデュースしてる。それより……」


    　氷の目線が助手さんに、続いてわたしに向けられました。


    「……そのザマは、どういうことなの？」


    「そのザマ、とは？」


    「いや、だから、助手クンと、その、えっと、だから」


    　こめかみのあたりにキュピーン的なものが迸ほとばしりました。


    　この者は……動どう揺ようしている！


    　であるならチャンス。押し切ることが可能です。


    　極力、自然体でいつものわたしを演じつつ、攻勢に転じました。


    「……何言ってんですかアホチン。仕事ですよ仕事。なんだったらこれから一いつ緒しよに手伝っていただけますでしょうか？」


    「ああ、仕事……仕事ね」


    　納なつ得とくと違和感が半々みたいな顔をします。
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    「最近、無許可の娯ご楽らく施設がたくさんできているので、その視察をしてるんです」


    「そ、そうか……ふーん……」


    　とりあえず天てん秤びんは納なつ得とく側に傾かたむいたようでした。


    「ま、まあここは視察するまでもなく健全路線さ。せっかく来たんだし、楽しんでいけばいい……ハハハ……」


    　……何とかしのげた様子。


    　しかし時折向けられるあの目！


    　油断してはならないと本能が警告を発していました。


    



    



    「……油断していたつもりはないのに、いきなり出くわすなんて」


    　映画館を逃げるように出て、人混みにまぎれ、民家の狭せまい裏道に飛び込みました。


    「Ｙ姉さんが尾行してくる気配はないようです」


    　にぎわう表通りを監視していた助手さんが言いました。


    　尾行。


    　はっきり申し上げて、彼女はそういうことをする派です。いくら警戒してもし足りないということはありません。


    　え？　なぜそんなに警戒しているのかって？


    　同期かつ同い年の女ふたりの間には、様々な力学があるのです。


    　でも気持ちはわかります。抜け駆けしようとしたら邪じや魔まをする、それが友情というものでしょう。


    「……想定の範囲内です。次は彼女が最も来そうにない場所を視察しますよ。次はここ、最近できたという帝国博物館。なんでもこの国が帝国だった時代に、世界中から集められた美術品が展示されているとか」


    　しゃれてます、と助手さんも言うので、わたしたちはそこに移動しました。


    　モロに民家でした。


    「博物館のお客さん？　ごめんねぇ、今ちょうどご飯食べててね。うちはお昼、ちょっと早いのよ。もし良かったら一いつ緒しよに食べてって！」


    　おばちゃんによる熱ねつ烈れつ歓迎。


    　普通の素そ朴ぼくな一軒家のキッチンに通され、席につきます。


    　素朴なテーブル、素朴なインテリア、素朴なツタンカーメン。窓まど際ぎわでは猫が表を眺ながめていました。


    「やあ、いらっしゃい」


    　家のご主人らしき中年男性。知性派。


    「よぉ来たのぉ～、いらさ～い」


    　ご主人かおばちゃんのお父君らしきご老体が、金色の器に満たしたワインをくいっとやっていました。


    「ど、どうも……ごはん時にスミマセン」


    「息子夫婦がいるんだけど、別の土地でねぇ。あんたたちは夫婦かい？」


    「さ、さようでございますか……いえ、上司と部下でして……仕事でして」


    「さあたんと召し上がれ！　ピクルスもどんどん切るからね」


    　大量の揚げた魚とフレンチフライが出てきました。


    　おばちゃんはまな板の上で、タマネギの漬け物をどんどんカットしていきます。


    「ごちそうさまでした」


    「もういいのかい？　ピクルスあるよ？」


    　てんこ盛りのフライにすぐ満腹でした。そして作ってきたお弁当が無む駄だに。まあこれは夕飯にすれば良いのですけど。


    　食べ終わったら、ちょうど一二時。


    「すまないね君たち。昼から開館なのでね、早めに食べてしまうんだ」


    　食後、なぜかテーブル板を持ち上げて移動させながら、ご主人さんが説明しました


    「ここら辺に由ゆい緒しよある博物館があると伺うかがいましたが、この近くにあるんでしょうか？」


    「ハハ、冗じよう談だんの上じよう手ずなお嬢じようさんだ。ここがその帝国博物館さ」


    　ド民家のキッチンの中心で、知性派のオジサマがニコニコ笑っています。


    「……展示物が、ないようですけど？」


    「おやおや。本当にそう思うのかい？　よく見てごらん？」


    　ご主人が両腕を広げます。


    「こ、これは……！」


    　素そ朴ぼくなテーブルの土台となっていたのは、いわくありげな石柱の基部！


    　素朴なインテリアだと思っていたのは、不ぶ気き味みな石像！


    　素朴なツタンカーメンだと思いきや、ちっとも素朴ではない黄金マスク！


    「ひええええっ！」


    　ここんちは、美術品を日用品として使ってる！


    　あと猫はバステト像。おじいちゃんがワイン飲んでるのはそれ絶対紀元前のものでしょって感じのゴブレット。他ほかにも明らかに紀元前風味の品々が各所に。


    「これ大だい丈じよう夫ぶなんですか！　歴史的不ふ祥しよう事じなのでは!?」


    「しかしこの家は、もう何代も前からこんな感じでねぇ。これでも一応、正当な美術品の所有者なのだよ。それにこれらが美術品であると知ったのは最近でね。ずっと昔には、案外本当に博物館の主あるじだったのかも知れない」


    　ご主人は呵か呵かと笑いました。


    「もし良かったらお友達なんかも誘さそってまた来てねぇ。お帰り？　じゃあピクルスだけつまんでって。これ自信作なの」


    　おばちゃんがまな板ごと差し出しました。


    　灰色のまな板表面には、古代文字のようなものが彫ほられていました。


    「……このまな板、ずいぶんと紀元前テイストが漂ただよっているみたいなんですが？」


    「ああこれ？　ロゼッタストーンって言うのよ。昔はもっと大きかったらしいけど、今では砕くだけたかすり減ったかで、すっかり小さくなっちまったようだね」


    　卒そつ倒とうしそうになりました。


    　人類が衰すい退たいするってこういうこと！


    「……はっ？」


    　そして気がつくと、わたしは表を歩いていました。


    　助手さんに手を引かれています。ここまでの記き憶おくが一いつ瞬しゆん、飛んでいました。


    「もうろうとしていたようなので、僭せん越えつながら」と助手さん。


    「さようですか……それはまあ、いいとして……」


    



    



    　とんでもなくショックなことがあると、いろいろ麻ま痺ひしますね。


    「ところで前方から歩いてくる人が、どこかで見た感じの服の色なんですけど」


    　黒いパンツスーツの女性が、てくてく歩いてくるようでした。


    「あらおふたりさん、こんにちは。お出かけですか？　いいですねー」


    　春の陽気を表現したみたいな口調でＫさんが言いました。


    「お疲つかれ様です」


    　最大限、仕事っぽい口調で答えました。


    「お、お疲れ様です。今日はうちのセクションは仕事なんですよ。〈草〉という伝統の仕事でして……公民館周辺の雑草を刈かるんです。たぶんこれで合ってると言われてます。日曜日なのに、いやになっちゃいますね」


    　ちっとも嫌いやそうじゃないほんわかした口ぶりでした。


    「まったくですね。お互い、日曜に仕事なんていやになっちゃいますね」


    　Ｋさんは小首をかしげます。


    「……そちらもお仕事なのでしょうか？」


    「実はそうなんです。里の娯ご楽らく施設が住人に与える心理的影えい響きようについて調査を……」


    「そうだったんですかー」Ｋさんは信じました。この人は信じることができる人です。まず信じるところからスタートする人です。「それでは私も同道させていただきます！　草刈りは他ほかの人たちもいますから平気ですし！」


    「いや結構」


    「……そ、そうですか。しょぼん」


    　ごめんなさい、善意の申し出なのは承知しているんですが……ほんとごめんなさい。


    「ほら、極ごく秘ひの視察だから、目立つのは……ね？」


    「そう言われればそうですね。こんな目立つのが一いつ緒しよだと、やりにくいですね」


    「いいえー。じゃあまた後ほど。……あ、この仕事の件は、どうかご内密に」


    「守秘義務は得意です～」


    「すばらしいですね～」


    「ありがとうございます～」


    「それじゃあ後ほど～」


    　別れたあと、どっとテンションを落とします。


    「普ふ段だんみんなが行かない場所を視察先に選んだつもりが、休日だからみんな普段と違う場所にいるというね……」


    　誤算でした。


    　でもこれからは大だい丈じよう夫ぶ。今から視察に向かうのは郊外。郊外なら、ＹやＫさんに出くわすこともないでしょう。


    



    



    　クスノキスカイマークタワーは、小高い丘に立つ、里最大の風車です。


    　農耕には用いられず、純じゆん粋すいに観光目的でごく最近建てられたもの。一部ではまだ建造が続いていますが、一般客にはすでに開放されています。


    　本体高一八メートル。五階建てのビルくらい。


    　内側はテナント物件となっていて、希望者は出店することができます。今はまだ空あきテナントばかりですが、遠くないうちに埋うまってしまうのでしょうね。


    　最上階は展望台となっていて、市街を含む山野を眺ちよう望ぼうできました。


    「高いですねー。丘の上からだから、ことさら高く感じますねー」


    　手すりは頑がん丈じよう。足下はしっかり。安全性もバッチリ。言うことナシ！


    　特に素晴らしいのは、知り合いが来そうにないオシャレスポットであるということ。ここは使えますよ。とか思っていると、


    「こんにちはーであります」


    [image: ]


    「…………」


    　壁面に組まれた足場の上で、Ｐ子さんが労働していました。


    　重そうなポールの束たばを軽々とかついでいます。


    「……日曜だというのに労働とは大変ですね」


    　わたしの笑みはちょっと引きつっていたかも知れません。


    「毎日が日曜日みたいなものでありますから、気にならんのです。この現場では、その風車で発電した電気を支給してもらえるので、働きやすいのであります。Ｏ太郎もあっちで働いております。ところで、本日はおふたりで……」


    「任務です」


    「そうでありましたか！　さすがに所長へとアップグレードを果たすと、勤労ゲインも跳はね上がるわけですなー」


    　性格が一本気なのですぐに信じてくれます。


    「労働頑張ってください！　これは秘密のミッションなので内密に頼みますね。では！」


    　しゅたっと片手を挙げて、逃げるようにその場を離はなれました。


    「姐ねえさん……これはもう駄だ目めな流れではないかと……」


    「次行きますよ次！」


    　もうほとんど意地になっていたことは認めます。


    



    



    　救貧院の日曜フェス。


    　古着や食料などを寄付すると、子供たちが歌ってくれるという催もよおし物です。


    　わたしの知り合いが、もっとも来ない系統のイベントでしょう。


    「……あら、お姉さん？」


    　巻っきーいた。受付係をしていました。予想外。


    　これはわたしの考えるところ、もっとも回かい避ひせねばならない遭そう遇ぐうでした。


    「あ、あなたにもっともふさわしくない場所で……何をしていたんですか」


    「ボランティアですが何か？」


    「えっ、立派!?」


    　……あ、でも確かこの子は、普ふ段だんはそんな感じだった気がする……おかしい時がおかしいだけで。


    「それよりお姉さんこそ、どうしてまた……」〈巻き毛〉は鋭するどくわたしの周囲をチェックしました。「おひとりで、こんなところに？」


    「……え？」


    　横を見ると、助手さんが立っていました。〈巻き毛〉の視野に入っているはず。


    　でもその立ち位置、角度、まとう雰ふん囲い気き……全すべてが風景に溶け込んでモブと化していました。


    　これぞステルスの術。助手さんの得意な、行間に隠かくれる力とでも申しますか。助手さんは諸事情によりひとり規格が違うため、一部認識されないデバイスだったりするのです。


    　それも顔見知り相手には難しいようですが、出会って日の浅い〈巻き毛〉相手には、有効のようでした。助かりました。


    「……ええ、おひとりさまで、シングルのソロ活動をしているんですよ」


    「言ってくれたらおつきあいしましたのにー。あ、ちょうど次の公演がはじまる時間ですよ。楽しんでいってくださいね」


    〈巻き毛〉に持参したお菓子の瓶びんを寄付し、野外ステージの空席に腰掛けます。


    「助手さん、お手柄……」


    「あの御ご仁じんはちょっと厄やつ介かいですからね」


    　助手さんも彼女の潜せん在ざい的てきな危険性を感じているのか、緊きん張ちようした様子でした。


    　孤児たちの出し物はミュージカル仕立てで、これが驚おどろくほどうまくてびっくり。


    　舞台袖そでに立っていたツギハギ服の少女（腕に舞台監督の腕章）が、うんうんと頷うなずいていました。ああ、彼女。演技の良くなかったところを指摘しているんでしょうかね。なんだか着ているものが、豪ごう華かなツギハギになっている気がしますけど。


    



    



    「釣り堀！　ここは若い女の子は絶対に来ません！　こここそ、向こう一〇年は使える癒いやしのスポットになるはず」


    　そういう期待を込めて池に向かうと、


    「おお君か！　君も釣りをするのかね？　（助手さんを見て）ほう？　なるほどな。手近なところでまとまる。それも良いだろう」


    　ＶＩＰ局長が、休日をカントリーライクにエンジョイしていたのです。


    「し、仕事です」


    「……ふむ。そんな仕事、あったかな？　記き憶おくにないが」


    「自主的な作業……自業です」


    「立派な心がけだが、休日は休日として楽しまねばいかんな。普ふ段だんは精力的に動き、週末は仕事を忘れる。これが一流のビジネスパーソンのあり方というものだ。私も来週末はビーチでトロピカルドリンクを飲む。休日も働くのはエコノミックアニマルというものだからね」


    「いやもうおっしゃる通りでございますな。釣れますか？」


    「まあまあだね。さあ、君も釣りなさい。釣りもまた狩り。野生の血をたぎらせるんだ。レッツ、グレートハンティング！」


    　そこに記録用カメラでもあるんじゃないかってくらい不自然に指さしを決めてました。


    　レンタル釣り竿ざおと無料の低級エサをもらい（配給券を支払うと高級エサ）、ふたりで釣ってみました。


    　釣り堀。これは楽しかった。マスが釣れました。


    「これから私の家で知人らとＢＢＱをやるが、君たちも来るかね？」


    「何人くらい集まるので？」


    「うむ。私は友達が少なくてね。ほんの一〇〇人さ！」


    「……実は今日のサービス残業なんですが、とある不ふ祥しよう事じの調査でして」


    　その場ででっちあげた適当な不祥事を語ってきかせました。


    　聞き終わると、局長は常に維持していた暑苦しいまでの笑顔を、瞬しゆん時じに真顔にチェンジします。


    「……それはいかんな。君たちはその件を解決する義務がある。新しい所長となって間もない君には荷が重いこともあるだろうが、しっかり頼たのむよ。それとそのことは、人にはあまり言わない方がいいな。これは私の気持ちだ。事後の報告は忘れないように」


    　配給券の束たばをもらってしまった……。


    　くれぐれも内密に、と強調し、局長は去って行きました。


    「……まあ、これで自分からペラペラ話すこともないでしょう」


    　ふたりして、ぐったりとしてしまいます。


    　太陽のそばに長時間いると、ちっちゃな惑星はとけそうになります。


    「お疲つかれなのでは？」


    「そうですね、さすがに少し……」


    　午後六時。そろそろ夕飯時でした。


    　心当たりがある、と助手さんがわたしを連れて行ったのは、帰り道の途中、川のそばに建つ古いコテージを再利用した喫きつ茶さ店てんです。


    　こういうのは店主が趣しゆ味みで開いていることが多く、飲食物は持ち込みというものが大半。


    　そのため少年少女が自宅前で自作レモネードを売るにも似た素そ朴ぼく感かんが強く、繁はん盛じようとはほど遠いのが常なのですが……そこは大繁盛してました。


    「へー、読書喫茶。へー」


    　空席を見つけるのに少し手間取りました。


    　壁面には本棚が天てん井じようまで設置されていて、そこに大量の本。好きな本を飲みながら、飲食できるタイプの喫茶店のようです。


    　たくさんの本があって、ちょっとわくわくします。


    　気になる蔵書のジャンルは、バラエティ豊かに揃そろって……いない。


    「偏かたよってますね……」


    　脳の奥で警戒信号が鳴りはじめました。


    　半分くらいは一般の文芸作品なんですが、残りは妙みように……ほら、その、もうおわかりでしょう？　そういう類たぐいの本ですよ。明らかに、特定の趣味を持つ何者かが関かかわっているとおぼしきラインナップ。


    「姐ねえさん、ここの本……妙みようにソレ系が多いです」


    　助手さんも気づいたようです。


    「ええ、それに客層も女性ばかり……出ましょう、助手さん。ここは危険です」


    　迅じん速そくな判断で店を出たその時！


    「……………………ッ」


    「どうしました？」


    「……いえ、誰だれかに見られているような気がして」


    　背後の店内から強きよう烈れつな視線を感じたのですが、気のせいでしょうか？


    　知人の顔は見当たりません。


    　わたしたちは足早に読書喫きつ茶さをあとにしたのです。


    



    



    　ちょうど日も暮れる頃ころ合あいでした。解散しても良かったのですが……。


    「……お弁当、食べていきますか？」


    　助手さんはこくりと頷うなずきました。


    「なら、どこか人目につかない落ち着いた場所を……あそこで良いんじゃないですか？」


    　古い民家の軒のき先さきに置かれたベンチに座り、お弁当を広げようとしたその時！


    「……………………ッ」


    「どうしました？」


    「……見られている。何者かが、わたしたちを監視してます」


    　相手の姿は確認できませんが、ねばつくような視線を確かに感じます。


    「ここは危険です。移動しましょう。タイミングを合わせて、わたしの指示でそこの草むらに飛び込んでください」


    　わたしたちは、夕日が沈む際きわのギラリとした強い輝かがやきを利用し、ベンチから素早く移動しました。


    「チィッ！　気づかれた！」


    　背後で舌打ちが聞こえましたが、構わず逃げます。


    　無音移動しながら手鏡を使い振り返らずに背後を確認すると、Ｙがベンチのそばにすちゃっと降り立つのが見えました。屋根の上に潜ひそんでいたんかい……。


    「油断も隙すきも無いですね」


    　このまま帰るのはなんだか悔くやしい……。なんとしても、このお弁当をどこかでたいらげてしまいたいと思いました。


    「この近くに別の場所があります。そこに行きましょう！」


    　わたしたちは手を取り合って移動しました。


    「あらまあ、またお会いしましたねぇ」


    「わっ」


    　Ｋさんとまた出くわしてしまいました。


    　一方的に別れを告げて別の道へ。これでも仕事柄、地理には詳しいのです。


    「あっ先生だわ！　助手の人もいっしょだわ！」


    「わっ」


    　生徒とエンカウント！


    　来た道を引き返します。


    　別の隠かくれ場所……隠れ場所……。


    「お、たいちょー……ではなく所長殿」


    「わっ」


    　メカの子とエンカウント。


    　引き返します。


    『こんにちはマム』


    　メカの子とエンカウント。引き返し。


    「メェ～」
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    　たぶん知ってる羊。なんちゃら三世だか四世だか。大だい丈じよう夫ぶだろうけど気も動転してるし念のため引き返し。


    「お姉さ」


    　引き返し。


    「ハハハ、なんだやはり肉を食べたくなったのかね？　いいともいいとも、ヘイ！　ニック、私の部下のためにひとつ分厚いのを追加で焼いてくれるかな？　って、どこに行くんだ、おい君！」


    　ここが局長のおうちだったんですねー！


    「いた！　あんなところにいた！　さあ雇やとわれカメラマンの諸君、あのふたりの証しよう拠こ写真を撮るんだ！　激写一枚につき、券を一枚出すよ！」


    　Ｙが人を雇った!?　引き返し。


    「もうこの里には安住の地はないというの……？」


    　ふたりで手を取り合って、必死に逃げます。どうしてここまで必死になってコソコソしてるのか、我ながら不思議です。不思議なんですが、それがわたしなのです。困ったものです。


    　逃げて逃げて逃げて、どこに行っても誰だれかが偶然そこにいて、いい加減、走る元気も失った頃ころでした。


    　ころん、と足下に妖精さん（球体）が転がってきました。


    　わたしと助手さんは顔を見合わせました。


    「人間さんと妖精さんは、切っても切り離はなせない存在。やはり、こうなりますか」


    　そうですね、と彼も微笑ほほえみました。


    　いつも通りに、事を終えるといたしましょう。


    「妖精さん妖精さん、きのこ形チョコビスケットですよ」


    「……あまあま。あー、にんげんさん？」


    　目覚めた妖精さんに、お願いごとをごにょごにょ。


    　あめ玉を追っ手の来る方向にざらーっとばらまき。


    　手しゆ榴りゆう弾だんを投げるようにして、「イチ、ニ……サン！」で放ほうり込みました。


    　花火が弾はじけるような音がしました。次に、人々の悲鳴と歓声も。


    　わたしたちはちょうど、いつもの中央広場のすぐ近くまで走ってきていたようです。日曜の宵よいの口、そこにはたくさんの人たちがいて、お酒を飲んだり語らったりしていたようです。


    　妖精さんたちが、そんなところに炸さく裂れつですよ。


    「花火かい？」「何かのイベント？」「わあ、植木鉢からドラゴンが生えてきたー！」「ドクロが歩いてるぞー！」「あ、ハロウィンでもないのにランタン君がいる」「きゃ～、幽ゆう霊れいが飛んでるわ～！」「仮装パーティー？」「不ふ祥しよう事じか！　不祥事なのかね？」「まあ素す敵てき、妖精さんの仕し業わざですかね～」「あれ？　カメラがアメリカンクラッカーに変わってる!?」「もういいや祭りにしちまえ！」「おーい、酒と食い物がタダだよ～！」「いい時に来ちゃった！　みんな、食べ物がタダだって！」「くそっ、あいつはどこにいったのさ～！」


    　広場の混乱を眺ながめて、わたしは深くうなずきました。うむ、よし。


    「さ、食べましょうか」


    　お弁当は早起きして作った卵とハムとチキンのサンドウィッチ。いたって普通の代しろ物もの。走り回った結果、一部崩くずれていたりして、お世せ辞じにも見栄えの良いものではありません。でもこれを食べないことには、今日の視察は終わらないのです。


    　お味はどうですか、とイタズラ半分で問うてみました。


    　お世辞を言うかどうか、ちょっと確かめたかったの。


    　助手さんははにかみながら味の感想を述べました。うむ、正直でよろしい！


    　今度は助手さんが視察コースを決めてくださいよ、と頼たのむと、良い視察スポットについて調べなきゃですね……と緊きん張ちようしてました。


    　それから、周囲の大混乱をよそに、ちょこちょこと相そう互ご理解を深めました。


    　え？　なんで全すべての会話内容が記述されないのかって？　それは閲覧者のご想像にお任せするというかですね、積極的に行間に隠かくしてるからですよ。助手さんが普ふ段だん自然にやっていたことが、今ではわたしにもできるのです。だからわたしにとって都合の悪いことや、ショッキングな出来事や、恥はずかしいセリフなんかはどんどん隠していきますからね。
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    　もともとわたしの書いてきた報告書って、そんなようなものだったじゃないですか。


    　まあそういうことで、ここはひとつご勘かん弁べんを。

  


  
    妖精さんの、ないしょどうぐ　１


    



    



    　むかしむかしあるところ（地球）に、人類が繁はん栄えいしました。そして衰すい退たいしました。


    　えーこ☆せーすい♪


    　人類のかわりに地球を支配しているのは、キュートな妖精さんたちです。わたしは、そんな妖精と人間との間をとりもつ仕事をしている者です。


    「おや、どうしたんですかこんなところで？」


    　ある日、雑木林を散歩していると妖精さんに出会いました。妖精さんは、身長一〇センチの新人類。こんなでも、すごいんです。たまに魔ま法ほうの道具を作ってくれます。


    「にんげんさん、いいものあります。おひとつ、おいかが？」


    「いいですね。ください」


    「むしけらきゃっぷー！」


    　妖精さんが取り出したのは、コガネムシを象かたどったような帽子でした。


    「これをかぶると、むしけらのように、まわりからするーされます」


    「便利！」


    　一発でわたしはその魅み力りよくのとりこになったのです。虫けらキャップをかぶったわたしは、さっそく里に向かい、友達のＹが住んでいる家に不法侵入を試みました。


    「死ねぇ！　この虫けらがぁぁぁぁぁっ！」


    「きゃ────っ！」


    　友達は金かな槌づちを手に、鬼の形ぎよう相そうで襲おそいかかってきました。本気の殺意でした。


    「でかい虫けらだぁぁぁぁ───っ！」「きめえぇぇぇぇっ！」「殺せ、引き裂さけっ！」


    　それからも、逃れた先の通りで通行人たちからヘイト＆追つい撃げき。


    「ヒャッハー、こいつはレア虫だぜぇ！」「コレクトしてやんよっ！」「標本だぁぁっ！」


    　虫属性持ち（虫が相手だとダメージ三倍）の凶きよう悪あくなキッズに追い回され、


    「ブブブブブブブブブブ！」


    　やけに巨大なカナブン（戦せん慄りつの一〇センチ）に求婚され、


    「コケーッコッコッコッコッ！」


    　挙句の果てに、ニワトリに捕食されそうになる始末でした。


    　虫けらキャップは、かぶっている間はまわりから虫として認識されるようになりますが、スルーされるかどうかは人によるのでした。そりゃそうですよね……。普ふ段だんは優しい人々が、虫けらを前にしてどのように変へん貌ぼうするのかをわたしは知りました。あれはもしかすると、その人の本ほん性しようだったのかも知れないのです。あまりにも危険な、妖精さんグッズでした。


    「……これ使用禁止ね」


    「えー」


    　人類は今日も、絶賛衰すい退たい中です。


    [image: ]

  


  
    妖精さんの、ないしょどうぐ　２


    



    



    　むかしむかしあるところ（地球）に、人類が繁はん栄えいしました。そして衰退しました。


    　えーこ☆せーすい♪


    　人類のかわりに地球を支配しているのは、キュートな妖精さんたちです。わたしは、そんな妖精と人間との間をとりもつ仕事をしている者です。


    「あら、妖精さんじゃないですか。こんにちは」


    　ある日、森の中、妖精さんに出会いました。妖精さんは、身長一〇センチの新人類。ちっちゃくて愛くるしくて、人間のことが大好き。人類を、すごい魔ま法ほうで守ります。


    「いきなりですが、妖精さんにお願いがあります」わたしは言います。


    「なんです？」


    「遭そう難なんしました。助けてください」


    「え……」


    　実は森の中で迷ってしまっていたのです。


    「ではこれをおつかいください」妖精さんは四次元空間のような場所から、彼らだけに作り出せる便利な道具を取り出しました。「あちこちほーるー！」


    　それは人がくぐれるくらいの輪っかでした。


    「あちこちホール。どういう道具ですか？」


    「すきなところにいける、けいたいようのわーむほーるです」


    「どうやって使うんですか？」


    「まにゅあるをごらんくだされ」


    　渡された小冊子に目を通します。


    『あちこち穴は、空間に抜け穴を作り、好きなところに移動するための道具です。使い方は垂直の壁などに貼はりつけて、行き先を告げるだけ。穴の向こうに目的地の風景が見えたら接続成功です。移動時間はほぼ〇秒！　快適な現代人ライフをお楽しみください』


    　便利すぎました。入るしかない、このドリームホールに。さっそく輪を木の幹に取りつけ、行き先を告げます。穴の向こうに懐なつかしの我わが家が映し出されました。ここをくぐればよいんですねー、と身を投じようとした時、マニュアルの末尾に極きよく端たんに小さな文字で印刷されたこんな文章が目に飛び込んできました。


    『※なお本製品では、転送物のスキャンデータのみを送り目的地で完全再現するコピー方式を採用しております。元の肉体はスキャン後に無痛デリートされますのでご注意ください』


    「……あの、これって本体死んでませんか？」


    「まあ、まったくおなじこぴーが、かわりにいきてくれますゆえ……」


    「こういうのは倫理的問題をパーフェクトに解決してから持ってきてくださいよ」


    「……またそんなむずかしいこというー」


    　人類は今日も、絶賛衰すい退たい中です。
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    妖精さんの、ないしょどうぐ　３


    



    



    　むかしむかしあるところ（地球）に、人類が繁はん栄えいしました。そして衰すい退たいしました。


    　えーこ☆せーすい♪


    　人類のかわりに地球を支配しているのは、キュートな妖精さんたちです。


    「ふう、疲つかれた……」


    　とある事に悩んでいるわたしのもとに、妖精さんのひとりが遊びにきました。


    「にんげんさん、おなやみです？」


    　身長一〇センチの妖精さんは、机の上にぴょんと飛び乗って、わたしを見上げました。


    「実は、最近すこし人間関係に疲れちゃって……」


    　わたしは妖精と人間の間をとりもつ調ちよう停てい官かんという仕事をしています。この仕事、里の相談役も兼ねているのですが、人付き合いというものがあまり得意ではないわたしは、少しだけ疲れを感じていたのです。


    「そんなときは、これをどうぞ」妖精さんは、彼ら特製のすごい魔ま法ほうアイテムを取り出しました。「ほんやくばたけー」


    　一見して、それはカップ型のゼリー食品のようでした。


    「たべると、はなしあいてのたてまえを、ほんねに、ほんやくしてくれます」


    「それは素晴らしいですねっ！」


    　人は呼吸をするように建前を口にします。「私って噓うそとか大だい嫌きらいだしー（これ自体が噓）」とか平気で言っちゃいます。建前が本音に翻ほん訳やくされるゼリー。これであらゆる人間関係から解放されるとわたしが感じたのも、当然のことでしょう。うおお。


    　さっそくわたしはゼリーをたいらげ、里に飛び出しました。


    「こんにちは、今日もきれいね（ふん、せいぜい七十五点ってところだね）」


    　けっこー仲良しのおばさんが、とんでもないことを考えてました。


    「おうお嬢じようちゃん。今日もべっぴんさんだな！（女はとりあえず褒ほめときゃいい）」


    　いろいろよくしてくれる牧場主さんが、けっこうぞんざいでした。


    「おい、晩飯はホットケーキとかでいいぞ。今日は疲れたろう（こいつの作るシチューは本当にまずいからな）」


    　祖父が可愛かわいい孫娘に対して思って良いことではありませんでした。


    「おっす。アンタからこないだもらったキャベツパンだけどさ、死ぬほどまずかったよ。失敗作だなあれは（キャベツパン死ぬほどまずかった）」


    　悪友のＹだけが本音全開だったことは、わたしにとってひとつの衝しよう撃げきでした。


    　わたしは泣きながら妖精さんにクレームをつけに行きました。


    「……あの、ほんやく畑食べると、かえって人間関係に窒ちつ息そくしそうになるんですけど？」


    「やっぱきんしですかなー？」


    　人類は今日も、絶賛衰すい退たい中です。
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    三つの村における需要と供給とそれ以外の何か


    



    



    　休きゆう暇かを利用して、わたしは旅に出ることにしました。


    　動きやすい服と歩きやすい靴くつ、下にコロコロのついたスーツケースに着替えと食べ物を詰つめて、わたしは街道を歩いていきます。


    　どこまでも続いていくような夏の丘きゆう陵りように、風に撫なでられて生じた草のさざ波が生まれては走り去っていきます。心があらわれるような光景でした。


    　後ろ髪の中から、身長一〇センチくらいの小柄な人が顔をのぞかせました。


    「きてます」


    　それは妖精さんでした。


    　とっても小さいですが、これでも立派な人類なのです。


    「たのしいよかん、びんびんきてます」肩に乗り移った妖精さんが言いました。


    　彼らは楽しいことにはとっても敏びん感かんで、しかも人間のことが大好き。


    　彼らが「楽しい」と思うのであれば、人里が近いことの証しよう拠こです。


    「豊かな人里だったら、お菓子を出してくれるかもしれませんね」


    　妖精さんの口元から、たり、とよだれがこぼれおちました。


    　しばらく歩いて行くと、草原が続いていた街道の左右に、古い遺跡が見え隠かくれするようになりました。


    　かつての建築物も、当時のまま残っているのはごくわずか。森に呑のみ込まれたり、火災で失われてしまうなど、廃はい墟きよ化かしてしまうものがほとんどです。


    　でもごくまれに、当時のままの姿で残っているものもあります。


    　そんなもののひとつが、目の前に城じよう塞さいのようにそそり立っていました。


    　かつてそれは、集合住宅フラツトと呼ばれていたものでした。


    



    



    　人が住んでいることは、かすかに目線が届く屋上に、洗せん濯たく物ものが干してあることから明らかでした。


    　周囲はほぼ完全に廃墟となっていて、居住に適しているのはここだけのようです。


    　モザイク状に見える赤い壁は、かすかに色の違う煉れん瓦がを積み重ねて作られており、なかなかモダンな趣おもむきがあります。


    「人は住んでいるようですけど、どうも活気が感じられませんね」


    「そーですか？」


    「まるで籠ろう城じようしているみたいな、息いき詰づまった空気を感じます」


    　正面玄関に回ると、そこに門札がかかっていて、こう読めました。


    　──インドア村。


    　脳のう裏りをハテナが乱舞します。


    「室内の……村？」


    　疑問は尽つきませんが、どうやら人里であることは間違いなさそうです。


    　今や、民族の形も様々なのです。


    　わたしは両開きの扉に取り付けられた、真しん鍮ちゆう製のドアベルを鳴らしてみます。


    　扉は閉ざされたままでした。


    　もう一度鳴らしてみます。さっきよりいくぶん大きく。


    　扉は閉ざされたままでした。


    　三み度たび、今度は思いっきり強くベルを鳴らしました。


    　扉は閉ざされたままでした。


    「もしも──────しっ！」


    　ちょっと苛いら立だった声になってしまったのは、仕方ないことでした。


    「旅の者ですが───っ！」


    　いくら叫ぼうが、扉が開く気配はありません。


    　まるで息を殺しているみたいな雰ふん囲い気きです。
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    「まさかよそ者を警戒している、とか？」


    「しゃい、なのかも」


    「シャイな一族……」


    　わたしは遠い目になりました。よく生きていけるものです。


    　どうしよう、立ち寄るのは諦あきらめて旅を続けようか……と考え出した頃ころでした。地面からかすかな震しん動どうが伝わってきました。西の方角には森が広がっています。その森の向こうから、建物のすぐそばまでまっすぐに線路が敷しかれていることにはじめて気付きます。


    「おや鉄道。完動品とはまた珍めずらしい……」


    　貨物車両を牽けん引いんした、骨こつ董とう品ひんのような列車が走ってきました。震動の正体です。


    　列車は低速で線路の上を走ってきて、わたしたちの目の前にぴたりと停止しました。


    　運転席から、縞しま模様の服を着た中年男性が降りてきます。爽さわやかで、人の良さそうなおじさんでした。よく日に焼けていて、なかなかの肉体派。青と白のストライプ模様のポロシャツが、よく似合っていました。


    　縞々のおじさんは、キュッと帽子をかぶりなおすと、まるでそうするのが社則であるとばかりにキレの良い小走りで門の前まで駆けてきます。


    「失礼ですが、よろしいですかな？」


    「あ、はい。どうぞ」


    　縞々おじさんはその場ダッシュをしたままわたしに一礼すると、ドアベルを鳴らし、よく通る大きな声でこう言いました。


    「お届け物にあがりましたー！」


    　扉は勢いよく開きました。


    　しかし扉の向こうに、人影はなし。


    「え、無人？」


    「ここは自動ドアなんですよ」縞々おじさんはその場ダッシュを止めることなく言います。


    　正門が開いた先は、小さな玄関ホールになっていました。壁一面に無数の表札がかけられていて、名前と部屋番号が明記されています。また表札ごとに宅配ボックスのようなものが埋うめ込まれているようでした。縞々おじさんは、小走りで列車に引き返すと、大量の梱こん包ぽうされた小箱を抱かかえてきます。伝票を見ながらそれらをボックスに放ほうり込んでいくのです。


    「こちらは、これで里なんですか？」


    「そうですよ。この建物が、ひとつの里ということになってます」


    「コンパクトでいいですね……はっ」


    　わたしは感知します。自分を監視する、謎なぞの視線を。


    　視線の出所は、天てん井じよう付近にありました。


    「……カメラだ」


    　監視カメラ、発見です。
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    「あまりいい趣しゆ味みじゃないなあ」


    『ごめんなさい……これには、やむにやまれぬ理由がありまして』


    　独白にカメラが反応したので、わたしはびくりと身を震ふるわせました。


    『そのう、失礼ですが、旅の方ではありませんか？』


    「そ、そうですが」


    『あ、あの、もし良ければ、お茶でもいかがですか？』


    　これは珍めずらしい。背後で、縞しま々しまおじさんがそう呟つぶやくのが聞こえました。


    



    



    　案内されて奥に進むと、そこには広々としたロビーがあり、来客用のソファセットが置かれていました。白く清潔なテーブルの上には、ティーカップと、簡素な包装紙で包まれた菓子箱が用意されています。


    　だがしかし、人の姿は見えません。


    「だがしー」妖精さんはテーブルに飛び降りて、菓子箱を荒々しく抱だきます。


    　とりあえず用意された椅い子すに座ってみます。目の前で、紅茶が湯気を立てていました。


    「勝手に飲んでいいんでしょうか？」


    「かってにめしあがっても？」


    『ええ、どうぞどうぞ』


    　テーブルに小さなスピーカーが設置されていました。


    「さっきの方ですか？」


    『はい、住人代表の者です。こんな形で失礼します。これにはやむにやまれぬ理由が……』


    　妖精さんがすでに潜もぐり食いをしているのか、菓子箱はモゾモゾと蠢うごめいています。
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    「それで、どういったご用件なんでしょう？」


    『……実は、特に用件ということはないのですが』


    「は？」


    『ところでなんですかその生き物。ここからだとあまりよく見えませんが、リスか何か？』


    「妖精さんです」


    『噓うそでしょう？』


    「本当です」


    『私、妖精ってはじめて見ます』女性の声が弾はずんでいました。『ああ、いろいろトークしたい。いろいろ聞きたい！』


    「話くらい構いませんよ？」


    『ありがとうございます！　外部の方と会話するのは、一年ぶりくらいで緊きん張ちようしてます』


    　わたしは絶句しました。


    「ど、どうしてそんなことに？」


    『それは部屋の外に出ないからです。この村の者は、遺伝的に外出したりじかに人と会話するのが苦手なのです』


    「すごいものを遺伝なさってるんですね」


    『幸いにも、この建物には室内を出ることなく暮らし続けるための、様々な設備が整っているんです。上下水が完備されていますし、電気も少しなら使えます。必要なものといえば、わずかな衣類と食料、それに医い療りよう品ひんくらい。その物資でさえ、各部屋に通じた宅配ボックスによって、いながらで受け取れるんです』


    「カンバンに偽いつわりはまったくないんですね」


    　しかしそうすると、疑問も出てきます。


    「皆さんは働きもせずに、物資をどうやって調達していらっしゃるんですか？」


    『それはですね、この村ではある義務さえ満たしさえすれば、無む償しようで送られてくるんです』


    「義務？」


    『……本を読んで、感想文を書くことです』


    　わたしは目をしばたたかせます。


    「本、というのは？」


    『それも物資と一いつ緒しよに送られてくるんですが……そうだわ、カタログをご覧になります？』


    　ロビーに常備されていたカタログを、見せてもらいました。


    　それは食料、衣類、生活雑貨、娯ご楽らく品ひんなどの総合目録でした。こんなご時世にしては豪ごう華かな仕上がりで、写真もふんだんに使用されています。


    『このカタログは毎月一回、全住人に送られてくるんです』


    「なるほど。これで欲しいものを各自が注文するんですね」


    　当然ですがどの品も価格は無償です。


    　その品目の中に本のカテゴリーがあり、それが最多の品目でもありました。ミステリーから童話からエッセイから、様々なジャンルが揃そろっています。


    「必需品より、本が重視されているんですね」


    『義務ですから』


    　本を読みふけっているだけで、食べ物と衣類が手に入る。


    　いたれりつくせりの村です。引っ越したくなります。


    「これは、どこから届けられてくるんですか？」


    『付近の村からですよ』


    「物々交換をしているわけではないんですよね？」


    『ええ。どういう理由かは知りませんが、ずっと昔からそういうことになっているんです。どういう人が住んでいるのかは知りませんが、きっと善人ばかりの村なのでしょうね』


    　確かにひとつの村を丸ごと養うなどと、なまなかな行いではありません。


    　でもそんなうまい話が、そうそうあるものでしょうか？


    『おかげで狩りも農業もできない私たちでも、毎日心安らかに暮らしていけます』


    「狩りはともかく、ここには農業技術もないのですか？」


    『はい。人見知りのため、共同作業全般が不可能ですから』


    「…………」


    『村全体に関かかわる仕事も、当番制にして互いに顔を合わせない形で処理しているんです』


    　なんという集落なんでしょうか。


    「……そこまで人ひと嫌ぎらいで、よくわたしなんかと話そうという気になりましたね」


    『何を言ってるんですか。ボイチャは別ですよ』


    「ボイチャ？」


    『人と会うのが苦手な私たちですが、マイクごしの会話は大好きなんです！』


    　自分の言っていることに、少しも矛む盾じゆんを感じていない声こわ音ねでした。


    『ですから今夜は是ぜ非ひ、ここに泊まっていってください。お部屋もお食事も無む償しようでご用意いたしますから』


    「それはまあ、是非」


    　願ったり叶かなったりの提案ではありました。


    『ということで、ひとり五分ということでどうでしょう？』


    「ん？　五分？」


    『ええ、先ほどのトークのご提案です。人恋しいのは住人全員に共通する思いでして。ほぼ全員が、あなたとの楽しいボイスチャットを希望しているんですよ』


    「……つかぬことをお尋たずねしますが、この村の人口は？」


    『百人です』


    「おうっ」


    　人恋しさが……重い。


    



    



    　夜中までトークに付き合わされてしまいました。


    「つかれ……ました……」


    　真新しいベッドシーツの上に、倒たおれるように俯うつぶせになりました。


    　旅疲づかれに心の疲労が重なって、泥どろのようなわたしです。


    　この村の人々ときたら、一日中部屋から出ないものだから、人見知りのくせして人恋しいなんていう不思議な状態に陥おちいっているのです。彼らはボイチャと呼ばれるマイク越しのトークに強く執着しており、特に外部の人間が来たとなればほとんど奪うばい合う勢いで、ほとんどの旅人は声が嗄かれるまで付き合わされてしまうのだそうです。


    　そのわりには、不意の来客には居留守を使ったりもするなど、なかなか癖くせのある人々だったりもするのです。


    「ひろうかいふく、しますか？」


    　妖精さんが髪から顔を突き出しました。


    「手段によります」


    　妖精さんは注射器を取り出しました。
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    「まほうのおくすりぶっさして、いっぱつですが？」


    「疲労って一発でなおっちゃダメなんです」


    　俯うつぶせのまま、わたしは言います。


    「そーですかー……」


    　妖精さんは残念そうに、一般ゴミと大書きされたビニール袋に注射器を捨てました。


    　あてがわれた部屋は、さすが元高級集合住宅だけあって、立派なものでした。


    　高級そうな家具、真新しいシーツ、ふかふかの絨じゆう毯たん。


    　村の人々は人見知りではあっても怠たい惰だではないようで、掃除も隅すみ々ずみまで行き届いていて、今まで泊まったことのあるどのホテルより快適でした。


    「夕飯も……おいしゅうございました……」


    　よほど腕の良い料理人が引きこもっているのか、リレートークの途中でロボットが運んでくれた夕食は素晴らしい味でした。


    　でもなんだろう。損した気しかしない……。


    



    



    『もしよければ、是ぜ非ひもう一日泊まっていかれませんか？』


    「い、いえ、せっかくですが、先を急ぎますので……」


    　マイクの熱ねつ烈れつな引き留めを、わたしは引きつった顔で辞退しました。


    『でも観光名所もご案内しておりませんのに』


    「観光名所があるんですか？」


    『ええ、このインドア村には、たくさんの観光名所がありますよ』


    「たとえば、どのような？」好奇心を抑えつつ、尋たずねます。


    『なんといってもまずは屋上ですね！　見晴らしが最高です。それから地下のボイラー室。廃はい墟きよマニアの方などには、人気がありますよ。そして廊下！　長くて散歩するにはうってつけなんです。そして一日たっぷり観光なさって、夜はまたボイチャなどいかがですか？』


    「まーそのー……やっぱり旅を続けたいと思います」


    『そうですか、残念です……ではせめて、近きん隣りんの村々にはお立ち寄りください。あのあたりも見所のひとつですから』


    「例の、物資を送りつけてくる村ですか？」


    　その村には、正直かなりの興味がありました。


    　ひとつの村を丸ごと養うほどの物資を、惜おしげもなく提供してくれるのです。


    　なんだかとってもわくわくします。仲良くしておいて、損はないって感じです。


    『この土地には他ほかにふたつの人里があります。ひとつは物資を送ってくるジャングル村、もうひとつは鉄道を所有しているカーゴ村が』


    「えっ、あの鉄道も村なんですか？」


    『ええ。もしよければ乗っていかれますか？　手配はできますが』


    「なにとぞ！」


    



    



    「やあ、乗車希望者というのはあなたでしたか」


    　やってきた鉄道からおりてきたのは、あの縞しま々しまのおじさんでした。


    　インドア村の方に、乗車手続きをしていただきました。


    「本日はよろしくお願いします」


    「この列車は停車駅が三つしかありません。このインドア村から、私どものカーゴ村、そして終点のジャングル村です。ご希望はどちらでしょうか？」


    「では、順番に立ち寄らせていただけますか？」


    「カーゴ村にもお立ち寄りになると？」


    「ダメでしょうか？」


    「いえ、そんなことは。ただ、とても珍めずらしいので驚おどろいてしまいました。たいしたもてなしもできませんが、それで良ければ是ぜ非ひお立ち寄りください。さあ、お好きな席にお座りを。列車に乗り慣れていないのであれば窓まど際ぎわがオススメです」


    「ありがとう。そうさせていただきます」


    　そしてわたしは、車上の人となりました。


    　列車は天面に設置されたソーラーパネルから、電力を得て走っているようです。


    「ソーラー式でも、線路だとずいぶん速いんですね」


    「そうですね。キャラバンなどに比べて、運うん搬ぱん効率は良いはずですよ。迅じん速そく・確実・丁てい寧ねいに物資を運ぶことができるんです」


    　列車はするすると走り、ほとんど揺ゆれることもなかったので、乗り物酔いにかかることもなく、とても快適な旅となりました。


    　妖精さんも網あみ棚だなをハンモックがわりに、昼寝モードでした。


    「ところで、インドア村から積み込んだ荷物は何なのですか？」


    　車中、運転席の縞しま々しまおじさんにわたしは問いかけます。


    　インドア村の入り口ホールで、宅配ボックスとは別に用意された郵送物入れから、おじさんが一ひと抱かかえもある紙束を回収していったのが気になっていたのです。


    「あれは本の感想と次回分の物資注文書ですね。百人からの住人が毎週出すものなので、ああいった量になるんです」


    「例の義務化された本の感想ですね」


    「ええ。もう何十年も続いている習慣なんですよ。物資と引き換えに、感想を書く。それでずっと回っているんです。ジャングル村のおかげで、私たちは生きていけます」


    



    



    　三〇分ほど走ると、列車はカーゴ村駅に止まりました。


    　カーゴ村は、かつて駅だった設備を中心に発展した土地でした。建物は幾いく度どもの改修が加わり当時のままではないのでしょうが、駅施設も線路も列車も健在です。


    　人口は八〇人ほど。わずかな家か畜ちくを飼っている他ほか、農耕も行われているようです。しかしこの村のすごいところは、なんといっても住人の動作が異様にきびきびしていることでした。


    　とにかくのんびり歩いている人がいません。


    　若者から老人まで、全員が小走りで行動しているのです。


    　そして全員がよく日焼けして、たくましい肉体の持ち主でした。


    　確かに彼らなら、人から預かった荷物を力強く運ぶことができるでしょう。


    「この村には、人間の筋力が溢あふれていますね、妖精さん」


    「じんにくって、すてきです」


    「やあ、お客さんとは嬉うれしいですな。私がこの村の長です。ここでは慣例的に駅長と呼んでいますが」


    　駅構内の一室で待っていたわたしのもとに、年配の駅長さんとその奥さんが、ダッシュでやってきてくれました。


    「どーもお世話になります」


    　ふたりともやはり縞々の衣服でした。


    「この服が気になりますか？　これは我々の民族衣装のようなもので……遠い昔、異国から伝わった、運うん搬ぱん業ぎように関かかわる者にとっての伝説的衣装なのですよ」


    　駅長さんが説明しました。


    「よくわかりませんが、とても爽さわやかな模様だと思います」


    「もしよければ、一着お持ちになりますか？」


    「いいんですか？」


    「ええ。ただし、これを着用した以上は、三歩以上の移動は走っていただきます」


    「え……？」


    「それが伝統でしてね。不思議なことに、このシャツを着た者は、そのようにふるまわずにはいられないのです」


    　奥様が言葉を継ぎます。


    「でもそれはとっても素晴らしいことなんですよ。きびきび動くことで、迅じん速そく・確実・丁てい寧ねいに日々を暮らすことができるようになるんです」


    「やっぱり遠えん慮りよしておきます」


    「このモットーのおかげで、私どもは過か酷こくな時代を駆け抜けてきたのですよ」駅長さんは遠い目をして語ります。「遠い昔、この地には運送を生なり業わいとする民族が乱立していたそうです。しかしそれらの運送集団は、どれも客を客とも思わぬ悪質な業者ばかり。配送日時は遅おくれる荷物は破損する時間指定は無視すると、やりたい放題だったそうです」


    　駅長さんの言葉に、奥様がおそろしい、と自分の肩を抱だきました。


    「はあ。そんな暗黒時代があったと……」


    　確かに手紙がぐちゃぐちゃに破れた状態で届いたら、いやな気分になりそうでした。


    「しかしある時、異国からやって来た伝説の配達人が、我々の先祖にセールスドライバーの心得を伝授したのだと言い伝えられています。そのおかげで、我々は生き残ることができたわけです」


    「セールスドライバー？」


    「自みずから車両を操り、荷物も届け、集荷依い頼らいも受けることから、そう呼ばれておりますな」


    「本来なら、とうの昔に衰すい退たいして滅ほろび去っていた村なんですが、幸いなことに隣となりのジャングル村のおかげで、仕事を続けることができます」


    「この村も、ジャングル村から物資の恩恵を？」


    「ええ、そうなんですよ」奥様がころころと笑います。「ジャングル村からインドア村までのの定期便を運ぶだけで、我々は十分な代価を得ることができるんですの」


    「どういう村なんでしょう、そのジャングル村というのは」


    「何度か赴おもむいたことがあります。とても素晴らしい村ですよ」と駅長さん。「施設、食料事情、人々の気前の良さ。まさにあの村こそ地上の楽園と言うほかありません」


    「ち、地上の楽園……そこまで……」


    「ごーぎゃーん」


    　わたしのつぶやきに、妖精さんが意味のわからない擬ぎ音おん語ごをかぶせてきました。


    　善意と物資で溢あふれた地上の楽園ジャングル村、俄が然ぜん興味がわいてきました。
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    　というわけで、わたしは三つ目の人里、ジャングル村を訪れました。


    　そこは噂うわさに違たがわぬ土地でありました。


    　人口が多く、設備が整っていて、豊かな土地でした。


    　青々と生い茂った森の中に埋うもれたかつての都市部を稼か働どう状態に保っていることが、文明維持の秘ひ訣けつと見ました。


    　ここには動く階段も、便利なロボットも、高度な農耕技術も、誰だれでも利用できる無む償しようのカフェテラスもあるのです。


    　そのカフェテラスに立ち寄ってみると、店長さんとおぼしき中年男性が、険けわしい顔つきで小型端たん末まつのキーボードを叩たたいているところでした。


    「このお店は無償で利用できると聞きましたが、本当でしょうか？」


    　男性はがばっと面おもてを上げて、舌打ちをします。


    「……あんた、誰？」


    「旅人です。インドア村からカーゴ村を経由して、先ほど到着したばかりです」


    　多少面めんくらいながらそう答えると、


    「……ふーん。で、何。ケーキとか食いたいの？」


    　苦手な感じ。でも言うだけは言ってみます。


    「はい。できたら」


    「図々しいやつだな。ま、いいけど。適当に座っててくれよ。すぐ持って行くから。あーあ、いいところだったのに邪じや魔まが入っちまったな」


    　不平たらたらで、店長さんは湯沸かしポットを作動させます。


    「……聞いている話とぜんぜん違う。感じ悪い」


    「とんずらこきますか？」


    　妖精さんとひそひそ会話していると、店長さんが自みずから紅茶とチョコレートケーキを運んできました。


    「そら、注文の品。ケーキは適当に選んだ。まあどれもうまいから、文句ないはずだ」


    　横おう柄へいな態度にいつもだったら眉まゆをひそめるところですが、ケーキを見た瞬しゆん間かん、そんな気分は吹っ飛びました。


    「これは珍めずらしい！　チョコレートケーキだなんて！」


    「ふん。このジャングル村は、かつての科学技術と周囲の森林資源をかけあわせることで、無む尽じん蔵ぞうの食料生産能力を誇ほこっているからな。しみったれたカーゴ村や、頭でっかちなインドア村とはわけが違うだろうよ」


    　言葉を聞いていると気が滅め入いるので、わたしはケーキを食べることに専念しました。


    　素晴らしい味でした。


    「ああ、とてもおいしいです。しっとりと湿った、舌に貼はり付くようなチョコレートケーキは最高です！」


    「妥だ当とうな評価だな。うちのケーキマシンは最高性能だからな」


    　ここまで美お味いしいものを口にした以上、多少の態度には目をつむることに決めました。


    「わたしも調ちよう停てい官かんをやっていろいろと見てまいりましたが、ここはかなりクオリティの高いシティですね。驚おどろきました」


    「そうか。あんた、なかなかわかってるな」わたしの心からの言葉に、店長さんは多少気を良くしたようです。「よし、好きなだけおかわりしな。今日は大サービスだ」


    　三〇分後。


    　わたしたちは地上の楽園にいました。
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    「ぷくまんでるーねー……」


    　自分の体よりも大量のケーキを食した妖精さんは、膨ふくらましすぎた風船みたいに丸まって床を転がっていきました。


    　輪りん郭かくこそ変わりないものの、わたしも実状に似たようなものです。


    　ふたりで一ホール分は食べた気がします。これ以上食べたら吐はく自信がありました。


    「店長さん、ここは最高の村です」


    「それは……五つ星か？」


    「へ？」


    「レビューだよ。五つ星評価で、満点かということだ」


    「星が多いほど高評価という意味でなら……そうですね、満点に近いと思います」


    　店長さんは葉巻を吸いながら、ニヤリと笑いました。


    「へへへっ、そうか。五つ星か。ならいいんだ」


    「わたし、誤解していました。この村には店長さんのような、心優しい方が大勢住んでいらっしゃるんですね。だから、他ほかの村に物資を惜おしげもなく提供できるんですね」


    「……あ？　別に惜しげもなく提供してるつもりはないぞ。あのクズどもに物資を恵んでやってるのは、利用価値があるからだ」


    　あまりの表現に、わたしの笑顔も凍とう結けつします。


    「利用……価値？」


    「当然だ。多少のものならくれてやっても構わないが、まとまった物資を出すんなら、それ相応の見返りってモンをもらう。当然の話だろ」


    「見返り、というのは？」


    「レビューだよレビュー。五つ星だ」


    　さっぱりわかりません。そんな顔をしていたのでしょう、店長さんは「ド素人しろうとは仕方ねぇな」とぼやくと、対とい面めんの席にどっかりと腰をおろします。


    「……いいか。生活の不自由が一切ない俺たちだが、人間ってのは生きる不安がなくなれば、次のより高度な欲求が出てくるものなんだ。食い扶ぶ持ちがなけりゃあ食い物探しに必死になるが、満腹になりゃあ次はねぐらよ。そんでねぐらが見つかりゃあ、次はスケや家族ってな具合だ。そうやって欲求の段階が上がっていくと、最後はこんな欲望が出てくる。人に認められたいって欲求がな」


    「いわゆる承認欲求ですね」


    「そうだ。皆から優すぐれた存在であると認められたい。それまで同格だった奴やつらに差をつけたい。屈くつ服ぷくさせたい。そのためには評価がいる。評価が高けりゃあ、優れてるってことだからな。一つ星より二つ星、三つ星より四つ星、なんといっても最高なのは五つ星だ」


    「なるほど」


    「ま、どういう方面で価値を見いだすのかって問題があるが、この村では容姿や力の強さなんてのはたいして意味はない。この村は誰だれもが物持ちだし、誰もが文字を読めるし、誰もが好きなだけ着飾れる。性格は自分で言うのもなんだが、俺を含めてどいつもこいつもクズばかりだ。そんな状況でものを言うのは実力……それも杓しやく子し定じよう規ぎに測ることのできない、センスの善よし悪あしがものを言うわけだ。理解できたかい？」


    「めちゃくちゃ理解できました」


    　特に「俺を含めてどいつもこいつもクズばかり」のくだりは感動的なほどでした。


    「だからここの村の連中は、だいたいどいつもこいつも[image: ]作をやる。[image: ]作こそがセンスの善し悪しをはかるのに最良のものだからな」


    「ははあ。インドア村の物資に、大量の本があったのはそういうわけですか」


    「あんた、なかなか頭の回転が早いな。センスがある証しよう拠こだ。へへ、そんなあんたが俺に五つ星をつけた。これは俺に屈服したことを意味しているぜ」


    「……く、屈服？」


    「そういうことになるんだよ」


    「そうですか……」


    「だから、俺たちは互いに書いたものを決して評価しない。ま、評価するまでもなくクソばかりだがな。あいつらの書いたものなんざ……」


    「あいつら？」


    「この村の連中だ。あいつらと来たら、どいつもこいつも鼻持ちならない連中ばかりだぜ。性格の悪さは言うまでもねぇが、その上、センスまで悪い！　いわゆるクソだな。たとえば二丁目の酒場の店主だ。あのクソオヤジの書く小説と来たら、どろどろの三角関係ばかりだ！　そんなものを読んでもまったく楽しくないし、気分が沈むだけだ！」


    　むちゃくちゃ怒っていました


    「ちょっと話が見えなくなりました……三角関係が、なんですって？」


    「小説に決まってる！　あのクソヤロウの小説は、いつも愛あい憎ぞう渦うず巻まく三角関係ばかりだ！　バカの一つ覚えみたいにな！　しかもそんなくだらねぇものが、インドア村の連中からは五つ星評価をもらいまくってる！　俺だったらあんな小説、一つ星確定だってのによぉ！」


    　どうやら、相手の[image: ]作傾向に対して壮絶な悪意があるご様子。


    「質問なんですが」


    「なんなりと」


    「店長さんの書く小説というのはどのようなもので？」


    「俺の描くものは純愛だ！　若い男女の、ピュアで美しい恋模様を、甘く切なく詩情豊かな表現で綴つづる……これこそが真実のヒューマンドラマだぜ！　があっ！」


    　店長さん、吠ほえます。


    「酒場のオヤジだけじゃないぜ。この村の連中、どいつもこいつもどうかしてる。脳の機能に異常性、顕けん著ちよだぜ！　四丁目の雑貨屋！　あいつが書いてるのは戦争小説だぞ？　純愛も描かずそんな殺さつ伐ばつとしたものを書くなんて、心が破は壊かいされている証しよう拠こだ！」


    「はあ……」


    「七丁目のあいつは怪かい獣じゆうが街を破壊する話、一丁目のババアは高こう慢まんな女王が男をとっかえひっかえ面おも白しろくおかしく暮らすだけの話を書いてやがる。いずれもクソだ。奴やつらはみんな脳みそでクソを垂れるんだ。畜ちく生しよう！」


    　店長さんはテーブルをだむだむと叩たたきました。


    「屈くつ服ぷくさせてやる……俺の小説で！　高評価レビューや五つ星をとりまくって、奴らとの差を見せつけてやる！　こうしちゃいらんねぇ、新作書き進めねぇと！　だあっ、あんたなんぞの相手してる場合じゃねぇ。悪いが執筆に戻らせてもらう。紅茶とかは勝手に飲め！　俺は忙しいんだ！　執筆スピードも重要だからな！　素早く新作を脱だつ稿こうし、カーゴ村の連中にとっとと運ばせて、インドア村の連中から五つ星をゲットしなきゃあよ！」


    　店長さんは猛もう然ぜんとカウンターに戻り、小型端たん末まつに猛然と打ち込みを再開しました。


    「……行きましょうか」「げーふ」


    　丸々と太った妖精さんを拾い、わたしはカフェをあとにしました。


    



    



    「いかがでした、ジャングル村は？」


    　翌日、帰りの列車便の中で、縞しま々しまおじさんがにこやかな顔で問いかけてきました。


    「……なんと言っていいのか」


    「ムカついたでしょう？」


    　わたしは目を皿にして縞々おじさんを見つめます。


    「……ご存じだったんですか」


    「もちろん。毎日のようにあの連中と接していますから。だから、嫌いやな気分になった時の対処も知っていますよ」


    「どうするんです？」


    「レビューで酷こく評ひようすればいいんですよ。連中にはそれが一番のダメージです」


    「うわあ。ちょっと可か哀わい想そうですねえ」


    「何、そのくらい、物書きなら当然受け止めるべき試練ですから。実のところ、我々の村ではたまにこっそり改ざんすることもあるんですよ。なにしろ、彼らを煽あおって[image: ]作スピードをアップさせれば、運うん搬ぱんサイクルが早まってより潤うるおうわけですからね。どうです？　憂うさ晴らしにあなたもいっちょ酷評などしてみては？」


    「いやあ、あははは……さすがにねえ？　それは……」


    「ふふふ、そうですか。ははは」


    　インドア村まで運んでもらい、ここから旅を再開することにしました。


    「さて、その前に……」


    　手帳を開いて今回のレポートをしたためることにします。


    　これはいつか旅を終えた時、『世界人里ガイドブック』を書くための資料メモです。


    「にんげんさん、にんげんさん？」妖精さんが問います。「どのむらが、さいきょう？」


    　わたしはうーんとうなってしまいました。


    「ジャングル村が一強のように思えて、実はインドア村という純じゆん粋すい消費者は不可欠であり、さらにカーゴ村の見えない影えい響きよう力りよくが働いていて……いやこれは難しいですねえ」


    　いくら考えても、その疑問に結論が出ることはありませんでした。
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    民族の再発見にまつわる不都合な真実


    



    



    　色とりどりに咲き誇ほこる、童話か絵本のような花畑でした。


    　花絨じゆう毯たんは地形を覆おおって続いていき、やがて緑濃い森や都市遺跡へと溶けていきます。


    「わたし、困ってます」


    　そんな明めい媚びな風景のただ中で、わたしは途方に暮れていました。


    「どうされましたか、ひめ？」


    　おつきの妖精さんが、ポケットから顔を出しました。


    「ごらんなさい」


    　手にしていた古地図を、妖精さんの顔の前に垂らします。妖精さんは地図をじっと眺ながめてから、目の前の地面に視線を移し、最後に顔を上げました。


    「……あるはずのものがない、かんじぃ？」


    「正解です！」


    　人っ子ひとりいない草原のただ中で、わたしはヤケクソ気味に声を張り上げます。


    



    



    　地図に描かれた古い街道をたどって旅を続けてきましたが、道は花々に覆い隠かくされ、とうの昔に途切れてしまっていたのです。


    「地図なしで進んだら、すぐに自分の居場所がわからなくなりそうです」


    「たまにはぼうけん、してみては？」


    「これは旅であって、冒険じゃないんです。はあ、どーしよ……」


    　無力に立ち尽つくしていると、二人目（ランダムに増減します）の妖精さんが、ひょっこりと同じポケットから顔を突き出しました。


    「はっけーん」


    「どんな発見ですか？」


    「ぜんぽーに、たのしいよかん、びんびんきてます？」


    　一般的に妖精さんたちは、楽しいことは敏びん感かんに察知します。


    　つまり森の中で、何かが起こっている。


    「距きよ離りはどのくらいですか？」


    「よんまんきろほど？」


    「いっ!?」


    「それ、はんたいほうこう」「あー、そうだった」


    「……あ、そういうこと」
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    　数秒遅おくれて地球一周分の距きよ離りだと気付くわたし。


    　反対方向に直進して地球一周分なら、人里は目と鼻の先。


    　楽しいかどうかはともかく、人里があるなら訪れたい。


    「いきますか？」「いかれますか？」


    「行きましょうか」


    　ということになりました。


    



    



    　街道の途絶えた先、オークやブナの密生する森の中に、村は隠かくれていました。


    　入り口付近に『忘れ去られ村』と刻まれた柱が立っています。


    「いかにもな名称の村ですね」


    　森を切り開いた広場には、無数の天幕が整然と並んでいました。


    　さっそく第一村人を発見するのですが……。


    「とーきん？」「とーきーん？」


    「う……話せと？　あの人に話しかけろと？」


    　たくましい体つきの大男です。わずかな毛皮を腰に巻いているだけの姿で、腰には斧おのをぶらさげていました。筋肉があるので衣類など必要ない、と全身で語っていました。筋肉があるので人類愛も必要ない、と思っていやしないでしょうか？


    　不安はありましたが、頑張ってトークしてみたいと思います。


    「あのう……もし？」


    「ウオォォッ！」大男さん、見返りシャウト。


    「きゃ──っ!?」「ぴ───っ!?」「ぴ───っ!?」


    　ふたりの妖精さんが一いつ瞬しゆんで姿を消します。


    　わたしにはそんな器用なことはできないので、棒のように硬直したまま。


    「アん？　オマエ、ナンダ？　だれダ？　よそ者か？」


    「あの……旅行者なんですが……」


    「リョコウシャってなんダ？　ウマイのか？」


    　蛮ばん族ぞく系男子は身を乗り出してきます。


    「お、おいしくはないでしょうねえ……たぶん」


    「んなコタぁない！　ジツにウマそうだ」


    「あの、落ち着いてください。わたしは国連の調ちよう停てい官かんという仕事をやってまして……」


    「えっ？　国連の調停官？」


    　蛮族の人は、ぴんと背せ筋すじを伸ばしました。なんだかその一瞬だけ、気弱な文明人のような物腰でした。


    「……オマエの言うコト、ヨクわからナイ。オレサマ、オマエ、とりま族長に会わす！」


    　神しん妙みような顔で、そう言いました。


    



    



    「ワレワレ、この森で、五〇〇年暮らしてキタ」


    　大男さんに案内された民族色豊かな天幕で、族長さんと対面しました。


    「五〇〇年！　本当ですか？」


    「娘、ウタガウか!?」


    　老いてなおマッチョの族長さんは、かたわらの斧おのをがっしと摑つかみました。


    「ウタガウなんてめっそうもない！　全面的に信じますよ」


    　理り不ふ尽じんな脅きよう威いには、処世術で立ち向かいます。


    「娘、それでヨイ」


    　族長さんは斧から手を離はなしました。しかし少しもほっとしません。天幕の内側には、他ほかにもたくさんの斧が飾られています。


    「アックス、気になるか」


    「は、いえ、見事なコレクションだなあと思いまして」


    「アックス、戦士の魂たましい。良いアックス持つ、それ戦士ノ誇ほこリ。つい集めちゃう」


    　……おじいさんの鉄てつ砲ぽう趣しゆ味みと似ていますねえ。


    「ところで質問なんですが、どうしてこんな森の奥で暮らしておいでなので？」


    　言っちゃあなんですが、かなり原始的な暮らしぶりです。


    　こんな素そ朴ぼくな文化水準でも、なぜか人々は不自由なく暮らしているようで、途中ですれ違った人々の顔には余裕があり、肌もつやつやとしていました。


    「ウム。かつて世界、古き神々の争いにより、えらいことになった。それキケンだったから、我らが祖先、森に逃のがれた」


    「え、それはいつの話ですか？」


    「だから五百年前」


    「神々というのは？」


    「五大神ダ。その中でも大地母神と暗黒女神、このあたりでかなりブイブイいわした。それで山の形変わったり、大陸沈んだりした」


    「あの、せめて五千年くらい大昔にした方が、神話のリアリティが増すのでは？」


    　族長さんはカッと目を見開き、アックスを摑みとります。


    「我らが伝承、ウタガウか、ムスメよ！」


    「いいえ、とんでもない！」話を戻すことにします。「神々の争いから逃れるため、森に避ひ難なんした皆さんは、そのまま定住されたということなんですね？」


    「イカニモ。ワレワレ、ズット孤こ立りつしてた。最近まで外の民いる、知らなかった」


    　といっても、森に入って徒歩一〇分の距きよ離りなんですけどね、ココ。


    「外のこと、ワレワレ、よく知らぬ」


    「でしょうねえ」


    「そんなワケで、外の民歓迎。オマエ、観光してってヨイ。ホテルも用意する」


    「ここ、ホテルがあるんですか？」


    「我わが部族、ホテルもテント。オマエ、テント苦手か？」


    「いいえ、まったく。ありがとうございます族長さん」


    



    



    　村の中心に、そのホテルはありました。


    　大木の幹を柱に、布を複雑に張り渡して、いくつかの個室や廊下、広間などを再現した、特大の天幕です。


    「客人、まじないノ品、預かる」


    　受付の中年男性に、そんなことを要求されます。


    「まじないの品ってどういうものでしょう？」


    　男性は、わたしが首に下げていた双眼鏡を指さします。


    「これはただの機械で、呪のろいの品ではないですよ？」


    「呪いのかかった品、人を不幸にする。この村、禁止してる」


    　そういうことになっているみたいです。スイタイした村では、かつての科学技術が禁きん忌きとなってしまったとか、そういう感じでしょうね。


    　村を出る時に返却してくれるというので、素直に預けてしまうことにしました。


    　その後、案内された客室はなんと、実家の部屋より広々としていました。


    「負けた……」


    　板材を敷しきつめた擬ぎ似じ的てきフローリング、落ち着いた配色の壁布、シンプルながら優すぐれた木工の家具。葉や枝を加工したスリッパや歯ブラシといったアメニティも充実していました。


    　小窓としてくりぬかれた部分には、虫よけの網あみが張ってあり、枯れた葉の繊せん維いで織ったようなレース状カーテンまで備え付けられています。


    　石の水洗トイレに、専用ホルダーにセットされたロール状のトイレットパピルス。


    [image: ]


    　同じく、シャワー付きのバスルームは、ボイラーでお湯が使えます。


    「本当に……蛮ばん……族ぞく？」


    　ぶつぶつ唱となえながら戻ると、寝台の上に消えた妖精さんたちが戻っていました。


    「すてきなおへやですなー」「ふしぜんなほどに」


    「気にしちゃいけません」


    　妖精さんたちはぴょこぴょこ室内を探検し、ちょうど彼らサイズの斧おのを担かついできました。


    「ちいさなおのだー」「ぼくらよう？」


    　アメニティとして用意されていた、ひげそり用のミニチュア斧でしょう。


    「客人、イイカ？」


    　ドアがわりの垂れ幕をくぐって、若い女性が顔を見せました。


    　その女性はとても背が高く、とてもグラマラスでいらっしゃいました。成熟した体にビキニ鎧よろいを身につけ、例によってアックスを腰に帯びています。わたしとは正反対のタイプで、生命力に満ちあふれた、だけどとっても迫はく力りよくのある美人さんでいらっしゃいました。


    「アタイは女戦士。名は、狼おおかみと踊る女」


    「変わったお名前で」


    「ここいら、みんなこう。それよりアタイ、案内役やれ言われた。どこでも案内する。あと同じ女同士、なんでも相談受ける」


    「あなたが案内人さんですか。よそ者が、ご迷めい惑わくをおかけしますね」


    　狼と踊る女（以下女戦士）さんは、鷹おう揚ようにかぶりを振ります。


    「アタイらよそ者、大事にスル。気にするな」


    　だけど一いつ瞬しゆんだけその顔には、寂さびしげな表情がよぎりました。


    



    



    　このホテルは朝夕の食事がつくそうです。スイタイしたのにとてもサービスが良くて驚おどろきます。夕食までにはまだ少し時間があったので、女戦士さんに村を案内してもらいました。
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    「ココ、居住区」


    「テントがいっぱいありますねぇ」


    「ココ、戦士訓練所」


    「皆さん、打ち込んでらっしゃいますね」


    「ココ、水みず汲くみ場」


    「枝に固定した雨あま樋どいで、水を集めてるんですか。へー」


    　ダイジェストでお届けしました。


    　結論として、隠かくれ住んでいるわりには、よく整備された村落でした。


    　人々の表情にも、どこか人生を楽しんでいるような余裕があります。経験上、食しよく糧りよう事情が豊かな人里は、こんな雰ふん囲い気きであることが多かったです。


    　そんな話をすると、


    「忘れ去られ村、食べ物、不自由ナイ。優秀な狩しゆ猟りよう団だん、いる」


    「へー。狩猟採集ベースなんですね」


    「うむ。肉と川魚、よく食べる」


    「そういえばおなかがすいてきました」


    「なら、食い物ある場所、行く」


    「それはありがたいです」


    　移動する最中、わたしは奇き妙みような建造物を発見します。ピラミッドと激似。トレス疑ぎ惑わく。


    　忘れ去られ村では、建物は木造か天幕のいずれかなので、小屋程度のサイズとはいえ石で作られた建築物は目を引きます。トレス疑惑も目立ちます。


    「客人、いけない！」近づこうとしたわたしを、女戦士さんが強く止めます。「禁断の三角岩、呪のろわれた品、封印する場所」


    「族長のお墓とかじゃないんですねコレ」


    「森の奥地、たまに呪われたもの、見つかる。それ、悪あく霊りよう宿ってる。封じる」


    　呪われた品って、機械のことなんでしょうけど。まあ、文化は様々です。


    「……スマナイ。おわびに、市場でサービスする」


    　最後に案内されたのが、人通りのとても多い広場です。


    　テントや露ろ店てんがあちらこちらにあり、大勢の村人が買い物を楽しんでいました。


    「これは驚おどろきました。この村では、通貨が使用されているんですねー」


    「客人、小遣いやる。手て土産みやげ、買え」


    　巾きん着ちやく袋をくれました。中身は、角のとれたコンペイトウみたいなごつごつした小石と、小指をかたどったような棒状の小石。


    「それで買う。丸い方が戦士の首、細長いのが戦士の指。首ひとつで指五つ分の価値」


    「首？　指？」


    「この村、戦いくさで活かつ躍やくした者、ほうびもらうシキタリある。敵の首たくさん狩る、それ勇者。勇者の証あかし、狩った首の数で決まった。これ、その名な残ごり」


    「ひええっ！」


    　取り落としそうになってしまいました。


    　よく見ると、首は目鼻口がなんとなくわかる不ぶ気き味みな造形になっていました。


    「つ、つまり通貨なんですね。ありがとうございます」


    「たいした額、ない。サービス。気にするな」


    　露店は主に干し肉や果実や毛皮といった、食品や日用品を商あきなっています。


    「せっかくなので、記念になるものでもと思うのですが、何がいいでしょうか」


    「それなら、アックスが良い。こっちだ」


    　女戦士さんは、斧おのの絵が描かれた看板を掲かかげた、大きなテントに歩いて行きます。


    　テントの内外に、ムキムキ全裸男女がひしめいていました。


    「皆、今年の新色を求めてやってきた、部族の戦士たちだ」


    　服や口紅じゃないんだから。


    　女戦士さんは、カウンターの上に置いてあった巻物を取り上げます。


    「今年の新作カタログ、見てみろ」


    　渡された巻物には、新作斧おののイラストが掲けい載さいされています。


    　染料を使ったかなり緻ち密みつな絵。様々なタイプの斧が、豊富なカラーバリエーションで展開しているようです。この村には大勢の斧職人がいるらしく、ブランドごとにロゴマークまで存在していました。軽く絶句しました。


    「バーバリアン（ブランド名）の新作、とても良イ」「アレキサンダー（ブランド名）の両手斧も、なかなか」「イヤ、今年のマストバイ、このクロマニヨン（ブランド名）のストーンアクス」「ストーンアクス流行、ナイ！　攻こう撃げき力りよく低イ！　時代遅おくレ！」「流行、一周スル！　きっとハヤる！　クル！」「おまえそれ、センス悪いダケ！」「そんなことナイ！　おれ、この村イチバンのトレンドセッター！　オマエラ、古い！」


    　周辺では、戦士たちが買い求めたばかりの斧をネタに、熱く盛り上がっています。どう解釈しても戦士の会話とは思えませんが。


    「悩んでいるなら、選んでやる」


    　女戦士さんがカタログを指さしました。
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    「今ならこのピンクのアックス、強カワイイと女戦士に人気。ヘビーローテ、カクジツ」


    　その値段は３首２指（首三つと指二本）でした。高いのかも安いのかも不明ですが。


    　確かにそれは、軽くて扱あつかいやすそうな斧です。


    「……でもなんだろう、このナニカチガウ感……」


    「買うなら、赤系アーマーで、コーデしろ」


    「いえ、そこまでは……お金もかかりそうですし」


    　ビキニアーマーは絶対に着ない。


    　わたしときたら水着でさえも、ワンピースでパレオ付きでないと気になってしまうタイプなのです。淑しゆく女じよなのです。ビキニアーマーなど装備できるはずもないのです。


    「大だい丈じよう夫ぶ。オマエなら、似合う。アタイのアーマー、お古やる」


    「えっ、結構ですよ？　戦いませんし！」


    「鍛きたえがたりない頃ころのアーマー、たぶん今のオマエ、ジャストサイズ。いけるいける」


    「いけないいけない」


    「いけるいける」


    「いけないいけない！」


    



    



    「……死にたい」


    　最悪なことに、お古のビキニアーマーは、わたしの体にピッタリでした。


    　薄うすい赤のアーマーに、ピンクの斧おのはよく映はえました。映えたからどうだと言いたいが。


    「にんげんさん、くらすちぇんじおめー」「おめー」「まほうつかいから、せんしー」


    　微び妙みように楽しい出来事らしく、ひとり増えてるしで、もう。


    　さっそくこの村の文化に影えい響きようを受けてか、全員蛮ばん族ぞくスタイルです。


    　譲ゆずってもらったアーマーですから、すぐに脱ぬぐことも失礼でできません。でもとても人前を歩くことなどできそうにないため、ホテルの部屋にひきこもろうと決意しました。


    「なんとか……明日の出発までヒキって……それでなんとか、しのぐ！」


    「なにとたたかうー？」「てきはー？」「まものとか？」


    「いませんそんなもの」


    　だいたいこの村、もはやどこと戦争する必要もないのに、あんな大勢の戦士階級をどうやって養っているんでしょうね？


    「今の人々に、アックスなんていらないんです……」


    「わかものの、あっくすばなれ？」


    　たぶん違います。


    「なんとかする？」「してみる？」


    「しちゃいけません」


    　妖精さんたちは顔を見合わせました。


    「でもたのしいと」「なんとかなっちゃう？」「からだがかってに」「やりたいほーだい」


    　すでに四人になっているのです。


    　良くないパターンにはまりつつあるのかもですね。


    「客人、イイカ？」廊下から女戦士さんの声。「そろそろ宴うたげ、はじまる時間ダ」


    「え、宴とは？」


    「族長の家で、客人モテなすこと」


    「ああ、それはどうも……。じゃすぐに着替えますね」


    「何言ウか客人」女戦士さんは笑いました。「それ、正装」


    「噓うそ!?」


    　この格好で主しゆ賓ひんとして出席しろと？


    「大だい丈じよう夫ぶ。いけるいける」


    「いけないいけない」


    「いけるいける」


    「いけないいけない！」


    



    



    「……討うち死に」


    　ビキニアーマー着用のまま飲み会に参加させられるという拷ごう問もんを三時間受け、わたしはすっかりグロッキーになりました。寝台に突っ伏して恥はじの記き憶おくを上書き消去していると、不意に妖精さんの姿がいなくなっていることに気づきます。


    「静かすぎる。誰だれもいないんですか？」


    　ジワジワと増ぞう殖しよく傾向があったのに、いきなり消えてしまうだなんて。


    　そういえば……宴えん会かいで戦士と魔ま物もの（中身は人）が戦う出し物があり、妖精さんはそれを見てとても興こう奮ふんしていたような記憶があります。


    「なんだ、モウ着替えたか。似合っていたのに、もったいナイ」


    　女戦士さんが水筒を持ってきてくれました。


    「アーマーのままでは眠れませんよ」


    　水筒を渡したあとも、女戦士さんには去る気配がありません。


    　つるを編あんだ椅い子すに腰掛けて、水を飲むわたしを横目で何度もチラ見するのです。


    「……あの、何かご用でも？」


    「客人、あしたの早朝、狩り見にいかないか？　行きたいなら、すぐ案内するが？」


    　身を乗り出して、そんな提案をしてきました。


    　なんだか自分が見に行きたいという態度です。


    「か、狩りというのは、本当の狩り？」


    「そう。月に二度、狩しゆ猟りよう団だん、狩りに行く。狩猟団入れる、本当の戦士ダケ。アタイ、まだ見習い。けど客人が見たいなら、狩猟団のあとつける」


    「尾行するって言ってませんか、それ？」


    「アタイ、客人の案内役仰おおせツカった。客人が見たいなら、案内する義務ガある！」


    「ああ、そういう狙ねらいですか……」


    　少し考えて、応おう諾だくしました。


    「……客人よ、カンシャする」


    　女戦士さんは丁てい寧ねいに一礼すると、あしたの早朝に呼びに来る、と言って出て行きました。


    　この村には、絶対に秘密があるはず。


    　それを観光せずに、次に旅立つことはできますまい。


    



    



    　そして翌日の早朝、まだ陽ひものぼらぬうちから、わたしと女戦士さんは村を出ました。


    　前方には族長さんを含む、何人かの狩しゆ猟りよう団だんが先行していきます。


    「狩り場、聖地と言われる。それ、森の奥にある」と女戦士さん。


    　尾行なので、相手に気づかれないよう、気配を殺して前進します。


    　三〇分ほど進むと、狩猟団は別の人間集団と落ち合います。


    「あの者タチは……？」


    　女戦士さんは知らないようです。しかしわたしは知っています。


    　彼らは救世軍キャラバンのメンバーです。


    　信仰を基き盤ばんとしたボランティア団体で、通貨なき現代でも国連から配給を委い託たくされていて……食べ物から手紙まで、なんでも配達してくれる便利屋さんです。特徴的な白いトレーラーが付近に停車しています。


    「他ほかの部族の者たち……か？　我わが部族は……何を受け取ってイル？」


    　キャラバンの人々は、狩猟団の皆さんに何かを差し出します。戦士さんたちが、その何かの包み紙を破いて黒っぽい棒を口に運び、もっちゃもっちゃと食べはじめました。


    　……モロにチョコバーです。


    　談笑した後、彼らは協力して荷下ろしを開始します。


    　無数の木箱が、付近の小屋に運び込まれていきました。


    　……モロに配給です。
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    　荷下ろしが終わり、トレーラーが走り去ると、狩猟団の一行は荷解きに着手しました。


    　中身の大半は食料品や医薬品です。衣服や雑貨も少しは混じっていました。それらは小屋の中に積まれていき、しばらくここで保管されるようでした。


    「ははあ、読めてきましたよ」


    「え？」女戦士さんは茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていです。


    「つまり、これが族長さんの定義する狩猟なんでしょうねえ」


    「え？　テイギ？　何？」


    　どう説明したものか迷います。とてもデリケートな問題だと思ったからです。


    　迷っていると、一団から族長だけが、荷物を背負って道を戻ってきました。わたしたちは慌あわてて、近くの茂みに身を隠かくします。


    「長が持ってるの、ナンダ？」


    「……なんとか見えたのはカメラとコーヒーメーカー、あとたぶんデータ記き憶おく装置です」


    「かめら、って？　あれ？　狩り……は？　敵との、死し闘とうは？」


    「この村の狩りに、バトル要素はありません」


    「えへえ？」変な声をあげました。「じゃあアックス……は？」


    「装飾品」


    「あう、えう、おう」


    　現実を突きつけすぎてしまったでしょうか？


    　女戦士さんは去りゆく族長さんに視線を向け、


    「……族長のあと、つける」


    　思い詰つめたような顔で、そう宣言したのです。


    



    [image: ]


    



    　そうして族長さんが入っていったのが、例の小型ピラミッドなのでした。


    　地下におりる通路が隠かくされていたようです。


    「……おりますか？　真実を知ったら、引き返せないかも」


    　女戦士さんは重々しく「おりる」と頷うなずきました。


    　で、おりていったわけです。


    　地下は単純な構造で、短い廊下の向こうに広めの個室があるだけでした。


    　個室に入ると、コンピュータに囲まれた族長さんがくつろいでいました。


    　大型のＬ字デスクの上には、何台もの薄うす型がたモニターが置かれています。その中央で族長さんは座り心ごこ地ちの良さそうな椅い子すに深々と座り、ヘッドホンを装着し、音楽にノリノリになりながらキーボードを叩たたいていました。


    　族長さんを囲むモニターには、それぞれ異なった娯ご楽らく用ソフトウェアが表示されていました。ゲームソフト、楽曲作成ソフト、コンテンツ再生プレイヤー、お絵かきソフト……などなどなど。それらをマルチモニターで同時に立ち上げ、次から次へと飛び石伝いに堪たん能のうするという電子的享きよう楽らくにふけっていたのです。


    「こ、これは一体!?」


    　女戦士さんが瞠どう若じやくするのも当然のことです。


    「うおっ、おまえたちなぜここに！」


    「族長さん、どういうことですか！　機械は呪のろいだから禁止じゃなかったんですか！」


    「ま、待て！　私はただ危険な呪いの品々をよりよく管理するため、いわば毒味をしているのであり、私的利用をしていたわけではない！　危険な品を長期にわたって保管するためには、その扱あつかいに熟知する必要性があり、いわば理性的なごにょごにょ……」


    「口調変わってるじゃないですか」


    「あ……いや……普ふ段だんの私はそういうキャラ作りで……」


    　キャラかい。


    「ぞくちょう、あたいら、だましてた？」


    　ぽかーんと口をあけたまま、どことなく妖精さんみたいな顔で、女戦士さんは問います。


    「いや、これは事情があるからで……決してだましていたわけではナイつもりはあった」


    「じゃあ……だまされて、ない？」


    「いいえ。だましてましたよ。スキャンダルですよ」


    　女戦士さんは突然、泣き声をあげます。


    「やっぱりだましてたんだ！　やだ───！」


    　号ごう泣きゆうダッシュで地下室から出て行きました。


    「ま、待て！　狼おおかみと踊る女よ！　ひ、人には言わないでぇ！」


    　デジタルルームに、私と族長さんが残されます。


    「……一応おたずねしますが、事情というのは？」


    「う、うむ。国連の人に話すのは、少し勇気がいるんだがね……」


    「個人の旅行者として来ていますから」


    「あ、そう？　そうしてくれる？　そうしてくれると助かるなあ。うへへ」


    　心の汚よごれた文明人のような、愛あい想そ笑いでした。


    



    



    「五百年、いやそれ以上の歴史があるのは事実なのだ。時期は定かではないが、理由が神々の争いというのは噓うそで、ご先祖様がファンタジー小説に出てくるエルフみたいな自然回帰的で優ゆう雅がな暮らしをしたかったというのが本当の理由だ。残された当時の記録にも、毎日バーベキューとかして暮らしたい、と書いてある」


    　アホみたいな理由を聞いてしまった。


    「だがその後、隠かくれ里での暮らしは厳しくなる一方で、文化水準は著いちじるしく後退した。それが私の子どもの頃ころにバードウォッチャーに発見され、国連の支援を受けることができたのだ。食料とか衣類とか教育とか、いろいろと。私も実は外の世界に部族代表として留学していて、実は大学出だったりするのだ。当時はまだ大学も運営されていた。専攻は情報学だ」


    　大学出だったんかい。


    「国連支援はあまりにもおいしく、村の暮らしは格段に楽になった。いや、楽すぎたと言ってもいい。だが支援プログラムは、村が自活できると判断されたら打ち切られる……」


    「まさか、そのためにあえてわざわざ原始的生活を？」


    「あくまで支援を維持するためにだよ君。森は本来、人間が生きる世界ではないのだからね。ただ村の中でもエリートコースにいる者だけは、狩しゆ猟りよう団だんメンバーになってもらう都合上、文明人としての基き礎そ教育を受けてもらっているが」


    　言われてみれば、第一村人の態度は少し不自然なところがありました。


    「じゃあ電力はどうやって？」


    「このあたりには、かつて人類の手により改良され、その後に野生化した発電植物が群生しているのだ。光合成活用発電と言うのだが……そこらから適当にひいておる」


    「そんな技術が残っているなら、暮らしだって改善できませんか？」


    「いや……それでは支援が打ち切られる可能性がある。わずかな電気だけで村全体の必要を賄まかなうことは難しいという試算もあってな。難しい問題なのだ……」


    「引っ越したら？」


    「そ、そんなことをしたら大事な大事な既き得とく権けん益えきが！」


    　……だめだこりゃ。


    「そうだ、狼おおかみと踊る女を追わねば！　追って事情を話し、身内に取り込まねば！」


    　族長さんが今いま更さらなことを口走ったその時、外から「族長ー！　大変です族長ー！」という叫びが伝わってきました。ついに本日の妖精さんタイムですか？


    



    



    　わたしと族長さんが村の広場に駆けつけると、すぐに戦士のひとりが寄ってきて、
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    「族長、魔ま物ものダ！　魔物ガ攻めてキタ！」


    「魔物だと！　そんなものがいるわけがないだろう！」


    　すっかり現代人口調になってしまったことにも気づかず、族長さんは一いつ喝かつします。


    「デモ族長、アレ……」


    　指さした先で、魔物の群れが暴れていました。


    「なんだ、あの怪物どもは！　非科学的にもほどがある！」


    　新手のギャグかと思いました。


    「あれはハロウィンのモンスターみたいですねえ。小鬼に精せい霊れい、幽ゆう霊れい、カボチャおばけ、ゾンビに吸血鬼に人食いトマト。仮装行列みたい」


    　モンスターたちは、実に楽しそうに広場を飛び回り、体当たりをしたり目から光を発したり子どもを追いかけ回したりしていました。


    「ええい！　中の人だ！　中の人がいるに決まっている！　割さいて引きずり出せ！」


    　蛮ばん族ぞく系男子、震ふるえ上がります。


    「そんなこわいこと、オレ、デキナイ！」


    「そのアックスは飾りか！　おまえ戦士だろう！」


    「それは酷こくな命令ですよ族長さん、だってホラ、戦ってる人なんてひとりもいませんし」


    「何……？」


    　実戦経験など皆かい無むに等しい村の戦士たちは、はじめて目にする怪物におののき、逃げ惑まどうばかりです。いや、ただひとりだけ、怪異に立ち向かう若き勇者がいました。


    「魔ま物ものメ！　アタイが相手ダ！　戦士の魂たましいハ、不ふ滅めつダ───ッ！」


    　女戦士さんは勇ゆう敢かんにも魔物の集団に飛び込み、斧おのを叩たたき込みました。


    「あれー」「やられー」「さいならー」「またあうひまでー」「けいけんち、しんてー」「あいてむどろっぷー」


    　たったの一いち撃げきで、カボチャおばけは風船みたいに弾はじけて、中からたくさんの妖精さんが破片さながらに飛び散りました。


    「こ、これは！　妖精さんが……欠けていたニッチを占めている！」


    　ニッチとは生態的地位のこと。


    　つまり、秘境であり戦士もいたのに、それさえ実在すればバランスが整う魔物だけがいなかったため、魔物ポジションのニッチが空席になっていたわけです。そこに妖精さんが嬉き々きとして飛び込んだ、ということでしょう。楽しい予感がびんびん来るはずです。


    「ナンダ！　この小さな人はー！」「ヨ、妖精か!?」「ウジャウジャいるー！」


    　大混乱に陥おちいる広場で、女戦士さんだけが孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていました。


    　魔物はまあ安全なんでしょうが、放ほうっておいても混乱はおさまりそうにありません。


    「しょうがないなあ……一宿二飯一土産みやげのお礼にちょっとだけ手伝います」


    　念のため、アーマーと斧、身につけてきて、ヨカッタ（ちょっとうつった）。


    「やー」


    　気のない雄お叫たけびとともに、わたしは騒そう動どうの中心に突とつ撃げきしていくのです。


    　……あとで気づいたんですけど、ハロウィンなんだからお菓子をばらまいたらそれで解決したような気がしますね。まあ、いいか。済んだことだし。


    



    



    「にんげんさん、にんげんさん」「ぼくら、しばらくここで、あそんでても？」「ここにいると、まいにちがれっつぱーりー」


    　妖精さんたちがそんなお願いごとをしてきたので、わたしは彼らと別れてひとりで村を出しゆつ立たつしました。少し寂さびしかったですけど、当時はその方が良いと思ったのです。


    　年月が流れ、わたしは旅の戻り道、再び忘れ去られ村に立ち寄ってみました。


    「あっ、アンタ！　伝説の客人！　久しぶりだねえ！」


    　あの女戦士さんはすぐにわたしに気づいてくれました。


    　あれからちょっぴり成長した女戦士さんですが、相変わらずビキニアーマーとアックスを装備していました。変わったことと言えば、


    「口調、ずいぶんとなめらかになりましたね」


    　女戦士さんは照れくさそうに笑っていました。


    「最近、外との交流が活発で、自然とね」


    「繁はん盛じようしてるみたいで、良かった」


    　他ほかの土地からの観光客が大勢いて、それにともない屋台や露ろ店てんの数も増え、里の隆りゆう盛せいは明らかでした。アーマーやアックスのレンタルサービスは、以前にはなかったものです。


    「アンタのおかげだよ。族長の秘密を暴いてくれたからさ。あれから観光客がめちゃくちゃ増えて、支援は止まったけどすごく豊かになって、しかも戦士の誇ほこりも失わずにすんだんだ」


    「それは喜ばしい」


    「魔ま物ものはいくらでも現れて全ぜん滅めつしないし、襲おそわれても怪け我がしないし、簡単に倒たおせてしかも楽しいし、たまに食料やアイテムまで落としてくれる。これが観光客相手に大受けでさ」


    「族長さんは今どうなさってます？」


    「今はアタイが族長なんだ。前の族長は引退して、一時あのピラミッドにひきこもっていたけど、最近は地下を拡張してコンピュータ喫きつ茶さって店を開いてる」


    「あら面おも白しろそう。あとで寄ってみますよ」


    「あの爺じいさんが喜ぶか嫌いやがるかはわからないけどね」


    　女戦士さんはそう言って、陽気に笑っていました。


    　あの時と同じホテルの、同じ部屋に泊まったわたしは、いつか旅を終えた時に『世界人里ガイドブック』を書くための資料メモを開いて、かつてそこに記した一文を懐なつかしい思いとともに読み返しました。


    『忘れ去られ村……妖精さんがいる限り、楽しく安全に狩りが楽しめる、森の中の隠かくれた名所になるかも。立ち寄る先々で、この村の噂うわさを広めてみるのもまた一いつ興きよう』


    　たまにはいいことだって、してますよ？

  


  
    村起こし成功の影に潜むさして意外でもない真相


    



    



    「アドベンチャー村？」


    「ええ！　この先を何日か進むとあるのよ！　はじめてインパしたんだけど、もう最高！」


    　その若い女性の旅行者は、身振りも激しくそう主張しました。


    　テーブルがわりにしていたトランクケースがそのあおりをくって、上に載せたティーカップごとぐらぐらと揺ゆれました。


    「いんぱ？」


    「in Park」


    「ん？　なぜそんな特別な言い方をするんです？」


    「特別な体験だからよ！」きしゃー、と言い放ちます。


    「な、なるほど」


    　のけぞりました。


    「ところで地図によると、この先にあるのってパークという村なんですが？」


    「そのパーク村が名を変えて、アドベンチャー村になったのかもしれないじゃない」


    　やっぱりこの地図、いまいち頼たよりにならない。


    「でも村の名前なんて関係ナシ！　だってすっごく楽しいんだから！　わたしなんか、三日の予定が二週間も逗とう留りゅうしちゃったもの！」


    　まだまだ遊び足りないという調子で、そう力説するのでした。


    　彼女は反対方向からきた旅人さん。旅行者同士、意気投合してティータイム。


    「どんな土地なんでしょうか？」


    「遊具がたっくさんあるの！　一日じゃとても遊びきれないほどのね！　それに毎日お祭り騒さわぎで、人も大勢いて、出し物が多くて、とにかくすごくにぎやかなの！」


    「遊具？　シーソーとかブランコ？」


    「そんなものじゃなかったわ。でも行ってみてのお楽しみってことで！」


    「よほどお気に召したようですね」


    「今すぐ戻りたいわっ」


    「それほどのものですか……」


    　若い女性を虜とりこにする謎なぞの小村。これはかなり気になります。


    「ねえ、ところであなた、それ何なの？」


    　彼女が指さしたのは、かたわらに山と積まれたブリスターパックです。
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    「人形をパッケージに詰つめていたんですよ」


    「あらかわいい」


    　彼女はパックのひとつを手に取り、中の妖精さんをしげしげと見ます。


    「あなた、旅の途中なのにこんな内職をしていたの？　すごくよくできてる。まるで生きてるみたい。本当に手作り？」


    「厳密には自然発生なんですけど、きっかけを作ってしまったという意味では作者です」


    「……うん？」


    　通じませんでした。


    「つまり、調子に乗って一三体もフィギュアを作ってしまったので、パッケージに詰めて配ろうかと思いまして。よかったら、おひとつどうぞ」


    「あら、いいの？」


    「ええ。相性次第で、すぐいなくなっちゃうかもですけど」


    「……うん？」


    



    　回想。三〇分前の出来事。


    「おいしー」「こんぺいとーって、あきないおあじ？」「おかしにおうどうなし？」「でもさいきん、こればっかでは？」「いろだけちがう」「……きのうも、こんぺいとうだった」「……おとといも、そうだった」「かんみ、きょうきゅう、たりてないかもだ」「けーきたべたいかんじ」「むりなんだい？」「どりょくぶそくでは？」「それはあるかも」「ぜいたくいってみても、いいころ？」


    　見上げる妖精さんと目を合わせず、わたしはきっぱり告げます。


    「……ＮＯ」
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    「あらん？」


    　妖精さん、現在一三名。


    　旅のおともの妖精さん、過密化の一いつ途とでした。


    　旅慣れた頃ころから、わたしは一日五度のティータイムを欠かしていません。


    　ティータイムとはイコールおやつタイムです。


    　結果、妖精さんもわさわさ増えてしまいました。


    　でもおやつは、正直ちょっぴりショボいです。保存を気にしないといけないから、ケーキとかとても無理。


    　そのショボいおやつを、さらに全員でわけるのですから、ひとりあたり金こん平ぺい糖とうひとつぶのみとなるのは道理です。


    　旅先での物資調達はたいへんなんです。


    　時には、滞たい在ざい先でキッチンを借りて自作することもあるくらいで。


    「お菓子？　わざわざ自分で作るの？　旅にそんなのいるの？　山にでも登るの？」


    　みたいなことをいろんな人に言われてきました。


    「どーしたら、もっとゆたかなくらしができます？」


    「減って」


    「え……？」


    　妖精さんたちの間に緊きん張ちようが走ります。


    「供給が足りないんじゃなくて、需じゆ要ようが大きすぎるんです。おやつは有限。食べる人が減ることで、皆の暮らしは豊かになります。つまりリストラです」


    「せっとくりょくがある？」「うなずけちゃうかんじ？」「ごーりてきなかんがえですな」「りすとらって、なんです？」「ふるーいことばみたいよ」「たしかねー……」


    　妖精さんのひとりが、わたしを見上げます。


    「りすとらんて？」


    「リストラクチュアリング」


    「……くびのほうのりすとら？」


    「雇用者の立場からだと、できたら解かい雇こじゃなくてより穏おん便びんな自主退社という形でお願いしたい。解雇率が高いと邪じや悪あくな企業って思われちゃうんで」


    「……じんせい、じしゅたいしゃ？」「……おんびん？」「……にんげんさんるーる、かこくです？」「……でもちょっとかっこよいかも」「たしかに」「じしゅかいこ」「かっこいー」「すてきー」「へる？　へっちゃう？」


    　解かい雇こは恥はずかしいけど自主退社は潔いさぎよい的な価値観に、妖精さんたちはずっぽりハマったようでした。


    「でも、いきなりリストラというのも可か哀わい想そう。代案としてこんなものを用意してます」


    　中身の入っていないブリスターパックを取り出します。


    　古代の最さい先せん端たん科学（矛む盾じゆんはスルーしてください）は、けっこうあちこちに埋まい没ぼつしてまして、こういうものもけっこう簡単に手に入ります。


    「この中で皆さんおとなしく冬眠してくれると、お菓子を節約できるでしょう。そして次に目覚めた時には、文明が発達してお菓子の家が普ふ及きゆうしてるかも」


    　妖精さんたちの顔が、光に照らされたように晴れやかになっていきました。


    　そして──


    「しまった。全員パッケージングしちゃった」


    　ひとりくらいポケットに入れておこうと思ったのに。


    　旅人さんが道の向こうから歩いてきたのは、ちょうどその頃ころでした。


    



    「いいものもらっちゃった。お礼にチケットの残りをさしあげる」


    　旅人さん、わたしに半分ほど使いさしの、小さなチケットブックをくれます。


    「そのチケットと引き換えに、アトラクションに参加したり食べ物と交換したりできるの。是ぜ非ひ利用してよ！」


    「ありがとうございます。その人形、パッケージのまま飾っておくと長期保存できますけど、パックから出しておくとお守りがわりになりますよ」


    「これってそういうものなの？　変わってるわねえ」


    　こうしてわたしたちは別れ、それぞれ反対の方向へと歩いて行ったのです。


    　どうやら次の目的地は、アドベンチャー村とかいう新しい村落のようです。


    「アドベンチャーねえ。どうか血湧わき肉躍おどる素す敵てきな大冒険が……待っていませんように」


    　祈りつつ、歩を進めるわたしです。


    



    『フリーフォール観覧車！　ただいま一時間待ちでーす！』


    『モンゴル式回転木馬in戦場、今ならわずか三〇分待ちでお乗りいただけまーす！』


    『大変申し訳ございません！　マッハコースター、二時間待ちとなっております！』


    『列を乱さないようにお願いしまーす！　一度列を離はなれてしまいますと、同じ場所にお戻りいただくことはできません！　トイレに行かれる方は、係員にお申し付けくださーい！』


    　辺り一帯、ビル遺跡よりも巨大な機械たちが、大暴れしていました。


    　怪かい獣じゆうみたいな機械たちは、すべて遊具です。


    　その足下では、大勢の人間たちが行列を作っていました。観光客でした。


    　アドベンチャー村とは、わたしの予想をはるかに超えた、巨大アミューズメントパークだったのです！


    「……でんきはどこからひーてるんです？」


    　百戦とまではいかずとも十戦錬れん磨まくらいはゆうにあるトラブルシューターのわたしですが、思わず妖精さん化するほどのショックを受けました。


    　以前の同どう類るい誌し騒そう動どうを思い出します。あの熱気、あの人口密度。


    　群衆がここそこで行列を作っていました。


    「もきー！　インパークおめでとー！」


    　第一村人が話しかけてきました。


    　第一村人は着ぐるみでした。


    「この旅ではじめての体験……！」


    　しかもインパークって公式用語だったんですね。


    「もきー！　人類最後のアミューズメントパーク、アドベンチャー村にようこそ！　ねえ、君はチケットを持っているのかい？」


    「わっ」


    　タキシードを着たピンク色のうさぎに圧あつ倒とうされました。
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    「チ、チケットとは、これのことでしょうか？」


    「あ、ちょいと失礼。これ見えにくくてな。脱ぬがしてくんな」


    　うさぎは突然ナイスミドル声で言うと、頭部を脱いで中の人フェイスを露ろ出しゆつ（オジ様でした）し、マスコットキャラとしてのアイデンティティを自みずから粉ふん砕さいしてのけました。


    「脱いじゃだめでしょそれ……」


    　チケットチェックに夢中なオジ様に、わたしの戦せん慄りつは伝わっていないようでした。


    「あいよっ！　使いさしだけど、こりゃ本物よ！　お嬢じようちゃん、どうぞ入ってくんなぁ」


    　オジ様は威い勢せい良く言い放ち、再びうさぎヘッドを装着するのでした。


    「もきー！　チケットは無む償しようで発券しているけど、一週間待ちとなっちゃっているから良かったよー」


    　かぶると、カワイイ感じのうさぎ語に戻ります。声も甲かん高だかくしていました。


    「さあ、夢のアドベンチャー村が待ってるよ！」


    「あの、質問なんですが、これらのアトラクションは安全なんでしょうか？」


    　巨大な機械はどれも、ぐいんぐいん高速回転しているものばかりで、見ていて不安になるほど危険そうだったのです。


    「もきー！　アドベンチャー村はみんなの夢の中にあるおとぎの世界なんだ！　夢の中なんだから、ゼッタイに安全だよ！　そんなこと言うと、ピーティー落ち込んじゃうかも～」


    　うさぎは、愛あい嬌きよう満点の大げさな動作で頭を抱かかえました。とても愛くるしい。


    　しかしオジ様です。


    「あっ、そうだお姉さん！　このアドベンチャー村が、こうやってたくさんのドリームマシーンを復活させるまでには、長い道のりがあったんだ～。その歴史は、あっちのあけぼのパビリオンで学ぶことができるよ！　ぜひ行ってみてよ～」


    　あけぼのパビリオンと呼ばれた小さな建物の脇わきには、


    



    『アドベンチャー村、開園以来の死亡者数……０人』


    



    　なんていう、これみよがしな掲けい示じ板ばんが立ててありました。


    「いや、ちょっと話が聞きたいだけで……」


    「しかも！　あけぼのパビリオンはチケットいらないよ！　ゼッタイにお得だもんね～」


    「いや、だからね……」


    「さらにさらに？　ここだけのヒミツだよ？　あけぼのパビリオンにはなんと……このアドベンチャー村の村長さんがいるんだ～！　レアだよ～！　行くっきゃないよ～！」ピーティーが頭部を脱ぬいで付け足しました。「待ち時間もゼロだしよ。ぜひ行ってみてくんな！」


    「だからなぜ脱ぐんです」


    　なんかここ、ずさん。


    



    「……こうして貧まずしい中でもコツコツと機械技術を学んできたパーク村の住人は、打ち捨てられていた旧時代の機械を修復することに成功したのです。それから一〇年、たくさんのアミューズメントマシンに囲まれ、村の住人はいつまでも幸せに暮らしていくつもりなのだとさ。めでたしめでたし」


    　村のあけぼの、と題されたスライドショーがようやく終わりました。


    　語り手は六〇歳を超えたかどうかくらいの、とてもふくよかなおじさま。スローモーなしゃべりが、眠気を誘さそいます。


    　あくびを嚙かみ殺しつつ、気のない拍はく手しゆを送りました。観客はわたしひとりでした。


    「ありがとうありがとう。久しぶりのお客さんだからね、少々張り切ってしまいましたよ」


    　村長さんは朗ほがらかに笑いました。


    　スライドショーによると、アドベンチャー村の前身は自然公園なんだそうです。


    　遠い昔の話です。人類衰すい退たい前の。


    　で、土地が過か疎そ化かの波を受け、町おこしの運動が活発になった、と。


    　落ち目のスターを招いたり庭園を併設したりイベントを企画したり、涙ぐましい拡張を重ね、しまいには最新のアミューズメントマシンを借金しまくって大量導入、と。


    　そしてお待ちかねの破は綻たん→廃はい墟きよの神コンボ、と。


    　長い時が流れて、無人だった土地にも再び住人が戻ってきました。


    　彼らは打ち捨てられていた機械を苦労して修理し、今に至ると、そういう流れでした。


    「この村、若い女性の間でかなりトレンドになっているようですね」


    「ふっふっふ、努力が実を結んだ、ということでしょうな」


    「電気はどうしてらっしゃるんです？」


    「大量に電気を使いますからな。これは国連さんに手配していただいているんですよ」


    「え、どうやって？」


    「最初は人口を理由に少しだけ供給してもらいました。そこまでは正当な支援要請ですから。で、その電力でアミューズメントマシンを一台だけ稼か働どうさせました。すると、どういうことが起こったと思いますか？」


    「アミューズメントマシンが自我に目覚めた！」


    　村長さんが一いつ瞬しゆんで真顔になります。


    「どうしていきなりＳＦになるんだね」


    「そ、そうですよね。そういうことは普通あまり起こらないですよね……」


    「あれだけの音と光を発するマシンが動き出したのです。ふふふ、答えはひとつでしょう。そう、人が来たのです。たくさんの人がね」


    「ははあ。いい村起こしになったと」


    　悠ゆう久きゆうの時を超えて本願成じよう就じゆとは、なかなかロマンがありました。


    「観光客には無む償しようでアトラクション体験を提供しました。軽食とドリンクもね。そうこうするうちに移住してくる人も増え、お客さんも増加の一いつ途とを辿たどったので……再度国連に申請をして電力供給量をアップしてもらったのです」


    「あ、そういうことですか」


    　確かに人口が増えれば、支援も厚くなります。キャラバンも増発されるはず。


    　衰すい退たいしたフリして物資や電力を不正受給している村もある昨今、なかなか健全なやり方かもしれません。でも多少打算的かも……。現職職員として、オフなんだけどちょっとだけ仕事してもいいかな、という気持ちが湧わいてきます。


    「個人的で素そ朴ぼくな質問なんですが、この村の人口はどのくらいでしょうか？」


    「ふっふっふ、今年になって千五百人を超えました」


    「まあ、それはおめでとうございます。その人数なら、たとえ外部との接触がなくなっても自給自足で生活を維持できますね！」


    　と褒ほめちぎりつつ、こそっと机の下でメモ。


    「そう。しかも定着する観光客もいますから、今後もどんどん増えていくはずです」


    「観光客はどのくらいでしょう？」


    「年間八万人ほどです」


    「八万人！　それは驚おどろきました！　ここは素晴らしく繁はん栄えいしたヴィレッジですね！」


    　褒めちぎりつつメモ。


    「そうでしょうそうでしょう」


    「国連に申請された際、宿泊中の観光客も人口の一部として計算しましたか？」


    　村長さんの笑顔がかき消えます。


    「……あの、失礼ですが、あなたのご職業は？」


    「無職です。でも旅が終わったら、旅行記を出版しようかと考えてるんです」


    　十戦錬れん磨まのプチ猛も者さならではの流れるような噓うそ。


    「それは素晴らしい。良い宣伝になります」


    　村長さんは安あん堵どの表情を浮かべました。


    「いやあ、緊きん張ちようしました。もしかしてあなたがたまたま休きゆう暇か中ちゆうの国連職員なのではないかと、つい疑ってしまいましたよ」


    　噓ついて良かったって思っちゃいますね、ええ。


    「ところで我わが村のアミューズメントマシンにはお乗りになりましたか？」


    「いえ、待ち時間が長いということで、ここが最初なんです」


    「それはいけない。我が村に来たからには、アトラクションを楽しまないといけません」


    　村長さんはすっくと立ち上がりました。


    



    　村長権限による特別待遇が発動。


    　行列を作っている一般の観光客を尻しり目めに、優先的にアミューズメントマシンを楽しめるゲスト待遇になってしまったわたしです。


    　その配はい慮りよはありがたいのですが……。


    「え……これに、乗るの……？」


    　目の前に、怪物がそそり立っていました。


    



    アトラクションその１【冥めい府ふからの刺し客かく　フリーフォール観覧車！】


    



    　確かにそれは、停止している限り一般的な観覧車でした。


    　普通と違うのは、動き出すと水平に倒たおれて高速回転をはじめ、支柱を中心に上昇＆落下の動きを繰くり返すことです。


    「うわー、すごーいっ！　アドベンチャー村人気ナンバー３！　フリーフォール観覧車だねーっ！　えー……ちょいと失礼」


    　唐とう突とつに出てきたうさぎのピーティーが、頭部を脱ぬぎます。


    　目まの当たりにした観光客の子どもが、泣き出しました。


    「ヘヘ、セリフ忘れちまうんだよね」


    　とメモを熟読する中のオジ様。


    　その出来事を気にするでもなく、村長さんがわたしに言います。


    「さあ、お乗りください」


    「いや、こういう絶叫マシンは、わたしちょっと……そもそも安全なんですかこれ？」


    「大だい丈じよう夫ぶ。今まで一件の事故も起きていませんから。なんといってもこの村のウリは、マシンの安全性なんですよ！」


    　押し込まれました。


    「あーれー！」


    　……それは、地じ獄ごくのような体験でした。


    



    



    　しかし悲劇はそれだけでは終わらなかったんです。


    「じ、自由落下……ノーモア自由落下……」


    　村長さんはへろへろのわたしを次のマシンに連行しました。


    「次はこれです！」


    



    アトラクションその２【チンギス失禁　モンゴル式回転木馬in戦場！】
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    　回転木馬に足りないのはパンチ力だ！


    　と開発者が思ったのかどうかは知りませんが、回転木馬を古代モンゴルの戦場に見立て、より激しく高速化したものがこのマシンです。


    　驚おどろいたことに安全ベルトさえなく、振り落とされないよう馬の首に必死でしがみついていなければならないのです。「なにしろ戦場ですから」と村長さんは笑いました。


    　上下左右に揺ゆさぶられました。


    　また敵兵の人形が突き出す槍やりに刺さりそうになるスリルも味わえました。


    　本アトラクションの年齢制限は一八歳から三五歳。


    　スポーツ選手の全盛期じゃないんだから。


    　騎き馬ば民族のダイナミックな侵しん略りやく体験は、わたしをよれよれにしてくれました。


    「じ、Ｇが……加速度がわたしをいじめる……」


    「人を集めるのは刺激的な体験です。我わがアドベンチャー村に設置されたマシンは、どれも過激化の極きよく地ちにあるものばかりなんですよ、ふっふっふ」


    「しげき？　かげ……き？」


    　脳に血流が行き渡っていませんでした。


    　理性が戻ったのは、新たなアトラクションに乗せられた直後。


    



    アトラクションその３【亜音速領域への片道切符　マッハコースターΩオメガ！】


    



    「そしてこれこそ我が村人気ナンバー１の出し物、マッハコースター」


    　今度は一転、複数の固定器具によって身じろぎひとつできないようにされたわたしに、コースターのホームに立った村長さんが、おごそかに告げます。


    「通常ジェットコースターにジェットエンジンは使われていませんが、本機は違います。その違いを是ぜ非ひ味わってみてください」


    「……今なんと言った？」


    　コースターが動き出しました。


    　そして唐とう突とつに、わたしは自分が今、０ｆの世界に置かれていることを思い出しました。


    　世界を童話時空で包み、悲劇を遠のけトラブルを招く性質を持つ妖精さん。


    　妖精さんがひとりでもいれば、悲劇的な最さい期ごを迎えることはないと言われています。


    　その妖精さん密度をあらわす数値がｆ。


    　０ｆとは、その一帯に妖精さんが活動していない状態を意味します。


    　つまり、普通に、死ぬ時は死ぬ。


    「止めてください」


    　しかしすでにコースターは、ガッコンガッコンと重く響ひびく機械音を立てながら、高所に到達せんとしていました。


    　そこからはコース全景が一望できます。


    　山あり谷ありスピンあり、立体化した筆記体みたいな凶きよう悪あくな起伏。


    「ふっ」


    　鼻で笑ってしまいました。


    　衰すい退たい以前の人類、その愚おろかさたるや！


    　０ｆの現実世界で、よくもまあこんな危険なものを楽しもうなどと思ったものです。


    　もし事故が起こったら一巻の終わりじゃないですか。だって人生は、一度きり。失ってしまったら取り返しの付かないもの。それが命というもの。ゆえに人は、自みずからを慈いつくしみ隣りん人じんを愛することで、過か酷こくな現実に対して協調していくのではないですか？　それがいっときの楽しみのためだけに、命を危険にさらすなどと。はっきり申し上げまして、愚ぐ☆行こう♪　愚ぐ☆挙きよ♪　愚ぐ☆昧まい♪　の極きわみであり知恵ある者の行いとは申せません。衰退して当然です。ジェットコースターに乗るという蛮ばん行こうは、叡えい智ちを受け継いでいかねばならぬ知的種族の務めに対する真っ向からの反逆であり、すなわちしぬほどこわいのでいますぐおりたいです？


    　……みたいな呪じゆ詛そを、わたしはぶつぶつと口走っていたそうです（※後ろに乗っていた観光客の証言）。


    　意識の中で、鳴り響いていました。


    　有名な、ワーグナーのワルキューレ。


    　それはわたしの精神的混乱をあらわすものでした。


    　それでもコースが終しゆう盤ばんに近づくにつれて、わたしも少し冷静さを取り戻しました。


    　クライマックスに待ち受けるのは、八〇メートルの高みから地表ギリギリまで一気に駆け下りて、ゴールであるホームめがけてゆるやかに上昇していく直線コース。


    　良かった、それならあまりこわくない。


    　と思えたのも一いつ瞬しゆん、ゴール手前のレールが崩ほう落らくしているのを見てしまいました。


    「！？！！？？」


    　コース断ち切れてるじゃないですか！


    　あ、死ぬな、って思いましたね。


    　０ｆなのが致命的です。


    　現実って過か酷こくなもんですよ。


    　あー、痛くないといいですねー。


    　崩落地点のたいぶ手前から、コースターがぐんと加速します。


    　ジェットエンジンがどーたらこーたら言ってましたっけ。


    　でももう、どっちでもいいや状態。


    　コースターマシンが、ふわっとレールから飛び立ちました。


    「……やだなぁ、もう」


    [image: ]


    　歴史に残る名言を残して死にたかったんですが、リアルだとこんなもんですよね。


    



    



    「ちょいと失礼。セリフ忘れちまったい！」


    　その聞き慣れた言葉がきっかけで、ずっとぼやけていた意識が急に鮮明になりました。


    　わたしは野外劇場の客席に座っています。


    　舞台の上ではタキシードを着たうさぎが、マスクを取って素顔をさらし、台本を読み返していました。


    「あー、そうだったそうだった、このセリフだった。悪い悪い！」


    　マスクをかぶり「さてここでぇ、ボクのイトコ、ベンジャミンを呼ぶよぉ～。会場のみんなもいっしょに呼んでねぇ？　お～い、ベンジャミーン！」などと続けます。


    



    アトラクションその５【かわいさ無限大　ピーティーうさぎのワンマンショー！】


    



    　隣となりに座っていた村長さんがそう囁ささやきました。


    「４が抜けてる……」


    「ご案内しましたが、ずっと心ここにあらずといった風でしたよ。それほどにマッハコースター体験はマッハ！　でしたかな？」


    　そうでした。


    　生き残ったのでした。


    　途切れたレールから、コースターマシンは飛ひ翔しようしました。


    　そして天高く羽ばたき、向こう岸となったコースに偶然にもドンピシャで着地。何事もなかったようにゴールにするすると滑すべり込んだのです。


    　でもそれは、偶然、なんです。


    「あのコースター、今すぐに止めないといけませんよ」


    「なぜでしょう？」


    「コースが壊こわれてました！　たまたま着地に成功したからいいものの、あんな偶然は二度とないですよ！」


    「いや、今まで何百回となく着地成功していますとも」


    「へ？」


    「確かに、最初の頃ころはコースも壊れていなかったんです。ところがある時、レールが崩ほう壊かい……金属疲労だったんでしょうな……して、ちょうどコースターもゴールに向かって走っている最中で、これは死人が出ると思ったんですが、なぜか毎回無事にゴールに辿たどりついた」


    「そんなばかな」


    「でも、毎回そうなんですな」


    「ま、毎回？」


    　あごがかくんと外れそうでした。


    「そう。だからこれは、もともとコースが備えていたサプライズ機能なのだと。仕組みはわからないが、何らかの方法で制御されていてレール崩壊からのラストジャンプも含めてひとつのスリル体験なのだと」


    「その考え、のんきすぎると思いませんか？」


    　村長さんは少しだけばつの悪い顔をしました。


    「……でもお客さんの受けは抜群なんですよ？　いいじゃないですか、多少問題があっても。村もハッピー、お客さんもハッピー。みんなしあわせ」


    「もっと衰すい退たいするべき」


    　人類など衰退したくらいでちょうど良い。


    　……これ、名言として後世に残りませんかね？


    



    　定期メンテナンスはちょうど明日とのことでした。一泊させてもらった翌朝、わたしはアドベンチャー村のスタッフ一同を前にこう告げます。


    「メンテナンス作業と並行して、さがしてください」


    「何をです？」と村長。


    「……妖精さん、です」


    　笑い声が起きました。


    「我々はここにずっと住んでおりますが、妖精を見たことはありません」


    　妖精さんが、見える見えないは個人差があります。


    　だから存在が正式に認められているにも拘かかわらず「本当にいるって信じてるの？（笑）」といった反応も出てきます。ニヤリとしてしまいます。


    「それを手分けして探します」


    「面めん倒どうだなあ」スタッフのひとりが面倒そうに言いました。


    「なんだかおかしいな？　って思える不自然なことがあったら、要注意です。そこを重点的に探してください。ちゃんと探さないと、国連にいろんなことが報告されちゃいますよ？」


    　すでにわたしの正体を聞いている村長さんが、青い顔になります。


    　なんだよーもーめんどーだなー、と口々に発しながら、スタッフは散っていきます。


    「もし見つからなかったら、この里のことはなかったことになんて……なりますかな？」


    　村長さんの愛あい想そ笑いには「衰すい退たいなんてごめんだ、隙すきあらば発展するぞ」みたいなたくましさが漂ただよっていました。


    



    　結論からいえば、それはあっさりと見つかりました。


    「いや、こいつが電源オフにする前に転んで、絶縁されていない箇所に突っ込んじゃって……電気ショックで死んだと思ったんですけど、こんなになっただけで済んで」


    　遊具の電気系統をチェックしていた二人組のひとり。


    　アフロヘアで黒くろ焦こげになっていましたが、元気でした。


    「かなり痺しびれましたけど、怪け我がはないみたいです。こういうことってあるんですね」


    　アフロ氏はけろっとした顔で笑っています。


    　……あるわけがない。


    　彼に現場に案内してもらい、点検口をのぞきこんでみると、予想通りのものがいました。


    「ぱりぱりぱりぱり」


    　ひとりの妖精さんが、コードに絡からまっていたのです。


    「……あの、妖精さん？」


    「はいー？」


    「何してるんですか？」


    「しびれてます？」


    「なんで？」


    「まいぶーむだから？」


    　……何年間も感電し続ける理由がそれだけですか。そうですか。


    



    　つまり最初から１ｆだったわけです。


    　整備不良でも人の死なない理由が、これ。


    　妖精さんを救出した後、点検がてら遊具を動かしてみたところ、起こるわ起こるわ。


    「うわあっ！　観覧車が軸から外れて転がって行ったぁ！」


    「木馬が遠心力に耐たえきれず崩ほう壊かいしたあー！」


    「俺たちのマッハコースターが、地面に激突しちまうなんてー！」


    　村人さんたちの報告を立て続けに受け、村長さんは失意に膝ひざをつきました。


    「昔の技術だからずいぶん錆さび付いていたみたいですねえ」


    　アミューズメントパークが一斉に崩壊していく様は、ある意味とても壮そう観かんでした。


    「村おこしが……」


    　かわいそうに村長さん、すっかり青ざめちゃってました。


    「どうしましょうかね。一度閉へい鎖さして、原因を究明して……でもそれじゃあ、復旧まで時間がかかりすぎるかなあ。配給とかどうなるんだろう？　あるいは別の出し物でしばらくは間に合わせるとか？　村長さんはどうしたいですか？」


    「村おこしがぁぁ……」


    　ちょっと変になりかけていました。


    　でも直後に我に返ると、


    「そうだ。妖精さんの力をもう一度借りればいいのでは？」


    「それは……わたし的にはおすすめはしません」


    「そんなことを言わずに、ぜひ！」


    「やめといた方がいいんですけどねえ～」


    　何なに卒とぞどうかと拝み倒たおしてくる村長さんをなんとかごまかし、宿泊させてもらっているバンガローに戻ると、知らない幼子が妖精さんフィギュア（ただし実物）で遊んでいました。


    「どこの誰だれちゃん？」


    「おかあさんのむすめー」


    「そーなんですかー」突っ込んでもしょうがない年齢です。


    　ブリスターパックから出された妖精さんは、みな硬直していました。
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    「ああ、全部封印から解き放ってしまったんですね……」


    「おなかぺこちゃん」


    　女の子はすっくと立ち上がると、妖精さんのひとりを握にぎりしめたままたたたと走り去っていきました。


    「ああ、連れて行っちゃった……もう」


    　こうなったらすべては運命です。床に散らばった妖精さんたちのおなかを、ひとりずつ指でぐりぐりしていきます。うまく立ち上がれずころんころんと転がりながら（寝起きは動きがにぶい）、妖精さんたちがもぞもぞと動きはじめます。


    「おかいあげ、ありがとー」「ふぃぎゅあじゃなくてごめーんね」「いきててすいませんなー」「なまものですゆえー」「ぐっずもよろしく？」


    　そして──


    「うわあっ！　観覧車が円えん盤ばんみたいに空を飛んでるー！　人もさらってるぞーっ！」


    「も、木馬が勝手に歩き回ってる！　見ろ、仔木馬までいやがる！　繁はん殖しよくしやがった！」


    「マッハコースターのコースが、蔓つるみたいに成長しているぞーっ！」


    　──こうなった、と。


    　すべてのアミューズメントマシンは、自我に目覚めてしまいましたとさ。


    「こ、これは……いったいなんという……！」村長さんはわなわなと震ふるえていましたが、いきなりわたしの手を強く握にぎりしめると「スリルを超えたスリル！　これは流は行やる！　ありがとう調ちよう停てい官かんさん！」


    「あ、ＯＫなんですか、この地じ獄ごく絵図で……」


    　ずしーんずしーんと地じ響ひびき立てて巨大な遊具が闊かつ歩ぽする阿あ鼻び叫きよう喚かんの村を、わたしは不安いっぱいな気持ちで後にしました。


    「さよーならー、また来てねー！」


    　村人たちは満面の笑みで見送ってくれました。


    「おみやげもいっぱいもらってしまった……いいんでしょうか」


    　ひとりごちると、髪の中からひとりだけついてきた妖精さんが顔を出しました。


    「おおおかさばき、ってやつでは？」


    「……おおおかさばきって何？」


    「さー？」


    　立つ鳥跡を濁にごす、みたいな意味だったらすごくいやだなあ、と思い悩んでいたのですが、美しい緑に挟はさまれた街道を歩くうちにきれいさっぱり忘れて、妖精さんとふたりキャッキャうふふなストレスフリーのわたしです。


    [image: ]

  


  
    フルーツ、だめ、ぜったい？


    



    



    　わたしの旅は続いております。


    　いよいよ新たな里が遠くに見えてきたという頃ころ、ポケットで丸まっていた妖精さんが、ひょっこり顔を出します。


    「なにやら、いーにおいのよかん？」


    「してますよ、いい匂におい。これは果実の匂いです」


    「ふるーてぃー」


    　フルーティーな酒。フルーティーなソース。フルーティーなフルーツ。


    　そう、人類はフルーツが大好き。


    　甘くておいしい、素す敵てきなくだもの。お菓子作りにも必須です。


    「あの里には、どうやらかなり大きな果樹園があるみたいですね」


    　淡い緑のなだらかな小山の合間に、はちみつ色の家々がお行ぎよう儀ぎ良く整列しています。


    　甘い匂いは、その向こうに広がる果樹園から漂ただよってきていました。


    「期待大」


    　いつか旅を終えた時に出版してノーベル平和賞を受賞する予定の『世界人里ガイドブック』に、この里のことを大きく掲けい載さいすることができると良いんですが。


    



    



    　くだものしあわせ村。


    　この村落の名前です。あほみたいな名前、なんて言っちゃいけません。


    　思うだけにしましょう。それで平和です。平和、大事ですよ？


    　小高い丘から眺ながめると、里にはいくつもの街道が集まっているのがよくわかりました。かつては交通の重要拠きよ点てんだったんでしょう。クスノキの里と少し立地が似ています。


    「いらっしゃいいらっしゃい、新鮮なフルーツがなんでもありますよー！」


    「フルーツ満載！　常とこ春はるパフェいかがでしょうかー！」


    「果肉をたっぷり煮溶かした調理用ソース！　どんな料理にもあうよー！」


    　旅行者が大勢いて、呼び込みもたくさん。


    「しょーとけーきとちぇりーぱいの、どちらになりそうです？　です？」


    　興こう奮ふんした妖精さんが、暗にどちらかを作れと要求してきました。


    「キッチンとか借りられるなら作りますがね……そんなことする必要もないような」


    「そこのお嬢じようさん！　サービスのフルーツセットだよ！」「あんた、ここははじめてかい？　ブルーベリー入りのアイス持ってきな！」「只ただ今いまいちじくビスケット配ってまーす！」


    　一いつ瞬しゆんで、抱かかえるほどの食べ物をもらってしまった。


    「これはすごい。豊作です」


    　最近はどこの里も、観光客を獲得することに力を入れているみたい。


    「ぎぶみーおやつー、ぎぶみーかろりー！」


    　妖精さんがポケットで暴れていました。
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    「いってらー」「またあうひまでー」


    　宿を借り、分ぶん裂れつした（してしまった）妖精さんにお菓子を与え、これ以上増えないようにトランクに軟禁した上で、わたしは里に繰くり出しました。


    　メインストリートは客引きだらけです。あちらこちらで、旅行者相手に自じ慢まんのフルーツを提供しているようです。おかげで通りはとても賑にぎわっていました。


    　豊かな土地でした。


    　種類もとてもたくさんあります。


    　寒い土地のものから、南国のフルーツまで多彩にそろっているようです。


    　全盛期人類は好きな時に好きなものを食べていたと聞きます。もしかするとその高度な栽培技術が、現代にも伝わっているのかもしれません。それか妖精さんのしわざ。


    「……ありえる」


    　ケーキ、ビスケット、パンケーキ。


    　フルーツは限りなくお菓子に近しい食べ物です。


    　彼らがかつてこの土地にやって来て、フルーツ栽培を加速させるために『何かやっちゃった』可能性はかなりありそうです。


    　しかし妖精さんハザードが発生して休きゆう暇か中ちゆうに一ひと騒そう動どう、というパターンはもう飽あきてます。


    　たまには純じゆん粋すいに今の人類だけでうまく回している素そ朴ぼくな里であってほしいと、わたしは切望するものです。


    「皆さーん、フルーツの常識を超えた、魔ま法ほうの果物はいかがー？」


    　いきなりでした。


    　不ふ穏おんな単語、魔法の果物。


    「ど、どんな果実なんですか立場上すごく興味があります～（涙目）」


    　いちおう調べないといけない立場なので、突とつ撃げきします。


    「まあ。うちの魔法の果実に興味があるだなんて、お目が高い！」


    　露ろ店てんの主あるじである二〇歳前後の娘さんが、魔法の果実とやらを取り出します。


    「こ、これは……何です？」


    　見たこともない異様な物体です。強しいて似たものをあげれば、


    「クリ？」


    「ドリアン」


    「ウニ？」


    「ドリアンだってば」


    「確かにクリとかウニとか呼ぶには巨大すぎますね」


    　直径三〇センチくらいあります。びっしりトゲを生やしていて、強そう。


    「あなたドリアンははじめて？」娘さんの解説。「フルーツの王様って呼ばれてるのよ」


    「まあ、すごい。そんなに美お味いしいんですか？」


    「え……あ……う、うん」


    　娘さんの歯切れが悪くなりました。けれど、それも一いつ瞬しゆんのこと。


    　満面の笑みを浮かべ、誤ご魔ま化かすみたいなハイテンションで鉈なたを振り上げます。


    「食べてみてのお楽しみ！」


    「待ちな、ドリアンと聞いちゃ見過ごせネェな」


    　近くの出店から、気難しそうなおじさまがやって来ます。


    「ドリアンってのはな、ものすごい悪あく臭しゆうがするんだ。知らネェのかい。こんな人がいっぱいの場所で提供するなんて非常識だぜ」


    　おじさまの物言いに、娘さんは「ふふん」と余裕の態度です。


    「普通のドリアンならそうよね。でもこの魔ま法ほうのドリアンは違うの」


    「どう違うんデェ？」


    　娘さんは誰だれが止める間もなく、無言で鉈を振り下ろしました。
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    　その途と端たん！


    「なんていい匂におい！」


    　この世のものとも思えない、素晴らしい芳ほう香こうがあたりに立ちこめました。


    「な、なんだこのドリアンとは思えない、素晴らしい匂いは……！」とおじさま。


    「どう？　これが魔法の果実の実力よ！」


    　まるで天国にいるみたいなかぐわしさでした。


    「匂いだけでこれなら、お味のほうも期待できそうですねえ？」


    「ほんと？　じゃあこの勢いに乗って一気に食べてみて！」


    　わたしとおじさまは突き出された皿から、ドリアンの一切れを同時に口に運びました。


    　すると……


    「「マズーイ！」」


    「やっぱり……まずかったか……」


    「地じ獄ごくのような味じゃないですか！」


    　涙目でクレームをつけると、娘さんはあっさり白状します。


    「ドリアンは臭くさい。だから品種改良をして、いい匂においのドリアンを開発したの。だけどその代だい償しようになぜか味が劣れつ化かしたんだ……」


    「なんでそんなものを観光客に提供しますか？」


    「いや、人の好みはいろいろだから、あるいはコアな人気が出るかもと思って」


    「一か八かの賭かけに出すぎでは？」


    「……でもあたしだって成人したんだから、里の観光客アップに貢こう献けんしたいわよ……」


    　言い訳めいたことをごにょごにょ呟つぶやく娘さんに、おじさまが慰なぐさめの言葉をかけます。


    「確かにこの里ではすでにあらゆるフルーツが提供されちまってるから、手柄の立てようがないんだよなあ。まあ、地味にやっていくこった」


    　豊かな里なりに、問題というのはあるようで。


    



    



    　教会の前を通りかかると、そこでもフルーツが配られていました。


    「善悪の知識の木の実あるよー！」


    　聖書にそんな木の実が出てきます。


    　キリスト教における最初の人間アダムとイブ。彼らが神様を裏切る時に口にしたという、曰いわくありありな木の実のことですね。


    　この実を食べると、神レベルのモラルをマスターすることができるとか。


    　興味があったのでいただいてみたら、ただのリンゴでした。


    「……ひねりがなさすぎる」


    　善悪の知識の果実がリンゴって説は大昔からある定番の親おや父じギャグです……。


    　ここでも妖精さんの影、いっさいナシ。


    　フルーツを受け取り、牧師様のありがたいお話を聞き、次に向かいます。


    



    



    「本日の出し物は、必ず争いを生む果実！　さあさ寄ってらっしゃい～」


    　そんな呼び込みに、あえて誘さそわれてみました。


    　すでに周辺には、同じような観光客が大勢集まっています。


    「ではご覧ください。これが争いの果実です」


    　果樹園のオーナーさんが、台に置かれた丸皿カバーを持ち上げます。


    「なんだ、トマトじゃないか」「トマトは争いは生まないだろう」「どんな珍めずらしい果物が出てくるかと思ったら」


    　大衆は呆あきれた声をあげました。


    　声には出しませんがわたしも同感です。


    　オーナーさんは平然とした顔で、その不平を受け止めていました。


    　ところがある一人のおばさまがこんなことを言い出します。


    「ねえ、トマトってフルーツなのかい？」


    　その一言が、論争を生みました。


    「そうだ、そもそもトマトは野菜だろ」「いや、フルーツじゃないのか？」「このあたりでは昔、野菜に税がかかっていて、トマト業者はフルーツと言い張っていたとかなんとか」「いつの話なんだそりゃ」「え、普通にフルーツだろ？」「甘くないから野菜だ」「待て、その定義は乱暴すぎないか」「おれの故郷では野菜だったがなあ」「いやフルーツだって」「やあ、よくわからなくなってきたぞ」


    　オーナーさんは満足そうな顔で、口論を眺ながめておりました。


    　持ちネタなのでしょうね。


    　配られたカットトマトを食べながら、論争は果てしなく続きましたとさ。


    



    



    　ということでくだものしあわせ村は、妖精さんの影えい響きようを受けていない、実直な土地であることがわかりました。


    　別に受けていても構わないですが、仕事を忘れに来ているわけですから……ね。


    「バナナいかがですか？」


    「ありがとう。いただきます」


    　道を歩いていると、フルーツはいくらでももらえました。


    　いい機会だから、この里で携帯用のおやつを作り置きしておこうかしらん。ドライフルーツ……乾燥バナナなんか良いかも。


    「これ、おいしいバナナですね」


    「ええ。クスノキの里原産のものらしいですよ。なんだか昨日になって突然、うちに届けられまして。心当たりはないから、手配ミスだと思うんですが、日持ちするものでもないし」


    「……は？」


    　そして…………しばらく、ぼんやりとしていたようです。


    　気がつくとわたしはひとりで、道ばたに突っ立っていました。


    　もう小一時間もすれば日が傾かたむく頃ころ合あいでしょうか。風が少しだけ肌寒くなっています。


    　いったん宿に戻ることにしました。


    　数メートルほどの幅しかない小川に沿って歩いていくと、やがて広大な果樹園が目に飛び込んできます。ビクトリア風の温室もいくつか隣りん接せつしていました。


    　道なりに温室の脇わきを歩いて行くと、小さな庭を柵さくで囲った素そ朴ぼくな一軒家がありました。
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    　とても小さな物件で、たぶん二部屋くらいしかないのでしょうが、味わい深い飴あめ色いろの壁と、色とりどりの花で覆おおわれた柵さくが、わたしの目をひきます。


    　こういう童話に出てくるみたいな家、住んでみたい。


    　他ほかのぜいたくは言いません。バス・水道・トイレ・暖房がありさえすれば。


    「じゅうぶんに贅ぜい沢たくだわ」


    　無意識に声に出ていたみたいで、見知らぬ人に突っ込まれてしまいました。


    　見ると家の外壁に背を預け、疲つかれた顔の娘さんがしゃがみこんでいます。見覚えアリ。


    「もしかして、あなた広場でドリアンを配っていた方？」


    「……ああ、そっちも昼間の人ね。あの時はごめんなさい」


    「いいえ。それより、何かお困りなんですか？」


    「あなたは旅行者でしょ？　じゃあ知らないと思うけど、うちの里は食料自給率がとても高いの。だから里の住人は誰だれでも、生きるに必要なだけの食べ物をもらえるのよ」


    「それは国連の配給とは別に？」


    　娘さんはそうよとうなずきます。


    「ここらへんの土地は、魔ま法ほうの土地って呼ばれてる。とにかく異様なまでにフルーツがよく育つの。北国から南国まで、どんな土地のものでもね」


    「魔法の土地！　どうしてそんなことが？」


    「わからないけど、みんなは妖精が魔法をかけたんじゃないかって言ってるわ。あたしは、昔の人類が土ど壌じようを改良したのだと思うけど。本当のところは誰にもわからないの」


    　妖精さんの痕こん跡せきはなかったから、たぶん後者なんでしょうね。


    「とにかくフルーツさえ作っておけばハッピーって里ね」


    「そのまんまの名前つけてましたね」


    「余よ剰じようのフルーツは別の村との物々交換に回して、日用品に事欠くこともないってわけ」


    「いいことだらけじゃないですか」


    「そう、すごくいい里なの。だから無職でもぐうたら者でも、飢うえることはないの」


    「それはとても楽そうですねえ」


    「でも肩身は狭せまいわ！」娘さんは勢いよく立ち上がりました。「村の作業に貢こう献けんできなくとも生きていけるけど、他の人と会うたびに卑ひ屈くつな気分になるし、なんといってもカリスマフルーツクリエイターになりたいじゃないっ！」


    「フルーツクリエイター」


    「ここで農家としてやっていくには[image: ]作性が必要だから、そう呼ぶのよ」


    「そ、[image: ]作性？」


    「ただフルーツを作るだけだと、旅行者さんがたの関心は得られないの。あなたも見たでしょう？　みんな工夫して人を集めてるのよ」


    「……元気ですねえ」


    　おとなしく衰すい退たいしようという気はなし。


    「それが若さよ！　若さが活かつ躍やくの舞台を欲しているのね！」


    「さっきドリアンを品種改良したとおっしゃってましたね。どうやって？」


    「すぐそこに研究用の温室を借りてるのよ。でも悲しいかな、知識と技術が追いつかず、現在猛勉強中ってとこ」


    「じゃああの、いい匂においのドリアンはどうやって？」


    「あれは交配したら偶然できたものなの」


    　偶然の産物！


    　ここで品種改良の基本的手段について解説です。以前どこかでしたような気もしますが。


    　メジャーなのは交配による品種改良でしょう。


    　たとえば通常リンゴは赤いものですが、ある時、虹にじ色いろのリンゴを作りたいと誰だれかが考えたとします。まずすることは通常のリンゴを大量に育てて、その中から虹色に近い色をしたリンゴを選んで交配します。


    　これだけでは、たいした変化はないはずです。一代だけではどうにもなりません。


    　だから望む形質を持つものを選択しながら、何代も交配を繰くり返すのです。


    　いずれ虹色のリンゴが生まれるまで、果てしなく。


    　おわかりでしょうが、この方法の欠点は、途方もない時間がかかることです。


    「遠い道のりですね」


    「しかもドリアンは育つのが遅おそい。土地の性質やら品種やらでだいぶ短縮できてるけど、それでも最低二年はかかるわね」


    「他ほかのフルーツに鞍くら替がえすべきでは？」


    「……うーん。成人した時に里からもらった記念の苗木がドリアンだったから……」


    　なるほど。プライドがあると。


    「はい、愚ぐ痴ちは以上よ。通りすがりの人にたくさん話しちゃったわ」


    「結構ですよ。そういうのも旅行の醍だい醐ご味みですから」


    「旅行っていいわね。あたししたことないの。はあ。この際、他の里に引っ越しちゃおうかなあ。あなたはどこから来たの？」


    「わたしはクスノキの里から来ました」


    「へえ！　けっこうな都会じゃないの。あたしが引っ越しても、仕事ってありそう？」


    　都会だったんだあの里……。


    　それから娘さんが家でお茶をふるまってくれ、わたしたちはしばらくたわいのない会話を楽しみました。夜になり、おいとましようと扉を開けた瞬しゆん間かんでした。


    　ほーんという爆ばく発はつ音おんが響ひびきました。


    　村人たちはそりゃもう大おお騒さわぎ。


    「大変だー！　宿屋が爆ばく発はつしたー！」「火は出てないのか？」「部屋に置いてあったトランクが突然破は裂れつしたらしい！」「その勢いが凄すごすぎて、屋根まで吹っ飛んじまった！」「トランクにはゴムボールみたいのが大量に詰つまっていたらしいぞ！」「噂うわさに聞くテロってやつか？」「部屋を借りていたやつは誰だれだー！」


    「あわわわわ……」


    　瞬しゆん時じにだいたいの事情は把は握あくできます。


    　やばい。わたしのせいだ。


    「まさか……あんたの借りてる部屋だったり？」


    　娘さんが引きつった笑顔で、ドンピシャなことを言いました。
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    　……いろいろあって最終的に、宿屋破は壊かいの件は娘さんにとりなしてもらえました。


    　よほどゆとりのある里らしく、笑って許してもらえたので良かったです。


    　トランク爆発の原因は、（誰でもわかると思いますが）妖精さんが密閉したトランク内で爆発的に増ぞう殖しよくしたことでした。


    　爆発のショックで、妖精さんたちはボールになってあちこちに飛び散りました。


    　大だい丈じよう夫ぶ、頑張ってだいたいは回収しましたよ。人間のすることですから、完全ではないのは仕方ないことです。……生態系のバランスとかが崩くずれないことを祈ってます。


    「狭せまい家だけど、何日でも泊まってってよ」


    　爆発した空き家のかわりに、娘さんの家に泊めてもらうことになりました。


    「ありがとうございますありがとうございます。何か恩返しをします。できる範囲で」


    「気にしないでいいわ。寂さびしい一人暮らしよ。たまにはこういうのも楽しいもの」


    「いい人だ……」


    　あまりにもいい人なので、多少チートな手段を行使することになろうとも彼女の悩みを解決してあげたい気持ちでした。


    



    



    「これ何？」


    　目の前に置かれた『くだものしあわせ村』の出荷用焼き印が押された木箱を、娘さんはきょとんとした目で見つめます。ただの木箱ではありません。改良済みです。


    「ひんしゅかいりょうしま専科？」


    「は？」


    「そういう名前だそうです。妖精さんが作ったハイリスクハイリターンでとても便利な道具のひとつですよ。今回のことのお礼に、あなたに差し上げます」


    「妖精さん？　え？　どういうこと？」


    「昨夕ゆうべおねだりしたら、今朝方、枕まくら元もとに置かれていたんです。細かいことはさておき、これを使えば品種改良はラクチンになりますよ、たぶん」


    「この箱、中身にねじった輪ゴムが使われてるんだけど？」


    　隙すき間まから内部メカニズムが見えてしまっていました。


    「気にしないで。頭おかしくなりますから……」


    　ゴム動力でも気にしない。


    　それが妖精さんとの正しい付き合い方です。


    「さっそく試してみましょう」


    「え？　あ？」


    「使い方は簡単。まず上の穴から、ドリアンをふたつ入れます」


    　木箱の上の投入口を開き、交配用のドリアンをふたつ投入。


    「はあ……」


    「するとオペレーターが出てくるので、注文内容を入力してください」


    「オペレーター？」


    　ドリアンを穴に投入すると、木箱の前面がパカッと開き、鳩はと時計みたいにトレイに乗った妖精さんが押し出されてきました。
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    　妖精さんはベレー帽に白衣を着用していました。


    　絵画の先生みたいなイメージかしらん。


    「きょうしゅくです？」


    「何か小さいのが出てきたし、喋しやべった！」


    「妖精さんです」


    「え？　これ妖精？　地球の支配者って話の……え？　これが？」


    　スルーして話を進めます。


    「ごきぼうのかんじは？」


    　やはりあの、かぐわしい匂においは保持でしょう。


    「できるだけおいしく。でもフルーティーないい匂いは死守してください」


    「はーいー。かずはいかほどで？」


    「とりあえず一〇個」


    「しょうちしまったー」


    　妖精さんがトレイごとするする木箱に引っ込みます。


    　内部では多数の妖精さんたちが、奴ど隷れいのように鎖くさりに繫つながれ、肉体労働に従事しているのが見えました。が、あえて気にしません。


    　……どうせ自主的に鎖に繫がれているのでしょうし。


    　上と前のカバーが閉じると、木箱が鈍にぶい駆動音（ゴムっぽい）を立てはじめます。ガタガタと不安定に震ふるえ、作動している感がハンパない感じです。


    「これ、大だい丈じよう夫ぶなの？　爆ばく発はつしない？」


    「たぶん平気」


    　数十秒後、側面のカバーが開き、ドリアン一〇個がごろごろと転がり出てきました。


    「本当に出てきたわ……どうなってんのこれ？」


    「妖精さんの道具ですから、こういうことも起こるんです」


    「このドリアンってどこから来たのかしら？　明らかに箱のサイズよりかさばってるけど」


    「考えない方がいいですよ」


    　試しにひとつを割ってみると、娘さんは感かん嘆たんの声をあげます。


    「前のものより、もっといい匂においになってるわ！」


    「で、お味の方は、と」


    　わたしたちの眉み間けんに、同時に皺しわが寄ります。


    「……まずいままね」


    「……一世代だけでは変化が感じ取れないんでしょうかね」


    「つまり、交配を加速する道具なわけね」


    「柔軟に考えていただけて恐縮です」


    　娘さんは木箱を恭うやうやしく捧ささげ持ちました。


    「すごい。これこそ本当の魔ま法ほうってやつね！　妖精のことは詳しくないけど、これはすごいものだわ！」


    「これで匂いが良くて、なおかつおいしいドリアンを作れば……」


    「里を支配できる！」


    　……そんなこと考えてましたか。


    　娘さんの野望はさておき、わたしたちは本格的にドリアンの品種改良に着手しました。


    　大量にドリアンを作り、まずい中ではかろうじておいしい部類の個体をふたつ選んで装置に投入、その繰くり返しです。


    「えねるぎー、ふそくぎみでは？（要求）」


    「エネルギーとは何です？」


    「……くっきー？」


    　投入口からお菓子を入れれば、それがエネルギーになるメルヘン仕様。安いものです。


    「なんというか、便利なんだか不便なんだかわからない装置よね」


    「考えちゃだめです」


    　ふたりでクッキーを焼き焼き、そんな話をしました。
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    　さて。


    「……味、ぜんぜん変わらないわね！　どういうこと？」


    「もうかれこれ七世代くらい交配してるんですけどね。さすがに違いが出てきてほしい」


    『ひんしゅかいりょうしま専科？』をもってしても、さらに手て間ま暇ひまがかかるものなんでしょうか？


    　いっときの勢いで動いていたわたしたちは、すっかり飽あき飽きしてしまったのです。


    「……気分転換が必要ね。待ってて」


    　娘さんは出かけていくと、たくさんの荷物を抱かかえて戻ってきました。


    「それは？」


    「ご近所さんからいろんなフルーツの苗木をわけてもらってきたの」


    「ああ、いいですね。息抜きに遊びましょう」


    「食べたら[image: ]やせるとか、食べたら元気になるとか、そういうの作れないかしら？」


    「面おも白しろそう。試してみましょう」


    　様々なフルーツを改良しまくる遊びに、ふたりして興じました。


    　その結果、以下のようなものが完成したのです。


    



    ・憂ゆう鬱うつベリー


    　食べると、テンション上げすぎて空回りしてしまった自分を強くイメージし、憂鬱になる効果があるブルーベリー。冷静になりたい時に。


    



    ・ブジュツ


    　食べると、格かく闘とう技ぎの達人になった自分を強くイメージすることができるグレープ。ただし実際に強くなるわけではないので戦うのはよしましょう。気合いを入れたい時などに。


    



    ・ウイキ（wiki）


    　食べると、一度見聞きしたけど今は忘れてしまった記き憶おくを辞書をひくように取り出すことができ、物知り気分になれるキウイ（kiwi）。ただし辞書の精度はあなたのスペック次第。


    



    「……なんだか世に出したらいけないものを生み出してしまったような気がします。特にこのウイキなんかは」


    「でも効果時間五分くらいよ？　ズルには使えないわ」


    「でしょうかね。にしても……」


    　他ほかにも山とできた成果物を、わたしは虚むなしい気持ちで見つめます。


    「えらい、あっさりできちゃいますね。数世代で目的のものができますよ」


    「ドリアンだけうまくいかないのはなんでかしらね？」


    「先生、教えてください」


    　顔を近づけて尋たずねると、白衣の妖精さんは首をかしげます。


    「せんせーですが、わからないことだらけです？」


    「深いですね」


    「ねえねえ。いったん別のアプローチをしてみましょうよ」


    「いいですよ。どうします？」


    「味か匂においかの二者択たく一いつって気がするの。だから逆に、すごくおいしくてすごく臭くさいドリアンを作ってみるとか？」


    「そうですね。今度は味の方を固定して、臭においを消していく方向で行きましょう」


    　実際にやってみました。


    　ごろんごろんとはき出されてきたドリアンを、さっそく試食してみます。


    「わたし、本来のドリアン臭しゅうって体験したことありません」


    「……じゃあかなり覚かく悟ごしといてよね」


    　鉈なたがドリアンをかち割りました。


    　途と端たん、濃密な臭気が室内を満たしたのです。


    「はうっ」


    　わたしは倒たおれました。


    「はうっ」


    　娘さんも倒れました。


    「はうー？」


    　妖精さん……は鼻がないから平気みたいでした。
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    　ふたつの死体と秘密のドリアン小屋（小説タイトル風）。


    「……って、死にませんよっ」


    　がばっと身を起こし、這はいずるようにして窓を全開に。


    「慣れてるあたしでも死ぬかと思ったわ」


    「この世のすべての悪を凝ぎよう集しゆうしたような臭いでした」レビューせずにはいられません。「そう、あれは卵とぞうきんをまぜて腐くさらせ、沸ふつ騰とうさせたその湯気を思いきり吸引したような体験でした」


    「確かに腐った卵とぞうきんはこの世の悪の半分くらいは占めてるけど」


    　問題のドリアンは、合成繊せん維いシートに包んで臭いを遮しや断だんしてあります。それでも滲にじみ出るもので、室内はすっかり汚染されてしまいましたが……。


    「研究室で割ればよかった。しばらくこの臭いは残りそうだわ」


    「臭いはこんな簡単に改良できるのに、どうしてさっきまではうまくいかなか……」


    　言いかけたわたしの目が、あるものに吸い寄せられます。それは棚にインテリアとして飾られていた、小さな天てん秤びんでした。


    「もしかすると、フルーツのうまみ性能というものは、すでに十分改良され尽つくして頂点を極きわめているのではないでしょうか？」


    「そうね。今あるフルーツは、どれも完成された品種ばかりだし」


    　天てん秤びんの片方の皿に指を置き、ぐんと下に押し込みます。アンバランス。


    「高レベルでバランスしているものに、大きな力を加えようとしても、別の部分が大きく損そこなわれるだけ……優先されるのは味か匂においのどちらかのみ、とか？」


    　ただの推測でしたが、本職の彼女には実感をもって受け入れられたようです。


    　はあ、とため息をついて、


    「それじゃあドリアンをおいしくするのは絶望的ってことになっちゃうわね」


    「そうとも限らないですよ。臭においがマイナスになった分、うまみはプラスに転じているかも……」


    　わたしたちの目線は、シートにくるんで封印したドリアンに固定されます。


    「……試、す？」


    「……試、さないと」


    　額ひたいにいやな汗がにじみました。


    　それはとても大変な試みとなりました。まず、コレを食べることのできる装置を作るところからはじめなければならなかったからです。


    「ビニールか何かで」「ガスマスクのようなものが」「完全に密閉」「服に臭いがつくから」「腕を通す穴を」「箱の内部にゴム手袋を垂らして」


    　小一時間かけて、なんとかドリアン喫きつ食しよく装置を完成させ、さっそく『この世のすべての悪（品種名）』を試食してみたのです。


    　すると。


    「おいしい！」


    「すごくおいしい！」


    「めちゃくちゃおいしい！」


    「途方もなくおいしい！」


    「この感動を言葉であらわすなら……なんていうかその……おいしい！」


    「おいしすぎて一回転して、むしろまずい！」


    「……いや、それは誤解されますよ」


    「あらそう？　でもこれ絶対ウケるわよ」


    「もーおしごとなしー？」


    　妖精さんが悲しげに声をあげました。


    　窓の外はすでに明るくなりつつありました。


    　若者の徹てつ夜やパワーが奇跡を起こした、忘れられぬ夜となりました。


    



    



    　あれから数日ほど滞たい在ざいし、ふたりで新しいドリアンを旅行者に売り込みました。


    　このドリアンは悪あく臭しゆうが凄すさまじく、とても他ほかの里に出荷できるものではありません。なので、この土地でのみ食べられる究極のご当地ドリアンとして提供することにしたのです。


    　結果は大盛況。


    　完全に密閉したケースに頭だけを突っ込み、一切臭においが外にもれないようにして食べねばならないのですが、面めん倒どうなのですが、噂うわさが噂を呼んで連日の大行列。


    　娘さんは見事にカリスマフルーツ生産者として、その名を轟とどろかせることができたのです。


    「あんたには助けられちゃったわ。いつかまた遊びに来てよ」


    「ええ、必ず」


    　別れ際ぎわ、わたしたちは再会を約束しました。


    『ひんしゅかいりょうしま専科？』の妖精さんたちはちゃんと回収しましたし（その後しばらく旅がにぎやかでした）、もちろん気分転換で作った奇き妙みようなフルーツ群も責任もって完食しております。これで妖精さん絡がらみのトラブルも起こることはなく、万ばん事じめでたしめでたし……ということにはなりませんでした。残念ながらオチがつきました。


    



    



    　しばらくして立ち寄ったとある里で、わたしはこんな体験をしたのです。


    「きししっ、そこのお姉ちゃん、いいブツあるよ。見てきなよ」


    「ブツ？」


    　ちっちゃな女の子に誘さそわれた路地裏で、目の前に並べられたものを見て、わたしは絶句してしまいます。


    「これが食べると元気になるアッパー系ブドウ。なんでもできるって気分になるのよ。こっちのブルーベリーはダウナー系。ムカムカした時にやるといいの。このキウイはスマート系ね。記き憶おく力りよくがアップするの。欲しいものがあれば、珍めずらしいものかお菓子と交換したげる！」


    　しばらく言葉になりませんでした。


    「……り」


    「り？」


    　顔を両手で覆おおいます。


    「流出……！」


    　のちに、あの娘さんから謝罪の手紙がクスノキの里に届きました。


    　手紙には、食べ終えたフルーツの種がたくましくも野生化してしまい、各地に広まってしまったこと、そして流出はすでに広範囲にわたっていて回収は不可能であることなどが書かれていました。ごめんねー許してね♪　あと今度の夏に遊びに行くワ、とも書かれていました。


    　ということで現在この星には、いけないお薬は根絶されているのですが、かわりにいけない脱法フルーツが蔓まん延えんしていたりします。


    　わたしは今、このことを『世界人里ガイドブック』に書くべきか否いなか、真剣に悩んでいます。

  


  
    君主制度に果たす菓子類の役割


    



    



    　その里では、君主制が採用されていました。


    　そしてなぜか、わたしが女王様に選ばれました。


    「……え？」


    　いつの間にか押しつけられた王冠と杖つえ、そしてマント。宮殿に連行され、玉ぎよく座ざに座らされ、目の前にはビシッと礼服を着込んだ家臣たち。


    「……えええ？」


    　家臣たちの中から人の良さそうな若者が歩み出て、恭うやうやしく一礼をします。


    「よくお似合いです。さあ女王陛へい下か、どうかご命令を」


    「……えええええー？」


    



    



    　話を巻き戻しましょう。


    　わたしがこの里を訪れたのは、三日前のことでした。


    「わあ、きれい。すごい。メルヘン」


    　高台からは、南の里と呼ばれる土地の、清潔で美しい街並みが見渡せます。


    [image: ]


    　目立つのは、なんといっても里の中心部にある宮殿。小さいながらもロココ調の、それはもう立派な建物。その宮殿を中心にのびのびと広がる大おお路じ小こう路じ、色とかたちがそれぞれに違うカラフルな家々、シャクナゲやサツキが咲き誇ほこる街道、丘を越えて広がる広大な牧草地。


    「む、風ふう光こう明めい媚び」


    　いつかわたしが出版し歴史の教科書にも載るほどの名著（予定）『世界人里ガイドブック』に、この里も掲けい載さいされることでしょう。


    　今度は体ごと反対側に向き直ります。


    　灰色の城じよう塞さいが目に飛び込んできました。


    　こちらは北の里と呼ばれています。


    　基本的な街並みは似ています。中央に象徴的建物があり、周囲に放射状に広がる市街。ただこちらはロココ宮殿ではなく、角張った要よう塞さい。


    　広大な居住地全体が物々しい壁で囲われていて、整列する家々も飾り気のない石づくり。


    「……質しつ実じつ剛ごう健けん」


    　わたしの心にも寒風が吹いていました。


    「北と南。こんな何から何まで違う二つの里が、よく仲良くできるものですねー」


    　話しかけたつもりが、おともの妖精さんからの反応はありません。


    　ポケットから引っ張り出してみると、ボール状に丸まっていました。休眠する際や外敵から逃れる時などに、妖精さんはこのようになるのです。


    「仲良くないぞ。昔はともかく、今はな」


    　返事のした方に顔を向けると、白いドレスに身を包んだ一〇代後半くらいの女の子が、杖つえを後ろ手に仁に王おう立だちしていました。


    「あ、第一村人」


    「無ぶ礼れいな。わらわは村人じゃない。女王であるぞ」


    　胸を張ります。


    「第一王族の方でしたか……」


    「北の里の女王である。女王様と呼ぶがよい」


    「はい女王様」


    「うむ。ときにそなたは旅行者のようだが、当然北の里を観光してみたいと思うはずだな」


    「おっしゃるとおりです女王陛へい下か」


    「残念だが諦あきらめてもらうしかない。現在、我わが里は戒かい厳げん令れい下かにあるのでな。それに」とひと呼吸置いて、わたしの手元をのぞきこんできました。「妖精の卵だな？」


    「ご存じなんですか？」


    　問いかけには答えず、女王陛下は不敵に笑います。


    「普通ならしょっぴくところだが、外部の者というなら見逃してやろう」


    　これが、北の女王様との出会い。


    



    



    　南の里に入った途と端たん、妖精さんは丸まり状態から復帰しました。


    「まいうーのよかん？」


    　原因は、広場の中央に鎮ちん座ざする焼き菓子満載の移動販売車から漂ただよってくる、香ばしい匂においです。その周囲には、せっせとお菓子を運び込む人々の忙せわしげな姿が。


    「もし、そこの方。これは何かの露ろ店てんなんですか？」


    「違う違う。これはお供そなえものだよ」


    　ひとりのおばさまが、足を止めて教えてくれます。


    「お祭りか何かのでしょうか？」


    「そうじゃないよ。妖精さんにお供えするお菓子なんだよ」


    　悪いけど急いでるから、と空からになった皿を手に小走りに去って行くおばさま。


    「妖精さんのためのお菓子？」


    　まさかわたしの連れている妖精さんのため？


    「……とも思えませんが」


    「ここ、よろこぶところ？」


    「どうなんでしょう……」


    　妖精さんの口元から、たり、とよだれがつたい落ちました。


    



    



    「まいうー！」「まいあー！」「どうしておかしはぶっしつなのに、まいうー？」「にんげんさんならではのてくですか」「ぶっしつごときにくやしー」「でもとまらないー」「とーにょーびょーになりたーい」「それにつけてもいっぱいありますな」「ぶんれつします？」「ふえちゃいます？」「みんなでたべるとおいしいかんじ」「まいにちこーならいーのになー」


    



    



    　その晩、予定調和的に悲劇は起きました。


    　移動販売車の大量のお菓子が、一晩のうちに忽こつ然ぜんと消えてしまったのです！


    　里は大おお騒さわぎです。当然、わたしの滞たい在ざいしていた旅行者用の宿にも噂うわさは伝わりました。


    「なんというミステリー！　いったい誰だれがこんなことを？　さては透とう明めい人間のしわざ!?」


    　旅行者用の宿にて、揃そろいも揃ってふくれたおなかを抱かかえ、寝台で小山のように積み重なって昼寝している妖精さんたちの横で、わたしは現実逃とう避ひに余念がありませんでした。


    　一時間後、ちゃんと出頭しました。


    



    



    　里全体が騒そう然ぜんとする中、ひとまずの処置としてわたしは厨ちゆう房ぼうに拘こう置ちされました。


    「……とほほです」


    　でもひどい扱あつかいはなく、軽めの償つぐないのニュアンスで、卵を割ったりといたり生き地じをこねたりする仕事に従事することになったのでした。


    　ここはかつて食堂だったらしく、客用のフロアがありました。そのフロアでは今、大勢の村人が話し合っていました。
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    「どうするんだ！　里の総力を結集して作った菓子だぞ！」「今すぐかわりの菓子を……」「やってるわ。けど材料が足りないのよぉ」「ビスケットだけじゃ北には勝てん」「くそお！　優秀な菓子職人はどこかにいないのか？」


    「北にひとりいるがね」「そいつは敵だ！」


    　意味不明ながら、大変なことをしてしまったみたい。


    　厨房にいた火元責任者のおばさまが、しょげ返るわたしを気遣ってくれました。


    「あんたは気にしないでいいよ。旅の途中で食料が尽つきて、飢うえてたんだろ？」


    「いえ、そういうわけでも……」


    　妖精さんがやりました、とは言えず（悪いた戯ずらっ子が口にする定番の言い訳なので）。


    「北と南の里はちょっと前まで仲が良かったんだけど、最近は緊きん張ちよう状態にあってね」


    　スコーン生地を練りながら、おばさまは事情を説明してくださいました。


    「え、戦争ですか？　今時？」


    「北の里に新しい女王が即位してから、一気にきな臭くさくなっちまったんだよ」


    「それとお菓子にどう関係が？」


    　おばさまが口を開きかけたところで、厨房に恰かつ幅ぷくの良いおじさんが顔を出します。


    「おやあんた、会議はどうなったんだい？」


    　どうやらふたりはご夫婦のようです。


    「……ああ。とりあえず作れるだけスコーンを作ることになった。フルーツにしろ酒にしろ、使いきった分は取り寄せにゃならんが、次の宴うたげには間に合わんだろう」


    　ご主人はため息をつきます。


    「あの、お菓子はたくさんの種類が必要なんでしょうか？」


    「そうさ。種類だけじゃなくて、量もいる。あんたがたいらげた分くらいはね」


    　奥さんに手をぺちっと叩たたかれ、旦だん那なさんは「すまん」と声を落としました。


    「……よろしければ、もう少しましな償つぐないをさせていただけませんか？」


    



    



    「ありあわせで作ったものですが」


    　できあがったものが、カウンターにずらりと並びます。


    　議論に疲つかれてお通つ夜やムードになっていた里の人々が、寄ってきて目を丸くしました。


    「見たことのない菓子ばかりだ……」


    「こちらはマカロンというものです。色ごとに違う味でして、ジャムやクリームが挟はさんであります。工夫次第で何十種類でも作れますよ。こちらはビスコッティ。歯ごたえがある焼き菓子ですね。で、こちらがサブレです。バターの配分が多くて、ビスケットとは食感がだいぶ変わってますよ。ほとんどの妖精さんはパンは好みません。でもクラッカーやラスクは工夫次第で食べてくれますから、たとえばカナッペのような形で……って皆さんどうしました？」


    　その場にいた全員が、お菓子ではなくわたしを凝ぎよう視ししていました。


    「……あんた、お菓子作るの得意なの？」とおばさま。


    「ええ、まあ、わりと」


    「食べてみてもいいかね？」と真剣な顔でおじさま。


    「ええ、どうぞ、もちろん」


    　人々はお菓子をつまんで、口に運びました。


    　数秒の完全なる沈ちん黙もくの後、突然円えん陣じんを組んでひそひそ話をはじめます。


    「あ、あの？」


    　やがて代表して出てきた眼鏡めがねの青年さんが言います。


    「今すぐ王宮に来ていただけませんか？」


    「……はあ、いいですけど。というか拒否権ないですけど」


    　押おう送そうされた先の宮殿で、わたしはこの里が君主制であること、今まで君主不在であり里全体が混乱していたこと、その混迷期も今日で終わりを告げたことを聞かされました。


    「なぜ終わり？」


    「はい。それはあなたが、新たな女王様だからです」


    　青年さんはわたしに『レガリア入れ』と殴なぐり書きされた段ボール箱を押しつけました。
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    　レガリアとは持っていれば国王の証あかしとなる超重要アイテムのことですが、そんなもん段ボールに入れておくなよとタメ口で突っ込みたい気持ちでいっぱいでした。


    　そして話は冒頭の一幕に戻っていくわけです。


    



    



    「……まあ、損害を与えてしまった以上、断りませんがね……」


    「現在、我わが南の里は、隣りん接せつする北の里と緊きん張ちよう関係にあります。物々交換などは停止、住人の行き来もできません。北の者が言うには、こちらが川の上流域で水車増設のための河川工事を勝手に行ったことが、不当な水源の独占にあたるとして……まあ無論そんな事実はなくて単なる言いがかりなんですが」


    　説明を聞きながら、ああ以前にもこんな女王様ごっこをしたことがあったなあ、としみじみ思い出すのです。そして今度は対戦相手がいるんだなあ、という不ふ吉きつな予感が脳のう裏りをよぎっていきました。


    「あとは古い記録によると市庁舎が北側にあったことを理由に、歴史的に南は北の領有地だとか。猟りよう銃じゆうを入手したら近きん隣りん村落を脅おびやかす軍備増強だとか。大量破は壊かい兵器をひそかに開発しているだとか。いろいろ難なん癖くせをつけられているのです」


    「……戦争開戦の建て前に利用されそうな文句のオンパレードですね」


    「ええ、まさに建て前で。北の新女王が本当に狙ねらっているのは、二つの村の支配権です」


    「同じような規模の里なんですから、言い返せばいいのに。対等なんでしょう？」


    　大臣さんたちの表情が曇くもります。


    「いえ、つけ込まれるだけの理由があります。たとえば今この里は指導者がおりません」


    「選挙で新しい人を選ぶことは……」


    「できません。資格がいるのです」


    「資格？」


    　青年さんは眼鏡めがねをくいとあげます。


    「お菓子、ですよ」


    「はーいー？」


    「古来、この地には多数の妖精さんが住んでおりまして」


    「うっ、それはもしや……生活が困ったらお菓子を捧ささげて、妖精さんパワーでなんとかしてもらっていると？」


    「女王陛へい下かは実に聡そう明めいであられる。いちばん最近ですと、数年前に川が氾はん濫らんして、辺り一帯が泥どろで住める状態じゃなくなってしまったのですが、全部建て直してもらいました」


    「やけに真新しい建物だと思ったらそんな理由で……」


    「当時、それはそれは有能な菓子職人が里を導いておりましたよ」


    「その方は？」


    「定年退職しました。お孫さんたちと一いつ緒しよに暮らすとかで、遠い地に。あれほどの達人が今もとどまってくれていたなら、北に一方的に圧力をかけられることもなかったはず……」


    「読めましたよ。お菓子がおいしければおいしいほど、妖精さんたちを動員できる。それがそのまま国力の差に繫つながると、こういうわけでしょう」


    「素晴らしい！　仰おつしやるとおりです。陛下のお菓子、たいへんおいしゅうございました」


    　大臣さんたちが、一斉にわたしの前にひれ伏しました。


    「お願いでございます。どうかこの里をお救いください」


    　声を揃そろえて言うのです。


    



    



    　女王に即位をしたら北の里に挨あい拶さつするのが習わし。


    　とのことで、王の間にはいつの時代のものかもわからない大画面テレビ電話が設置されています。ホットラインなのだそうです。


    「映しますよ？」


    　テレビ画面に登場した北の女王様は、わたしの顔を一目見るなり首を傾かしげました。


    『うむー？　どこかで見た顔だな』


    「丘にいた旅行者ですよ、女王様」


    『おお、あの！』ぽんと手を打ち『やはり担かつぎ出されたか。しょっぴいておけば良かった』


    「それはごめん被こうむるんですが……。ところで女王様、質問が」


    『うむ、よいぞ』


    「難なん癖くせつけて戦争したがってるって噂うわさ、本当？」


    　直ちよく截せつな物言いに、補佐官さんが一いつ瞬しゆんで青ざめていました。


    　かたや、女王様はにんまりと笑います。


    『そなた、おもろい。正々堂々戦おう』


    「戦争したいんですか女王様」


    『うむ、したい。領土が欲しい。あとそっちの里の少し向こうに、もいっこ別の里がある。将来的にそこまで進出するためにも、南の里が欲しい』


    　これが領土欲です。


    『そういうわけで、もう辛しん抱ぼうたまらなくなったので、宣戦布告をする』


    「武器もないのにどーやって戦争？」


    『武器などいらん。この戦い、お菓子作りが上う手まい方が勝つ』


    「どゆこと？」


    『かつて菓子職人だった母譲ゆずりの秘伝テクニックが、私にはある！』


    　ひとりで盛り上がっていきます。


    『我わが侵攻を防げるのかどうか、その力、見せてみるがいい！』


    　ホイッパー（泡立て器）を象かたどった杖つえをわたしに突きつけ、高らかに宣言しました。
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    　南と北の戦争、勃ぼつ発ぱつ。


    



    



    　ところで戦争ってどう進めたら良いんでしょ？


    　宣戦が布告されたものの、まだ里にはのんびりした空気が漂ただよっています。宮殿の窓の外を、はぐれ羊がゆっくり横切っていきました。


    「対策した方がいいのかしら……補佐官さん、どうしましょう？」


    「うーん。戦争についてはわかりません。逆にご命令をください」


    　のんびりした空気の他ほか、完全丸投げの空気なども漂っております。


    　他の大臣たちも皆「用事できたら呼んでくださいねー」と礼服を脱ぬぎ、農具を手に畑仕事に戻ってしまいましたし。


    「とりあえず決戦の日は、明日です」


    「ん？　決戦の日とは？」


    「古来より、この地では……」


    　補佐官さんの話をまとめると、こういうことだそうです。


    　妖精さんは人前に出てこない。けど年に一度、人間の祭りを真ま似ねて草原を大行進することがある。そのコースというのが北と南の間にある丘（北の女王様と会った場所）。あらかじめ進行方向にお菓子と願い事を書いた紙を置いておくと、お菓子がおいしければ願いが叶かなうことがある。なお、この風習は北にもある。以上。


    「ふうん。それだと、北と南で妖精さんの取り合いになっちゃいませんか？」


    「ええ。それでも一昨年までは、双方健全に競いあっていたんですが……」


    　なるほど。それが、この土地なりの妖精さんとの付き合い方なんでしょう。


    「じゃあ戦争といっても話は簡単ですね。妖精さん大行進の日に、北の里とのお菓子合戦に勝てばいいと」


    「……そう簡単だといいんですが」


    　補佐官さんは大きな机の上に、戦略地図を広げます。


    　色鉛筆でのびのびと描かれていました。


    　……やる気があるのかないのか。


    「ここが妖精大移動のルートです。去年は君主不在のため、我わが方は北の里の高品質なお菓子に大敗を喫きつしました。今年こそはと意気込み、質より量と種類で勝負に出ようとしましたが、そのお菓子も失われました」


    「う、ごめんなさい……」


    「できれば、今ある限られた材料でも最高の、そして大量かつ多彩なお菓子を用意していただきたいのです」


    「旬しゆんのフルーツくらいは欲しいんですが……」


    「使い果たしてしまいました。急ぎ取り寄せてはいますが、届くのは二週間後です」


    「それだと相手の腕次第ですけど、勝つのはちょっと厳しいかもですね。あちらさんもかなり自信はあるようでしたし」


    「ですよねえ。困りましたね。どうしましょうか」


    　以前、島流しになってしまった時は、妖精さんをたくさん増やしてなんとかしました。


    　でも今回はわざわざ増やすまでもなく、すでに大量に増ぞう殖しよくしてしまっています。


    「わたしにいい考えがあります。大だい丈じよう夫ぶ。希望は、まだあります」


    　きりりと告げて、意い気き揚よう々ようと妖精さんを回収しに宿屋に戻ったのですが、なんと全員どこかに消え去っておりました。お菓子をたくさん食べて、満たされてしまったんでしょう。キリッとした顔で宣言した分、補佐官さんに「やっぱしさっきの話なし」と告げるのがとても恥はずかしかったです。


    



    



    　わたしと補佐官さんは里の外に繰くり出しました。偵てい察さつのためです。


    「陛へい下か、お気をつけください。北の者たちは丘の付近に前線拠きよ点てんを置いています。発見されれば嫌いやがらせを受ける可能性が高く、かなり危険です」


    「嫌がらせで済むんですか……」


    「ところで、偵察といっても何を偵察なさいますので？」


    「相手の作るお菓子の種類です」


    　北の前線基地に接近したわたしたちは、そこでとんでもない光景を目にします。


    「あれは基地というより……キッチンなのでは？」


    　煙突からもくもくとはき出される煙が、バターに火を通した時の甘い匂においを含んでいました。オーブンがあるのです。


    「おかしいですね。つい昨日まで、あの建物はなかったはず……」


    　一晩でキッチンハウスが建つのか？


    　建ちません。建てる方法があるとしたら、ただひとつ。


    「妖精さんパワーでしょうね」


    「まさか。願いができるのは年に一度だけ。明日一日だけですよ」


    「たぶん北の女王様は、わたしと同じような……」


    「あっ、張本人もいましたよ」


    　補佐官さんが指さします。


    　北の女王様が、キッチンハウスから出てきます。すぐあとから、大皿を持った兵士たちがどやどやと続きます。皿にはできたての焼き菓子がどっさり。


    「作業の終わった者から、本日のおやつとりんごジュースを受け取って兵舎に帰るように。妖精はいかつい兵士がいると働きが鈍にぶるのでなー」


    　わたしたちが無言でスパイしているとも知らずに、女王様は人払いをしました。


    「ワッフルにスコーン。あとはスイートポテトですかね。どれもプレーンかしら。シンプルな焼き菓子がメインなんですね」


    「おいしいらしいですよ」


    「できたてだと美お味いしさが倍増しでしょうねえ」


    　同じようなキッチン設備を南側にも用意できないか尋たずねると、補佐官さんは無念そうに頭を振ります。


    「とてもあんな本格的な設備は一晩では……申し訳ございません」


    「ですよねえ」


    「あっ、女王が何かテントから運び出してきましたよ！　カラフルなゴムボール？」


    「いいえ、あれは丸まった妖精さんです」


    　丸まり妖精さんでいっぱいの木箱をえっちらおっちら引きずって、キッチンハウスの周囲にざらっとぶちまけました。さらに、せっかくのできたてスコーンなのに、荒れ放題の草地に惜おしげもなくぽんぽん投げ込んでいくのです。


    「妖精たちよ！　おやつを食べるがいい！　そして妖精サイズのオサレカフェを建てよ！」


    　祈き願がん（？）を捧ささげ、素早く身を隠かくしました。


    「うまい！　あのやり方なら、シャイな妖精さんたちでも肉食系女王の下で働けます！」


    　一分もせぬうちに、そのとおりのことが起きました。


    　ボールからもぞもぞと復帰した妖精さんたちは（ダンゴムシのそれをイメージするとわかりやすいでしょう）、すぐに自分たちがお菓子のそばにいることを知ります。


    「あー、あるかもー、なんかー」「なになにー、いーにおい？」「ほかほかだ……」


    　ここはどこだとか、なぜこんな場所に、とかいう疑問は一切ありません。手近なスコーンに駆け寄り、リスみたいに頰ほお張ばるだけの素そ朴ぼくな存在、妖精さんです。


    「……おつとめしなきゃ、いけないきぶん？」


    　で、丸まり時に下された命令をじわっと思い出し、実直に働き始めるのでした。


    　妖精さんは次々と目覚めていきます。


    「ちそーになったです」「どこのだれだかしらないけれど」「おんがえしです？」「このあじなら、きりきりはたらいてもよいでしょう」


    　労働人数が増えると、仕事は一気に加速します。


    「おお、陛へい下か。みるみるうちに建物ができていきます」


    　早回しの映像をご覧になったことはあるでしょうか？　あんな感じです。


    　できあがったのは、妖精さんが利用できるミニチュアサイズのオープンカフェでした。それも何百人も座れるような、広々としたつくり。


    「なるほど。できたての焼き菓子と、オサレな店構えで、妖精さんの心をわしづかみしようというマーケティングですね」


    　妖精さんの仕事が終わったあたりを見計らって、女王様がさらに何かを投げ込みます。


    「何を投げ込んだんでしょう？」


    「あれは地表でパチパチ弾はじけるタイプの花火です」


    　ねずみ花火と呼ばれるそれは、火をつけて放ほうると、パチパチと回転しながら大暴れして、最後にはパーンと破は裂れつしてしまうのです。


    「わー」「きゃー」「まいがっ」「はぷんっ」


    　逃にげて惑まどって（だけど逃げられず）最後の破裂と同時に、ほぼ全員がボールに戻ってしまいました。逃のがれられた者はごくわずか。


    「ふふふ、大義だったぞ」


    　女王様は悠ゆう然ぜんと現場に舞い戻り、丸まり妖精さんたちを回収していくのです。


    「……年に一度だけの奇跡である妖精さんを使い回すなんて」


    「これがあちらの勝算だったんですねえ」


    「これは勝ち目はないのでは……？」


    「いえ、そんなことはありません。希望はまだありますよ」


    　合わせたてのひらをそっと開くと、そこには幸運にも逃れることができた妖精さんが、ふるふる震ふるえておりました。


    



    



    　王宮に連れ帰った脱だつ北ぽく妖精さんを、わたしはもてなしました。そして打ち解けました。


    「妖精さーん、お元気ですかー？」


    「はー、みどるてんしょんですけどー？」


    　ミドルテンション（素）の妖精さんは、あてがわれたドールハウス（村営住宅枠）でぱたぱたと家事をするほどに回復していました。


    「す、すごい、妖精さんを手て懐なずけるだなんて……」


    「ほほほ」


    　ほめられると気分がよい。


    「でもたったのひとりでは、状況は変わらないでしょうね」


    「いいえ、ひとりじゃありません」


    　ありあわせで作った六色マカロンを、ちっちゃな紙箱に詰つめて妖精さんに与えます。


    「これなんですー？」


    「ぷれぜんとふぉーゆー」


    　妖精さんが紙箱の中をのぞきこみます。


    　その途と端たん、ぽん、というコルクを抜くような音がして。


    「わー、あるー」「おいしげなもの、あるー」


    「わっ、増えた！」驚おどろく補佐官さん。


    「妖精さんは増えるんですよ。さて妖精さーん、わたしいちご欲しいんですけどー。いちごあるとおいしいお菓子がいろいろ作れるんですけどー」


    　妖精さんたちの口元から、たら、とよだれが流れ落ちます。


    「おまかせあれー」「こいちじかんほどおまちをー」


    　マカロンで元気になった妖精さんは、ヘイポーヘイポー歌いながら（謎なぞソング）プランターでイチゴを促そく成せい栽さい培ばいしてくれました。


    「た、たったの七粒ですか？　これは……」


    「ふたりですからね。でも今は七粒で十分。そうですね、これで作るとしたら……」


    　作ったのは、いちごのカップケーキ。それもすぐ妖精さんに投資ならぬ投とう菓かします。


    「わーい」「わーい」「わーい」「わーい」


    　ぽぽぽぽん。快音とともに四人に分ぶん裂れつ。


    「また増えた……もしかしてこれ、倍倍ゲームで……」


    　補佐官さんも気づいた模様。


    　ここから先は、もう流れに乗るだけでした。
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    「妖精さーん、カカオ豆が欲しいですー」


    「ぎょいー」


    　ぽぽぽぽぽん。


    「妖精さーん、リキュール欲しいですー」


    「はいはーい」


    　すぽぽぽーん。


    「妖精さーん、あれやこれや欲しいですー」


    「あいやー！」


    　すぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽーん。


    　まあ、五時間くらいです。


    　人口が増えるごとに増築も進み、今や王の間の床には、足の置き場もないほどにドールハウスがひしめき合っています。


    「すっかり妖精さんの国と化してしまいましたね」


    「めちゃくちゃだ……」


    　補佐官さんは目を丸くしっぱなしでした。


    「おうのまはつ、といれまえいきのしはつれっしゃ、いちばんほーむにはいりまーす」


    　電車なんかも走っちゃったりして。


    「まったくふけいきです？」「んだなやー」「ぶどうじゅーすのんだくれー」「しごとさえありゃあ、こんなごみためー」「ひとはたひとはたー」


    　スラムなんかもできちゃったりして。


    「さて、仕込みの時間も必要ですし、そろそろ準備しましょうか」


    



    



    　そして北と南の女王は、対たい峙じの時を迎えるのでした。


    　お互いの背後には、それぞれの里の民が不安そうな顔で見守っています。


    「南の女王よ、我々の長きにわたる関係も、ついに終止符を打つ時が来たようだ」


    「わたしたちの関係は昨日の今日です」


    　来ましたよー大行列がー、と誰だれかが大声で告げ知らせます。


    　北の女王様は自分のキッチンハウスに、わたしもまた新築の厨ちゆう房ぼう設備（妖精さん作）に飛び込みます。すでに大勢の部下が控えています。


    「まずは焼きたての焼き菓子から出しますからー」


    　補佐官さんがわたしの指示を、人々に効率良く伝達していきます。焼き上がったばかりの品々が、次々と運び出されていきました。


    「さあ、どうかなー」


    　妖精さんの大行列は、本当に千人以上の規模でした。


    　彼らは進路にお菓子満載の菓子山を発見すると、大きく二手にわかれてそれぞれの山にとりつきはじめました。
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    「わー」「きゃー」「すてきー」「にんげんさんのおかしだー」


    　その数を数えていた補佐官さんが「数は互角です！」と報告してきます。安あん堵どする南の面々ですが、互角なのも一いつ瞬しゆんのこと。


    「ああっ、北のオサレカフェに大量の妖精さんが入店していってます！」


    　北の女王様の、勝ち誇ほこった顔が目に浮かびました。


    「ではこちらもオープンで」


    「遊園地カフェ、オ────プン！」


    　今まで大布で隠かくされていた、こちらの秘密兵器。


    　平原の一角を埋うめ尽つくす、妖精さんサイズの遊園地が陽光のもとに姿を現しました。


    「あれなにー？」「そーぞーふかのう？」「でも、おたのしみのよかん？」


    　菓子山にいた妖精さんたちが、喫きつ食しよくの手を止めて見入っています。


    　遊園地にはすでに妖精さんの職員やサクラがいて、ミニチュアコースターやミニチュアバイキングや標準サイズのコーヒーカップなどの遊具で遊んでいました。


    「そろそろ第二弾、出しちゃっていいですよー」


    　補佐官さんが指示すると、やはり妖精さんサイズのソフトクリームやプチケーキやらポップコーンやらが、妖精さん鉄道に積まれて出荷されていきます。


    　新しいお菓子の投入に、妖精さんたちはいっせいに南側になだれ込んできます。


    「八割方、こちらに取り込みました！」


    「勝負はあったようですね」


    　ちなみにあの遊園地、王の間まで続いています。地続きで拡張してきたものなので。


    「な、な、なんだそれは───っ！」


    　勝利のティータイムを楽しんでいると、北の女王様が厨ちゆう房ぼうに怒ど鳴なり込んできました。


    「妖精さん用の遊園地カフェですよ」


    「そんなことは見ればわかる！　どうやって用意したー！」


    「国家機密です」


    「むぐぐー！　こうなったらー！」


    　キッチンハウスに戻り、秘密兵器だった丸まり妖精さんを北側にぶちまけます。転々と跳はねたボールのひとつが、北の外壁を弱々しく叩たたきました。


    「うわーん！　北の里が南の里を併へい呑どんするのだー！　レッツ侵しん略りやくー！」


    　泣きじゃくりながら、残ったお菓子を皿ごと放ほうり投げたのです。


    「あ、あれは……いけない、かも？」


    　妖精さんもなんだかんだで人の心からの叫びには、強めに応こたえてしまったりするもので。


    　最初は静かなものでした。


    　でもやがて地面は小さく揺ゆれはじめ、それは急激に地じ震しんのように強くなり、さらには大気そのものを揺るがす脈動として周辺に伝でん播ぱしていったのです。妖精さんの、力が。


    　遠景に溶け込んでいた北の城壁が、いっさいの脈絡なく、蛇へびの鎌かま首くびのようにむくりと持ち上がる瞬しゆん間かんをわたしたちは目にしました。


    　誰だれかが叫び声をあげました。


    　北の城じよう塞さいが細胞分ぶん裂れつするみたいに増ぞう殖しよくしつつ、こちらに押し寄せてきました。巨大な質量の砦とりでが津波のように襲おそい来るのですから、人々が震ふるえ上がるのも無理はありません。


    「へ、陛へい下か、あれはどういう現象なんです？」


    「北の里が南の里を呑のみ込もうとしているんじゃないかなあと推察できます」


    「……やばくありませんか？」


    「うーん、こうなっちゃうともうオチは予測できるというか……でも対抗はしましょう」


    　わたしはメガホンで妖精さんたちに呼びかけます。


    「妖精さーん、このままだと南の里が北の里に食べられちゃいますー。なんとかしてくれたらシュークリームさんが大量に遊びにきてくれますよー」


    　すべての妖精さんが完全同期のタイミングで、わたしに振り向きました。


    



    



    　南北の住人を連れて距きよ離りをとり、里同士の激突を遠くから見物することにしました。


    　這はいうねる北の里に、敢かん然ぜんと立ち向かわんとする南のメルヘンな街並みが、ついに動き出します。さながら堤防のごとく、蠢うごめく城塞の前に七色のメルヘン市街が隆りゆう起きします。
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    「さすが妖精さんの数が多いだけあって、仕事が早いなあ」


    「なんなんだそなたはっ！」と北の女王様（捕ほ虜りよ）。


    　べちゃっ、という擬ぎ音おんとともに激突する南北の里。


    　どちらも建築物でできた粘ねん菌きんのようなもので、その闘とう争そうは吸収合戦の様相を呈ていしました。


    　白とピンクの壁がまざりあい、ラテアートのように渦うずを巻きます。建材は分ぶん離り不可能なほど融ゆう合ごうし、ひっきりなしに無ぶ骨こつと華美の折せつ衷ちゆう様式めいた一軒家がずどーんずどーんと発芽しています。アルファルファのようにすくすく育ったロココ聖堂が固太りの石いし砦とりでを締しめ上げれば、灰色の監視塔とうが壮そう麗れいなアーチを押さえ込みます。


    　ビジュアルの想像しにくい話でこめんなさい。


    　そうですね、同じ場所に育った菌きん類るいが生存権を懸かけて激突している様子を、高速早送りしているようなキモげなものを想像なさってください。


    　ぐらぐらと揺ゆれる大地の上で、街そのものによる併へい呑どん合戦は終わる気配もなく続きます。


    「長引きそうなのでお茶にしましょうか。ケーキ残ってますし」


    「ご用意いたしましょう。皆様の分も一いつ緒しよに」


    　北も南もなく、わたしたちはその場にいた全員で午後の紅茶を楽しんだのです。


    　肩を落としたまま地面に座り込んでいた北の女王様がつぶやきました。


    「そなた、タルト・シトロンが作れるのか……いっこくれ」


    「ええ、どうぞ」


    　激闘二時間。文字通り街と街との格闘戦は、相打ちという形で決着。


    　それにともない、南北戦争もうやむやのうちに終戦を迎えたのです。


    



    



    　……かつて北と南の二つだった里は、その日からメランジュ村と名を変えたのです。


    　メランジュとは、お菓子作りの用語で「混ぜる」という意味。まざりあってゼラチンで固定されたかのような、おそるべきカオス具合を呈する街は、その名称にふさわしい奇き妙みような景観を誇ほこっているのです。訪れた者の誰だれもが驚おどろくしかない、ぐねぐねでにょきにょきの街並みは、まさにアバンギャルドの一言。特に高さ五〇メートル、幅二〇メールにもなる天然の高層アーチは、大地の津波を固めたとしか形容できない、この里ならではのもの。


    　もしあなたがメランジュ村の近くを通りかかったなら、夢む幻げんの世界に旅立つこの機会を逃のがすのは、決して得策とは言えないでしょう。


    
      『世界人里ガイドブック』P.１９２より抜ばつ粋すい　

    

  


  
    旅の手土産に最適なもの


    



    



    　荒野のただ中に、その施設だけが生き残っていました。


    　周囲には雑草が生い茂り、そこがかつて街だったことを示す建物の土台や折れた柱を、すっかり覆おおい尽つくしています。往年の姿をとどめている施設は、ひとつだけ。


    　かなり広大な面積の土地を、背の高い石壁が囲っていました。敷しき地ち内ないには建物がいくつかあり、今でも誰だれかが暮らしているような雰ふん囲い気きがありました。


    



    　門を抜けて最初の建物に入ると、そこには受付カウンターがあります。


    「……誰かいませんか～？」


    　反応はなかったのですが、『用事があったら押してください』と書かれた紙の上に呼び鈴が置かれているのを発見します。


    　押してしばらくすると、事務服を着た女の子がやって来ました。


    「あはーい。なんのごよう？」


    　……なんでしょう、このどっかで見た感？


    「質問なんですがここは村なんでしょうか？　ここしか生き残ってないようですが」


    「むらであり、なおかつがっこう、みたいな？」


    「へー、学校ですか。でも年表的には教育機関はもうない、ってことになってますよね？」


    「なってますが、あえていひょうをつきました」


    　意表を突かれたからどうだと言うのか。


    「あなたさま、にゅうがくきぼうのかた？」


    　女の子は抑よく揚ようの定まらないふにゃふにゃ口調で言いました。


    「いえ、旅行者なんですが、観光することはできますか？」


    「かんこー……こんやはしゅくはくしたり、ねむったり、とまったりしますか？」


    「ぜんぶ同じ意味ですね。でも、ええ、そうですね。できればそうしたいと思ってます」


    　ここで泊まれないと、今夜は荒野で寝泊まり決定ですから大変です。


    「それだと、やっぱしごにゅーがくになります？」


    「は？　入学？」


    「おやくそくなのでー」


    「お約束？」


    「……おまちがいでした。きそくなのでー」


    「入学しなきゃ泊まれないんでしょうか？」


    「がくせいりょーしかないので、そうなりますなー」


    「ああ、学生寮……だから」


    「ですですさいです」


    　野宿が続いていたので、ここらで何日かリフレッシュできると良いのですが……さて。


    「ごにゅーがく、なさいます？」


    「……というかわたし、学校出てますよ。それにこの年で学生というのも抵抗があります」


    「みなさんそーおっしゃいますな」


    「皆さんというのは、今までここを訪れた旅行者とか？」


    「たまにおいでになりますなー」


    「で、皆さんはどうしました？」


    「たちさりぬ？」


    「……でしょうね」


    「どうなさいますですか？」


    　迷いました。


    　泊まりたい。でも入学したくない。ああ、どうしたら……。


    「む！」


    　気づくわたし。


    　出たくなったら勝手に出てしまえばいいのです。


    



    



    　ってことで。


    「みなさんにあたらしきおともだち、ついかします？」


    「……と申します。皆さん、よろしくお願いいたします」


    　わたしはパリッとした制服に身を包み、教きよう壇だんで一礼をしました。
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    　生徒数は男女一〇名ほど。


    　多少の年齢差はあるものの、生徒さんたちはだいたい八歳から一二歳。


    　二〇歳オーバーのわたしは完全に先生枠でした。


    「あの……おとなの、ひと？」


    　前列に座っていた気弱そうな女の子が、そう訊たずねます。


    「そう見えるかもしれませんね。でも生徒です」


    「おとななのに……？」


    「なかよくするなど、すいしょうのこと～」


    　そうとだけ言い残して、事務子さんはよたよたと歩み去りました。


    　人間同士の空気感を少しも解していない者の去りタイミング。


    　……もっとこう、最低限でも溶け込ませる努力をしてから去りましょうよ。


    「わたしはどこに座ったらいいですか？」


    　ひとりの少年に問うと、反射的にあいている最後列の席を示されます。


    「よろしくお願いしますね？」


    　自分の席から、ひとつ前に座っている男の子に話しかけると、彼は椅い子すを蹴け立たてて逃げ去ります。教室のすみっこで、こちらをチラ見しつつひそひそ話をしているグループに合流し「おれ今なんか話しかけられちゃったよぉ……」と落ち込んだ様子で告白していました。


    　ああ、お子様の群れってこういう感じだったなあ。懐なつかしい。


    　これはこれでけっこう楽しいかも、と思いかけているわたしです。


    



    



    　荒野のただ中にあるにしては、施設はとてもよく管理されておりました。


    　フェンスで囲まれた広い敷しき地ちには雑草はほとんどなく、点在する赤れんがの建物も古いなりに手入れが行き届いているようでした。塀へいの外の荒れ具合とは別世界。似たような雰ふん囲い気きだった《学がく舎しや》を思い出さずにはいられません。規模は、ここのがだいぶ小さいのでしょうが。


    　校舎の入り口付近に並べられた敷石を見下ろすと、昔せき日じつの栄光を示すかのような桂けい冠かんの模様が描かれていました。遠い昔、ここは本当に伝統ある学校だったのかもしれません。


    「あの、おねえさん……もう一周案内しちゃったよ？　帰っていい？」


    　クラスに三人しかいない女の子から、もっとも内気そうな（与くみし易やすそうな）彼女を拉ら致ち同然に連れだして案内してもらっています。


    「帰るっていっても寄宿舎でしょう？」


    「うん……」


    「わたしもそこに泊まるので、最後まで案内してもらわないと」


    「あっ！」


    　女の子は涙目になりました。わたしと一いつ緒しよにいる姿を、誰だれかに見られたくないのです。


    　今は放課後。校舎を案内する分にはどうにかできても、寄宿舎の玄関となるとクラスメイトの目線をさけるのは難しいのでしょう。異分子（わたし）と仲良くするところを目もく撃げきされるのは、閉へい鎖さ的てきな集団ではなかなかだいそれた行為なのです、フフフ。


    「ささ、寄宿舎にも連れて行ってくださいな」


    「ううう～～～……」


    



    　寄宿舎は木造で、こちらも古いなりにとてもよく手入れされています。


    「う、裏口からでいい……？」


    「ＮＯ。はじめてなので断固、正面玄関から入りますよ」


    「う、ううう……」


    　女の子は喉のどの奥で呻うめいたっきり、ついに足を止めてしまいました。


    　ちょっと追い詰つめすぎたっぽいので、そろそろ解放してあげようかと考えていると、威い勢せいの良い声が浴びせかけられました。


    「おい！　何そんなやつと一緒にいんだよ！」


    　女の子はびくっと肩を震ふるわせました。


    「そんなヤツと仲良くしてると、仲間はずれにするからな！」


    「し、してないようっ」


    　玄関柱の向こうから現れた勝ち気そうな男の子に、女の子はあせあせと言い訳。


    「来いよ」と命じられて、少女は小走りにそのもとに駆け寄ります。男の子は女の子が素直に従ったので、ほっとした顔をしました。


    　ふうん。


    「……ねえ、このこと、みんなに言う？」


    「言わねーよ、いちいちめんどくせー。ただオマエがあいつとこれからも仲良くするなら、クラス長としてみんなにも報告するしかないからな」


    　女の子は震え上がりました。


    「もうしないよぉ。だからみんなに言いふらさないでぇ？」


    「……わかった。言わないでおいてやるよ」


    　女の子はぱあっと明るい表情になります。


    「あ、ありがと～」


    「……けっ。おまえだけの特別だかんな」
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    　ふうん、ふうーん。


    　興味深く眺ながめていると、男の子は視線に気づいて再び険しい表情になります。


    「なに見てんだよテメー！」


    「んま。制服はしゃんとしてるのに、そんな言葉づかいじゃ親おや御ごさんが悲しみますよ」


    「バーカ！　親なんていねーよ！」


    「あら。それは失礼」


    「おい、テメー。二度とこいつを勝手に仲間に引き込もうとすんなよな。大人でも新入りなんだから調子乗んじゃねーぞ！」


    　言うだけ言って、ふたりは立ち去っていきました。


    　勝ち気くんと、内気さんって印象のふたり。


    



    　寄宿舎の一人部屋で念願の真新しいシーツに包まれ、その晩はしあわせ安眠でした。


    　朝起きると、個室ごとに用意されたレターボックスに、ＩＤカードが投とう函かんされていました。生徒証とのこと。この里では、カードですべての支給品が管理されているようです。


    　朝には、食堂で朝食をいただきます。


    　配給機械にカードを通せば、朝なら朝食、夜なら夕食が配食されるのです。


    　ちなみにこの日のメニューはパンと木き苺いちごジャム、謎なぞ肉にく（たぶん合成食）のソテーにニセウミガメのスープ。デザートにはバニラ風味のライスプディング。素晴らしい。


    「もう何日か泊まっていってもいいかも……」


    　お子様たちは魚の群れみたいに離はなれた場所で固まって食事をしていて、わたしだけが孤こ立りつしてはいましたが、この満ちたりた朝食の前にはまったく気になりませんでした。


    



    　学校で最初に驚おどろいたことは、教師が不在であることでした。


    　たまたま病気などで休んでいるという事情ではなく、そもそもいないのです。戦せん慄りつの完全自習教育。


    　なのにカリキュラムだけはしっかり定められていまして。


    　教育計画に従って作成された教本をもとに、生徒は自分で学習を進めていくスタイルだそうです。そんなんでちゃんと学習できるのでしょうか？　別にいいけど……。


    　教師がいないかわりに、学習支援は充実しております。


    　立派な図書館があり、学習室があり、娯ご楽らく室しつがあり、食事は三食しっかり出て、制服、教材は支給され、建物は清潔。素晴らしい。


    　進級試験も実施されていました。


    　実年齢とは関係なく進級が決まるのは、《学がく舎しや》と同じ。


    　その試験が、わたしの入学二日目に行われました。


    「……なんですかこりゃ」


    　問題を一いち瞥べつして、わたしの胸に去来したものは困こん惑わくだけです。
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    　かずのもんだい、がんばってとこう♪


    



    　とい１　27＋17＝［　］


    



    　とい２　y＝5x+6について、x＝３を代入したときのyの値はいくつですか？


    



    　とい３　単連結な３次元閉多様体は３次元球面[image: ]と同相といえるでしょうか？


    



    　四則演算と一次関数が一いつ緒しよになって出題されるのはいいとしても、その次の問題がまったくもってハテナです。


    　ほかのすべての問題を五分ほどで埋うめたあと、わたしはこの問３に着手しました。


    　解けません。固い。すごーく固い。


    　考えれば考えるほどドツボでした。余白を埋め尽つくすほど試し行こう錯さく誤ごしても糸口さえ見つけられず、結局ギブアップ。人にん間げん業わざで解けるものとも思えません。


    　……死ぬほどの難題なんじゃないですかねコレ？


    　試験後の休きゆう憩けい時間、子供たちの反応に聞き耳を立ててみますと……。


    「あー、問３できなかったあ！」「僕も。なんなのあれ？」「いつものアレだろ？」「ああ、取らせる気のない問題ってやつな」「それより次の国語がやべー」「ねえ、勉強した？」「ううん、全然やってなーい」


    　案の定ってやつ？


    『取らせる気のない問題』は、続く試験でも散見されました。


    　国語の問題に突然外国語の出題がまじったり、初歩的な理科のはずがタンパク質の四次構造についての問題が出てきたり、まるでエラー。もっともそんなことは教科ごとに一問か二問程度であり、大半はおおむね学力に応じた試験内容ではありました。言うまでもなく、人間が問題を作成していたならこんなエラーは起こることはありません。


    　……言うまでもないからくりなのでしょう。


    



    　年齢差を考えると当たり前なんですが、わたしが成績ナンバー１の栄冠を強ごう奪だつしました。そう強奪。そう呼ぶのがふさわしい行いでしょう。『全教科ほぼ満点だったで賞』という手ぬるい賛さん美びを受け、掲けい示じ板ばんで褒ほめられ、なんと即進級まですることになってしまいました。


    　最優秀異い端たん者しや。


    　クラスでの立場が、とても微び妙みようなものになったことは言うまでもありません。


    「気にくわないな、あの新入り」「ああ、最悪だな。大人のくせしてさ」「文字通りの大型新人様だね」「なあ、クラス長としてどうなんだい？　よそ者に好きにさせとくのかい」


    　級友らに期待に満ちた目を向けられ、勝ち気くんは言い放ちます。


    「いいや。これ以上調子に乗るなら、オペレーション悪ふざけも辞さないつもりだぜ」


    　……たいした脅きよう威いとも思えませんが、登校から就寝までヒソヒソされる生活もしんどいものですよね。


    　ということで、そろそろ味方を作る方向で動きましょう。


    　味方とは、清せい濁だく併あわせのんで作るもの、というのが我わが持論です。


    　知ってますか？　清濁併せのむと人間、魔ま法ほうが使えるんです。


    「あなたあの子のこと、好きでしょ」


    　魔法の言葉。


    　校舎裏に呼び出して、ふたりきりで囁ささやきました。


    　もちろんクラスのリーダー的存在である勝ち気くんは、反射的に否定の言葉を発します。そうするしかないのです。でもわたしには、まだいくらでも魔法の言葉がありました。「本人に伝えてあげましょうか」とか「試しにクラスのみんなに言ってみましょうか」とか、そんなマジックワードが。


    　いつしか勝ち気くんは、すっかり項うな垂だれていました。


    「……だ、誰だれにも……言わないでくれ……頼たのむ……」


    　そして翌日の教室が、こんな感じ。


    「やっぱり気にくわないな、あの新入り」「ああ、やっぱり最悪だな」「文字通りの大型新人様だったね、やっぱ」「クラス長としてどうなんだい？　やっぱりよそ者に好きにさせたままかい」


    　男子たちに期待に満ちた目を向けられ、勝ち気くんはぼそぼそと言います。


    「……あ……いや……待て……こういうことはタイミングが、その……アレだし……」


    　こうしてわたしは、日々の平へい穏おんを得たのです。


    



    　平和な暮らしを得て次に着手したのが、実態の把は握あくでした。


    「……じったいってなに？」


    　勝ち気くんとのバーター取り引きで再びわたしの案内役を任命された内気ちゃんが、弱々しくも純然たる疑問を口にしました。


    「この場合、自分を取りまく環境のことですよ」


    「かんきょう？」


    「ここの食料が、どこからどうやって調達されているか、おかしいって思いません？」


    「え……でもそれは、自分たちで栽培してるからじゃ？」


    　この学校のカリキュラムでは、農作業や家か畜ちくについて実生活に根ざした授業（自習なんですが……）も確かに存在します。今の時代、こういう教育も必須でしょう。


    　ただ……。


    「あれは教材レベルですよ、教材。ぜんぜん足りません」


    　生徒が管理している畑は、とてもではありませんが自分たちの必要をまかなうだけの面積ではないんです。事務子さん以外の大人がいないこの環境で、周囲が荒れ果てたこの閉へい鎖さ的てきな場所で、いかにして豊富な物資をまかなっているか。


    　答えはひとつしかないように思えます。


    「おねーさん、それ自動販売機だよ？　どうするの？」


    



    　廊下に設置されていた、ＩＤカード認証のドリンク自動販売機にわたしは目をつけました。学校の生徒たちは、敷しき地ち内ないに多数設置されたこれらの販売機から、缶入り紅茶やその他の飲料を自由に飲むことができます。もちろん、代価もなしに。いつものパターンからして、こういうものをまず怪しまなければなりません。


    「分解してみようかと」


    「そんなのダメだよ……怒おこられるよ」


    「誰だれに」


    「学校の、人？」


    「そんな人、いないじゃあーりませんか」


    「えー、いるよお。事務の人とか……」


    「あの人は何も言わないですよ。外来の人専用ですから。ほかには誰かいますか？」


    　内気ちゃんは押し黙だまったままでした。


    　学校というわりに教師もなく、人里というわりに大人の姿はないのです。


    「ちょっと確かめるだけですから。すぐに戻しますから」


    「分解しちゃったら戻せないと思う……」


    「そのくらいじゃ問題にはならないはずです。カラクリがわたしの予想通りなら」


    「よ、予想って？」


    　ところがいくら調べても、自動販売機にはネジも継ぎ目も見当たりません。これでは分解することはできそうもありません。


    「自販機がだめなら、学食ですかね」


    「あ……待って……」


    　わたしは学食に移動し、調理機械を調べることにしました。


    「こっちも手がかりはなしですか」


    　厨ちゆう房ぼうが完全に独立したブロックになっていて、そもそも調理機械の背面に行けないのです。厨房自体は分厚い壁で覆おおわれていて、そもそも厨房に出入りする扉が存在しません。料理はカウンターの小窓から自動的に押し出されてくるのです。


    　外に回って、校舎外から厨房へ入る裏口を探してみましたが、そちらも存在せず。


    「なぁんの疑問もなかったわけですか、これ？」


    「え、だって、券もらったら出てくるから……誰だれかいるのかなって……」


    　探求心のないお子様たちですこと。


    「そもそもあなたたち、どういう流れでこの学校に？」


    「ずっと昔、親のいない子ども同士で村の教会で暮らしてた時に、ビラが来て……」


    「その話、もっと詳しく」


    



    



    「聞きましたよ。この学校って、近くの人里からわざわざ親のいない子どもだけを引き取っているそうですね？」


    　受付のカウンターごしにいる事務子さんは、わたしの言葉を黙だまって聞いていました。


    「しかもわざわざ当事者の手にだけ渡るようにビラまきまでして。ねえ、どうしてそんなことを？　娯ご楽らくとか暇ひま潰つぶしではなく、何か理由があってのことなんですか？　その理由というのはもしや……」


    　無反応の事務子さんに腕を伸ばします。


    　カウンターの向こうで、彼女は椅い子すに座ったまま項うな垂だれていました。


    　その肩に手を置いた瞬しゆん間かん、横よこ倒だおしに椅子から落ちます。


    　かぽーん、という乾いた音とともに、事務子さんだったものが床に飛び散ります。


    　それは腕や脚がパーツ別に脱着できるタイプの、ただのマネキンだったのです。


    　しばらく言葉を失っていました。


    　話しかける前に呼び出しベルを鳴らさなかったことに、やがてわたしは気づきました。


    



    　カリキュラムにはなぜか（そしてとても納なつ得とくできることに）お菓子の時間がありました。


    　料理のコマが別にちゃんとあるのに、ですよ？


    　立派なオーブンを備えた専用調理室で、生徒たちは一様に暗い顔でした。


    「……また難しいお題が来たよ。ガトーショコラだってよ」


    「げげー」「それは難題だな……」「なんかケーキばっかりだね最近」


    　掲けい示じ板ばんで課題をチェックしてきた勝ち気くんが発表すると、皆いっせいに情けなーいうめき声を上げます。


    「なあ、レシピあったか？」「うん。図書館にあったから持って来たけど」「材料はいつも通りそろってるみたいだな」「あたし、ケーキって作るの苦手だなあ」「でもなあ、ここのところ低評価続きだし、これじゃあ落第だぞ」


    　なんだか悩んでいる様子。


    「これはビスケットとかスコーンとかの簡単なものに変えてはいけないの？」


    　少年のひとりにそう問いかけると、彼はわたしの相手をしていいのかどうか迷ってか、勝ち気くんの方をうかがいました。いいよ教えてやれ、と顎あごで示された少年は、ほっとした様子でこんなことを話しました。


    「最初はそういうのでも評価をもらえてたさ。でも最近は課題の難易度が上がってきて、スコーンくらいじゃどうにもならないんだ」


    「ふーん、確かにホールケーキはねえ」


    「わたしたち、もう二度も落第してるの」


    　内気ちゃんが言います。


    「どうしよう……これ以上落第したら、ヤバくないか？」「レシピ通りに作ってるんだけどなあ」「女子わかんねーの？」「女子だからってこんな難しいの作ったことないよ」「そもそもみんな同じことしか習ってない……」


    「もしよければ、作り方をお教えしましょうか？」


    　みんなの目線がわたしに集まりました。


    　それはもう切実な目線が。


    「で、できるのかよ？」


    「なんて言うか……らくしょう？」


    



    



    　材料が膨ぼう大だいなので、完成するお菓子も大量。


    　いくらかは自分たちでいただくんですが、残りは処分するかというと……。


    「このトレーに乗せて、この奥に押し込むんだ。それですぐに結果が出る」


    　言った通りのことを勝ち気くんが実演してくれました。
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    「結果？」


    「この調理実習は、一回ごとに判定があるんだよ。その結果だ」


    　その穴はネズミ穴と呼ばれていました。ネズミが壁かべ際ぎわに作る抜け穴に似ていたからです。大きさは子どもでもくぐれないほどで、小さな扉がついています。


    　重い鉄てつ扉ぴを開くと、奥に向かって暗い横穴が続いています。


    　下部にはレールがついていました。


    　押し込んだトレーは闇やみの向こうに消えていく仕組みです。


    　大量のお菓子が、またたくまに壁に吸い込まれていきました。


    「これで扉を閉めると、どこかで先生が判定してくれるって仕組みだ」


    「先生なんているので？」


    「そりゃいるだろ。見たことないけど……」と肩をすくめる勝ち気くん。


    「先生は病弱で、校舎の奥で療りよう養ようしてるって噂うわさなの」


    　内気さんもその説を信じているんですか。


    　いないですよたぶん、というわたしの呟つぶやきは、見守っていた生徒たちの叫びで打ち消されました。


    「どうかしたんですか？」


    「Ａ＋判定が出たんだ！　Ａ＋だ！　こんなのはじめてだ！」


    　天てん井じよう近くにある電光掲けい示じ板ばんが、ぺかぺかと光っています。生徒たちはその表示を見て、騒さわいでいるのでした。


    「最高でもＢだったのに！」「難しければ難しいお菓子ほど、評価は取りにくいのにすごい！」「これって全員進級もあるんじゃない？」


    「おおはしゃぎですねえ。どうして？」


    「……ここんところ、おれたちお菓子の実習うまくなくてさ。最初の頃ころは単位もサクサク取れたんだけど、ここのところ誰だれも進級できないままなんだ」


    「あれまあ」


    「Ａ＋かよ……これ、あんただけ飛び級ってこともあるかもな……」


    



    



    　その通りの展開になりました。


    　ごく短期間で、わたしはあらゆる試験をクリアしていき、ひとっとびで進級していきました。特にお菓子作りは苦労がなく、評価は常にＡ判定を維持できました。


    　この学校のおかしなところは、自習メインだけに進級試験も希望者別に行うところで、なんていうか学力があれば立て続けに申請できるのです。これは制度のずさんさであり、人間が管理していれば問題視せずにはいられない箇所だったはずです。


    　わずか二週間後。


    　わたしは最上級生でした。


    「姉さん、一いつ緒しよにお茶を飲みましょう」「いっしょにスポーツをしましょう、姉さん」「お姉ちゃん、キルトづくりしよ」「ダンスを！」「園芸を！」「ご本を！」「姉さん！」「お姉ちゃん！」「姐ねえさん！」「姉あね御ご！」


    　やったー、人気者になれましたー。


    　お子様ってちょっといいところを見せるとすぐ尊敬してくれてチョロ……コホン……素直で好ましいと思います。


    「というか二週間も滞たい在ざいしてしまった……」


    　ドミトリー暮らしは懐なつかしく、馴な染じむとなかなか抜け出せない朝のベッドのよう。


    「お姉ちゃん、ケーキ焼くから教えてー」


    　部屋でごろごろしていると、内気さんが遊びに来ました。


    「いいですよ、じゃあ調理室に行きましょうか」


    　調理室でケーキの焼き方をレクチャーしたあとは、廊下の自動販売機にドリンクをもらいに行きました。


    「……お姉ちゃん、最近メニュー豪ごう華かになったね」


    「お菓子の質が上がったせいなんじゃないかなあと思いますよ」


    「どうして？」


    「それは……」


    　自動販売機の取り出し口から中をのぞいてみました。


    　機械の奥で小さな影がちょろちょろ動いているのがうっすら見えます。
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    　でもそれだけ。出てきてはくれません。


    「うーん、やっぱり駄だ目めみたい」


    「お姉ちゃんってたまに何かさがしてるよね」


    「妖精さんをさがしているんですよ」


    　冗じよう談だんだと思ったのか、内気さんはくすくすと笑います。


    　このあたりの妖精さんとは今でも面識がありません。なかなかきっかけが作れず、彼らもシャイなまま姿を見せてもくれません。ということは、学校の子どもたちも妖精さんを目にしたことはないのでしょう。もし見たら大おお騒さわぎになるはずで、そういうのが苦手な彼らはかえって警戒心を強めて慎しん重ちようになっていくのです。


    　悪あく循じゆん環かんなんだか、どうなんだか。


    「とにかくおいしいお菓子を作っていけば、この学校での暮らしは安あん泰たいということですよ」


    「ねえ、私だけじゃなくて、みんなにも教えてあげたらどうかなあ？」


    「いいですね。生徒が講師をやったらいけないって校則はないようですから」


    　実際それは、妥だ当とうな考えなのかもしれません。


    　妖精さんとじかに接触できない今、この学校の行き着く先というものに今は興味が移りましたから。


    「わあ、じゃあみんなに伝えてくるー！」


    　勉強も、家事も、お菓子作りもレクチャーできる。全員の成績を上げて、進級させて、最後まで導くこともできる。で、そのあとは？


    　跡を濁にごさず去ることができればそれも良いでしょう。でもそうでないなら、わたしが滞たい在ざいしているうちに見み極きわめてあげたい。


    　続くのであれば、この妖精さんと子どもたちとの蜜みつ月げつは、悪いものではないんです。


    　……たぶんね。


    



    



    　それからわたしは、子どもたち全員においしいお菓子の作り方を伝授しました。


    　生徒たちの成長はめざましく、今まで遅おくれの目立った者も次々と課題をクリアしていくようになりました。


    「やっとこ遅れを取り戻せたあ～」「落第回かい避ひできそうだ……」「一生卒業できないかと思った～」


    　感謝の声が寄せられて、わたしのやる気もさらにアップします。


    　遅れてなるかとばかり、わたしも必殺のレシピを投入します。課題メニューにアイスをつけたりアレンジしたり、妖精さんの意表を突くことを心がけました。


    　わたしのやったことはすぐに流行し、ほかの生徒も真ま似ねをしはじめます。


    　この集団のパティシエスキルは、そうとうな水準に達している……とわたしは感じていました。


    　粗そ食しよく（？）の長かった妖精さんです。最近のおやつレベルアップには、かなり満足しているはずでした。その証しよう拠こに、学校の設備は日に日に艶つややかに改修され、景色も水彩画のように豊かに変化していきました。もちろん、人間の見ていない間に。


    　そしてわたしが入学して四十五日目、それは起こりました。


    　お菓子の実習で、全生徒の皿をネズミ穴に滑すべり込ませた、直後。


    　学校全体が揺ゆれはじめたのです。


    「あれ、僕揺れてる？」「いや、これ校舎が揺れてないか？」「ううん。地面が揺れてるような気がする」「地じ震しんってやつかい？」


    　不慣れな体験に、生徒たちが動どう揺ようします。ふと掲けい示じ板ばんに目をやると、


    『まんぞく───────────っ』


    　揺れはどんどん大きくなっていき、いよいよ立っていることもできないくらいになった時、たぶん校舎内にあるすべての機材・装置・販売機・調理器・配電盤ばんなどが弾はじけました。


    　はい、弾けていました、確かに。


    　爆ばく発はつ的てきに溢あふれ出た妖精さんたちが、たちまち床を覆おおい尽つくします。


    　妖精さんたちは奔ほん流りゆうとなり、ついには窓から流れ出していきます。
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    　誰だれも彼もが満ちたりた顔をしていました。


    「おいしー」「うまうまでしたなー」「はいてんしょんなきもちー」「あふれるー」「みーびー」「ありがとー」「からだがかってにー」「さいならさー」「またねー」「いつかどこかでー」「ゆめをありがとー」「ごしちょうありがとーございまーす」「またねー」


    　わたしには見慣れた妖精さんの習性。でしたが子どもたちには衝しよう撃げき的てきだったようです。


    「わー！　なんだこれなんだー！」「いっぱいいるー！　ちっちゃな人がいっぱいー！」「押し流されるー！」「ぎゃー！　お化けぎゃー！」


    　おそらく密閉された空間では、あまりおいしくないお菓子によって人口が抑制されていたのでしょう。それがわたしの介かい入にゆうで、爆発的に増ぞう殖しよくを。


    「み、見事にいつものパターン……っ」


    　怒ど濤とうの勢いに、わたしも押し流されていきました。


    　気がつくとわたしは校舎の敷しき地ち外がいに突っ伏していました。妖精さんたち、元気良すぎです。怪け我がはありませんが、攪かく拌はんされたバターみたいな気分でした。


    「……お姉ちゃん、起きて。ねえ起きて。いちだいじ。たいへん」


    「へ？」


    　身を起こすと、内気さんはわたしに一枚の紙を見せます。


    「こんなのがお空からふってきた……」


    『そつぎょうしょうしょ　そつぎょうおめでとー　あんたはどこでもいきてけます』


    「卒業？　今ので？」


    　周囲にはもう、妖精さんの姿はひとつもありませんでした。テンションが上がりすぎたためか、習性のためか、いずこかへ散ってしまったのです。


    「姉貴、おれたちの学校が……」


    　勝ち気くんの声は弱々しく震ふるえていました。


    「ありゃまー」


    　今まで妖精さんによって魔ま法ほう的てきに管理されてきた校舎は、管理人を失い、すっかり色いろ褪あせていました。建物の骨格はそのままでも、一気に百年も過ぎたようにみすぼらしくなって、これではいつ倒とう壊かいしてもおかしくはありません。


    「どうしよう、どうしたらいいの？」


    　泣きそうな内気ちゃんの肩を抱だき寄せます。ほかの子どもたちも、不安そうな顔でわたしの周囲に集まってきました。全員が、卒業証書を手にしていました。でもほかには、何も持っていないようでした。


    「全員そろってますか？　そう。それは結構。ならこれから寮りように戻って、回収できるだけの物資と旅行かばんを回収してきます。わたしのかばんにはコッヘルとストーブが入ってますから、それでお湯が沸かせます。そしたら一度お茶にしましょう。大だい丈じよう夫ぶ。なんとかなりますよ。なにしろ皆さんは卒業生なんですから。妖精さんが、皆さんはこの星のどこに行っても死ぬことはないって保証してくれましたよ。だからきっと平気。一休みしたら、わたしと一いつ緒しよに旅をしましょう。ちょうど故郷に戻るところだったんです。今は村起こしの真っ最中ですから、子どもたちは大歓迎のはずですよ。楽しいことだけ考えておきらくごきらくに歩いて行きましょう。だからさあ、涙をふいて──」
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    あとがき


    



    『人類は衰すい退たいしました』の短編集が出ました。私からの有料クリスマスプレゼント、楽しんでいただけたら嬉うれしいです。


    　立ち読みであとがきから読む方がいるかもしれないので説明しておくと、本書は『人退』の本編完結後の短編集です。本編を読まずにこの本を楽しむことは、著者である私でもちょっと難しそうです。先に一～九巻から手をつけることをおすすめします。ただこの本単体でも『商売繁はん盛じよう』の御ご利り益やくがあるのでとりあえず買っておくというのもひとつの手です。


    　そういえば昔のライトノベルに多かったパターンで、あとがきの「書店であとがきだけ読んでるそこの君、今すぐレジに持って行こう！」みたいなノリが苦手でした。


    　でも今では全然平気。


    　書店であとがきだけ読んでるそこの君、今すぐレジに持って行こう！


    



    　収録作品ですが、以前にアニメ化した際に円えん盤ばんに特典としてつけた小説と、ショップ特典として書いた妙みような掌編、これに四割くらいの書き下ろしを加えて一冊としました。


    　楽すぎる。許されるのか？


    　私は社畜の血を引いているので、罪悪感に苦しみました。が、乗り越えました。本当に苦しかった……。次があれば全部書き下ろすと誓います。再録する原稿ももうありませんしね。


    



    　九巻発売後、久しぶりにエゴサーチしてました。ひととおりの感想には目を通せたんじゃないかなと思います。たくさんのご意見ご感想、ありがとうございました。


    　エゴサーチをしていて、初心を思い出しました。


    　初心……それはゲームライターとしてデビューした頃ころのことです。


    　物書きになろうと思ってたどり着いた新天地、エロゲー業界。そこでブラック働き（自主的に会社に泊まることで恭順の意を示すいやらしき行為）や下積み（企画者がシナリオ未完成のまま退職したシナリオを完成させること）を経て、ようやく純じゆん粋すいに企画・シナリオを任せてもらえるようになったわけですが、このデビュー作が当時パソコン掲けい示じ板ばん（インターネットは普ふ及きゆうしてなかった）で一部話題になったことがありました。


    　この「ユーザーがシナリオを語る」という行為に、私けっこうな衝しよう撃げきを受けました。口コミの概念が存在していなかったので、ユーザーの感想を気にするという意識そのものが存在しなかったんです。評価というものは売り上げでのみ判断でき、意見や感想は運が良ければアンケートはがき等で確認できることもある、くらいの認識でした。だからパソコン通信でリアルタイムの感想を目にするのはとても刺激的な体験で、当時はかなり気にしてたもんです。ネット時代以降にデビューした人は、こういうのは当たり前なんでしょうけどね。


    　作品の感想をもらう以外のどんなモチベーションでプロを目指していたかといえば、それは純じゆん粋すいに書きたいという熱意のみでした。あと若い頃ころ満員電車で指を骨折した忌いまわしい記き憶おくによる、通勤ラッシュに対する嫌悪感。絶対にリーマンにはなりたくなかった。


    　そういう最初の純粋な気持ちを取り戻すことができました。ありがとう皆さん。これを糧かてに今後も頑張っていきたいなと思います。


    



    　今後といえば、新作について。


    　今、ガガガの公式ホームページに掲けい載さいされている「ガガガんばる二〇一五」ってページに載ってるやつ。この新作について少々予告をば。


    　剣と魔ま法ほうのファンタジー作品を書きます。


    　ついに私もＦＴ作品を書く時期が来ました。


    　気がついたら今、ファンタジーブームなんだそうですね。


    　どんな分野でもブームは一回転するとは聞きますが、実際に目まの当たりにすると感慨深いものがございます。しかしよくよく考えてみれば、流行を支えているであろう中・高・大学生なんて十年でほぼ全員入れ替わるわけですから、特定ジャンルが繰くり返し流は行やることは地球が自転するのと同じくらい当たり前なわけです。ありがたいことです。書きます。


    　内容ですが、それほどネタ寄りにはならず、ロードス島とかフォーチュンクエストのような生身感の強い話になります。生身感といっても、すぐに人死にが出るような辛気くさいものではないので安心してください。せいぜいパックが出ている時のベルセルクレベルです。しかも最近流行の最強主人公を導入してみました。これで商売的には勝ったも同然か!?　ハハハ！　ハハ……そんなわきゃねぇか。まあ地味なりに自分らしいもんが書ければ、それいでいいかと思っとります。よろしくどうぞ。


    　人退の短編集もまた隙すきを見て出してみたいものです。


    　というところで、今回はこれにて。
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